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■ はじめに

自治基本条例とは、一般には、地域課題への対応やまちづくりなど市政運営全般につい

て、誰がどのような役割を担い、どのような方法で決めていくのかを明文化したもので、

現在全国の２割程度の自治体において制定されています。 

武蔵野市は、昭和46年に策定した第一期長期計画以来、長期計画を軸とした総合的・計

画的な市政運営を行い、市政運営の基本原則として市民自治を掲げ、この原則を継承し、

推進してきました。市民参加・議員参加・職員参加を基本とする「武蔵野市方式」による

計画策定は本市の大きな特徴であり、市民自治の理念は市の政策・施策に広く及んでいま

す。また、地方分権改革の積み重ねにより、地方自治法の改正が行われ、自治体ごとに制

度の選択を行うことができる枠組みが徐々に広がっています。 

こうした状況のなか、市民の市政参加を将来にわたって担保すること、また、分権の時

代において、地方自治制度の原則とも言える二元代表制について、市長・議会という２つ

の機関の関係を中心に、双方の役割を明確にし、よりよい市政運営につなげていくこと、

これらの要素を体系化する、自治体運営のルール化に向けた検討を市役所内部で進めてき

ました。 

この自治体運営のルール化に向けては、市議会とも断続的に話し合い、平成28年８月に

「市議会議員を含め、今後外部の委員を入れた委員会を立ち上げて具体的な検討を行って

いきたい」旨を執行部側から議会側に提案したところ、議会側がこれを了承し、学識経験

者、市民公募委員、副市長、そして市議会議員で構成される「自治基本条例（仮称）に関

する懇談会」（以下「懇談会」という。）を平成28年11月に設置する運びとなりました。 

懇談会では、武蔵野市の現状や、これまでの歴史を踏まえながら、他自治体における規

定の例などを参考にしつつ、自治基本条例に盛り込む内容である「骨子案」に関すること

を検討してきました。本市が行ってきた良き伝統を今後も継続し、「市民自治のまち武蔵野」

をさらに推進していくために、自治基本条例の制定を目指し、ここにその骨子案をまとめ

ました。 
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前文 

✵ 前文

以下のような内容を盛り込みます。 

【市の歴史的な背景について】 

 江戸初期の開墾からまちが徐々に形成されてきたこと。

 戦前、中島飛行機という軍需工場があったことで、たびたび空襲を受け、

大きな被害を受けたこと。

 戦後のインフラ整備がいち早く進められ、成熟の時期が早かった郊外都市

であること。

【戦後の市政のあゆみ】 

 都市化に伴う人口の急増による住環境問題から市民を守るため、マンショ

ン建設等に対して法の整備に先駆けて要綱による行政指導で対応をしてき

たこと。 

 急速な宅地化に伴う緑の減少を市民自らが課題と捉え、市民参加により「武

蔵野市民緑の憲章」を定め、それ以降緑を守り、これを次代に伝えていく

ことを大切にしてきたこと。

 長期計画策定において武蔵野市方式とも呼ばれる市民参加・議員参加・職

員参加を進めてきたこと。

 町内会・自治会が全市的には組織されず、自主参加・自主企画・自主運営

のコミュニティづくりを行ってきたこと。そしてそのコミュニティが武蔵

野市における市民参加の基盤となってきたこと。

 クリーンセンター建設など、市民参加によるまちづくりが進められてきた

こと。

【上記の経過を踏まえ、この条例を制定する意義】 

 これまで行われてきた市民の市政参加を将来にわたって担保すること。

 地方分権改革の積み重ねの結果として、各自治体に制度の選択を認める地

方自治法の改正が行われている中で、自治体の意志を表明することが重要

であり、そのためには自治基本条例を制定することが最も相応しいこと。

【今後この条例を制定することにより目指す方向性について】 

 市民は自治の主体であることを自覚し、市民自治をより一層推進すること。 

 子どもをはじめ全ての年代の市民一人ひとりの人権が尊重されること。

 恒久平和の実現を目指すこと。

【条例の位置付けについて】 

 他の条例の解釈の基準となる、基本的な条例であること。
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趣旨・説明 

・条例の制定にあたり、市の歴史的な経緯とこれまで行ってきたことを踏まえ、今後目指す

方向性を示すとともに、条例の位置付けについて盛り込むこととします。 

懇談会での主な意見 

・これまでも市民参加をしてきたこと、またそのプロセスを大事にしてきたことを盛り込ん

ではどうでしょうか。 

・武蔵野市の伝統や市民がつくり上げてきたものを入れてはどうでしょうか。 

・平和については、前文の中にも強く入れてもらいたいと思います。 

・要綱行政で市民の権利を守ってきたことはぜひ触れておくべきだと考えます。 
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第１章 総則 

✵  目的 

 この条例は、自治及び市政運営に関する基本的な事項を定めるとともに、

市民、市議会、市長等それぞれの役割を明確にし、市民自治（＊）のさ

らなる推進を図ることを目的とします。 

 

趣旨・説明 

・市がこれまで取り組んできたさまざまな市民参加などに関する事項を明文化し、この条例

をつくることによって、市民自治がより一層進展していくことを目指します。 

懇談会での主な意見 

・市民参加や情報公開など、武蔵野がやってきた良き伝統を継承させ、それを一歩でも二歩

でも進め、少しずつでも時代に合わせて向上させていくという趣旨が非常に重要だと思い

ます。 

用語の説明 

＊自治とは一般的には自分や自分たちに関することを自らの責任において処理することを言

います。市民自治とは、市民が主権者として自らの地域生活について考え、主体的に行動

し、その行動や選択に責任を負うという原則のことです。 

 

✵  用語の定義 

 「市民」を「市内に居住する者、市内で働く者、学ぶ者及び活動する者」

と定義します。 

 市民（個人）と事業者（団体・法人等）とは分けて定義を行います。 

 「市長等」を「市長及び行政委員会（教育委員会、選挙管理委員会等）」と

定義します。 

 「市」を「市長等及び議決機関（議会）」と定義します。 

・市民（個人）と事業者（団体、法人等）では、それぞれの担う役割なども異なるため、「市

趣旨・説明 

・市内に住民登録のある人だけではなく、在勤、在学の人も実際には行政サービスや市の政

策の影響を受けています。 

・本条例の対象となる市民の範囲を限定的に捉える必要はないと考えられるため、子どもを

はじめ全ての年代において、居住者に限らず、在勤・在学者等も市民の定義に含むことと

します。なお、住民投票等個別の案件については、別途定義することとします。 
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民」と「事業者」とは区別して定義します。 

検討すべき事項 

・条文化する際に、個々の条文を「市民（個人）」に適用させるのか、「事業者（団体・法人

等）」に適用させるのか、あるいは両方に適用させるのかの精査が必要です。その上で事

業者の定義をどうするかについて検討が必要です。

✵ 基本原則

 基本原則として、以下のことについて規定します。

① 計画に基づく市政運営 市は、市政に関する長期的かつ基本的な計画とし

て長期計画を策定し、総合的かつ計画的な市政運営を推進します。

② 情報共有 市は、市の保有する情報を市民に適時適切に公表し、わかりや

すい情報提供に努め、市と市民が情報を共有できるようにします。

③ 市民参加 市は、市民が市政に参加する権利を保障し、参加の機会を整備

（保障、用意）します。

④ 協働 公共的な課題の解決に向けて多様な担い手が協力しあう協働の取り

組みを推進します。

趣旨・説明 

・本市は昭和 40年代から、情報共有や市民参加を体現する形で、市民参加・議員参加・職

員参加の武蔵野市方式によって長期計画を策定してきました。多くの関係者の合意によっ

て策定したことにより、強い規範性を持つ計画行政につながってきました。その伝統を大

切にするとともに、今後もそれを継続していくため、自治の基本原則として規定します。 

・市と市民の情報共有によって市民参加

が進み、それが協働に繋がり、そのサ

イクルが回ることによって自治の推

進が図られるため、情報共有・市民参

加・協働を３つの大きな柱として規定

します。 
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第２章 市民・議会・市長等の役割 

✵  市民の役割 

 市民は、自治の主体であり、民主主義の担い手であることを自覚して行動

します。 

 市民は、次世代及び市の将来に配慮します。 

 市民は、お互いの自由と人格を尊重します。 

 

趣旨・説明 

・行政と議会については、「責務」という表現を用いましたが、市民については、尊重され

るべき「自由、自発性・主体性」などとのバランスを考慮し、「責務」よりも拘束的な意

味合いが弱い「役割」という表現にしています。 

・市民は、安心して生活できる環境を自ら守るように努めるなど、自治の主体であることを

自覚して行動します。 

・市民は、市政の進め方やあり方を考えるときには、現在のことだけでなく、常に市の将来

のことにも配慮し、持続可能なまちづくりに向けて行動します。 

・市民の権利（行政サービスを受ける権利、まちづくりに参加する権利など）については、

各々に対応する条文で個別に規定します。 

懇談会での主な意見 

・行政側と同じように市民の側に「責務」という言葉で縛りをかけることには違和感がある 

と思います。 

・市民が自治の主体として参画するために具体的に必要なことを定めてはどうでしょうか。 

 

✵  議会の責務 

 議会は、自治の発展に努めることとします。 

 議会は、市民の意思を市政へ反映させるよう努めるものとします。 

 議会は、市長等を監視するとともに、自らも政策の立案等を行います。 

 議会は、開かれた議会運営に努めます。 

趣旨・説明 

・「自治の発展」については自治基本条例全体を貫くテーマでもあり、議会にとっても前提

となる重要な要素であるため、責務として規定します。 

・多様な市民の意見を代表し、できるだけたくさんの人が納得する合意を見つけ出すことが
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検討すべき事項 

・議会に関する事項については議会と十分に協議を行い、議会で検討中である議会基本条例

との整合を図ったうえで規定する必要があります。 

 

✵  議員の役割 

 議員は、地域の課題や市民の意見の把握に努めます。 

 議員は、一部の市民の利益ではなく、市民全体の利益を追求します。 

 議員は、市民の多様な意見を代表して、市民の信託に応えます。 

 

趣旨・説明 

・議員は、広く市民のニーズを把握するための努力をすることが必要とされます。 

・各議員は、選挙で住民から代表として選ばれた存在であるので、市民全体の利益のことを 

心がけながら行動しなければいけません。 

・議員は、個々の案件から課題を発見して、課題に対応する政策を生み出していくことが 

期待されています。 

検討すべき事項 

・議会に関する事項については議会と十分に協議を行い、議会で検討中である議会基本条例

との整合を図ったうえで規定する必要があります。 

 

✵  市長等の責務 

 市長は、市の代表者として、市政全体を総合的に調整し、公正かつ誠実に

市政の執行にあたる責務を負います。  

 市長等は、さまざまな情報を市民へ積極的に分かりやすく提供するよう努

め、市民との情報共有を図らなければなりません。 

 市長等は、市民意見を把握し、市政に適切に反映するよう努めるものとします。 

 市長は職員の人材育成を図るとともに、職員が力を十分に発揮できる環境

を整え、仕事の質の向上を図ることにより、市民満足度の向上に努めなけ

ればいけません。 

議会としての大きな責務です。 

・議会が、二元代表制の一方の代表であるところの市長を監視（チェック）し、また、自ら

も代表として政策の立案を行っていくことで、二元代表制の本来の趣旨が発揮されます。 

・市長だけではなく、議会も情報公開に努め、市民にとってわかりやすい説明をしていく必

要があります。 
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趣旨・説明 

・市議会とともに市民の代表である市長が担うべき責務について定めています。 

・市長の責務や、地方公共団体の責務については、地方自治法にさまざまな規定があります。 

（例：住民の福祉の増進、最小の経費で最大の効果をあげる、組織及び運営の合理化） 

 この条例では、地方自治法に規定されていない事項を中心に定めることとしています。 

・市長が市の代表者であり、総合的な調整権を有することは地方自治法に規定されています

が、法律に規定された権利を正しく行使し、市政執行に当たることの大切さを責務として

改めて規定します。 

・行政からの一方的な情報開示にとどまらず、積極的な情報発信を行うとともに、その内容

が市民へ分かりやすく正確に伝わるようにする必要があります。 
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第３章 参加と協働 

✵  情報共有 

 市は、市民の知る権利について保障するとともに、市政に関する情報につ

いて説明する責任を負います。 

 知る権利の対象は、市の保有する情報とします。 

 市は、市の保有する情報を市民に適時適切に公表し、分かりやすい情報公

開に努め、市の長期計画その他市の重要な計画など、特に重要なものは策

定過程を含め、積極的に公開するよう努めなければいけません。 

 情報公開に関する具体的な事項は、「武蔵野市情報公開条例」で定めます。 

 会議は原則公開とします。同時に会議録及び会議に提出された資料につい

ても公開します。ただし、非公開とするべき正当な理由がある場合を除き

ます。 

 市は、個人情報の保護に関し必要な措置を講じなければいけません。 

 個人情報保護に関する具体的な事項は、「武蔵野市個人情報保護条例」で

定めます。 

 

趣旨・説明 

・行政の公正と透明性を確保し、市民の市政参加を推進するために、市民との情報共有、市

民への情報提供は、不可欠な要素です。 

・情報公開の具体的な手続などを定めた条例として、「情報公開条例」が定められています。

自治基本条例では、情報共有に関する市長等及び市議会の責務など、重要な事項の規定の

みを定めることとします。 

・公開とする会議は、市長等が設置する審議会・調査会・懇談会・研究会など、有識者や市

民等により構成される会議とします。議会が設置する会議等の公開等については、議会基

本条例において定めます。 

・情報共有を進めるうえで、個人情報の適正な保護が必要になります。個人情報保護の具体

的な手続などを定めた条例として、「個人情報保護条例」が定められていますので、自治

基本条例では、総括的な規定のみを定めることとします。 

検討すべき事項 

・責任の主体として、市長等及び市議会だけでなく、さらに「公共的な責任を負う事業者や

市民団体等」を含めるべきかについては検討が必要です。（補助金や委託業務などで市と

関連がある事業者、市民団体やＮＰＯ法人などは、行政の延長で説明責任を果たすべきと

の考え方によるものです。） 
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✵  市民参加 

 市は、市民が市政に参加する権利を保障し、参加の機会を整備（保障、用

意）します。 

 市長等が実施する市民参加の方法については、事案に応じ、委員会等への

市民委員参画、広聴（アンケートなど）、市民ワークショップ、パブリック

コメントの募集及び意見交換会の実施など適切な方法を取り入れます。 

 上記の市民参加の方法について、以下の対象事項については、原則として

パブリックコメントの募集及び意見交換会の実施の手続を経ることとしま

す。 

① 長期計画、調整計画の策定 

② 重要な計画の策定、重要な条例の制定・改廃 

③ 市民生活に大きな影響を及ぼす事項 

 上記の①から③までの対象事項以外で、市が行う公共施設建設等により生

活に影響を受ける地域の市民に対し、市は意見を述べる機会を確保するよ

う努めるものとします。 

 市は市民からの意見を積極的に把握し、適切に市政に反映するよう努める

ものとします。 

懇談会での主な意見 

・策定過程における情報公開をはじめ、策定したときの完成品の公表、策定後の実施状況（評

価）の公表と全ての段階での情報公開を自治基本条例に位置づけることが大切です。 

・全部の情報公開を義務規定とするのは現実問題としてあり得ません。どういうときに提供

するのが良いかも一概には言い切れないため、適時適切に必要なときには公表、提供する

という規定になると思われます。 

・これまでで既に公開することが伝統となっているものや、公表が義務づけられているもの

は義務規定に、事柄の性質上、そこまで言い切れないものは努力規定にするべきです。 

趣旨・説明 

・武蔵野市はこれまでもさまざまな場面で市民参加の手法を取り入れ、市政を運営してきま

したが、明文化された規定はありませんでした。市民自治の原点ともいえる市民の参加の

保障を条例の中に位置づけることが、これまでの市民参加を継承するとともに、これから

の市民自治をさらに発展させることにつながります。 

・情報共有と市民参加は密接な関係にあります。基本原則の項目にも記載したとおり、情報

公開が進むことにより、市民の参加が促進されそれが協働に繋がり、そのサイクルが回る

ことがさらなる市民自治の推進につながります。 
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・市民が市政に参加する権利を保障する主体は市長等及び議会の両者となりますが、議会が

実施する市民参加の対象事項や方法等については議会基本条例において定めることが適

切であると考えます。 

・原則としてパブリックコメントの募集及び意見交換会の実施の手続を経ることとしている

②重要な計画および重要な条例とは、市民の権利義務に関わる内容を含むものや、市民と

の関係を規定するもの、という整理をしていますが、今後条例案を作成する際に、具体的

にどういった内容が含まれるのかについて検討が必要です。 

・例えば施設整備等の場合、大規模なものについては市民参加の対象事項の中に含まれます

が、それ以外の比較的小さな規模の施設整備等の際は、近隣の利害関係者に対し説明会を

開くなど、必要に応じて意見調整をする機会を設けています。必ずしも説明会という形式

にとらわれるものではありませんが、近隣で生活に影響を受ける方々等の意見を聴く機会

を設けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇談会での主な意見 

・市民参加は事前手続と事後評価を一連的・制度的に条例化・体系化するべきです。 

・支障なく行えるものについては、パブリックコメント及び意見交換会で対応し、その他の

参加手法は問題ごとに適時適切な方法を採用する、としてはどうでしょうか。骨子案の段

階で細かく規定する必要はないと思いますが、「各段階で主体的に市民が参加できる仕組

みをつくる」というエッセンスは入れたいと思います。 
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✵  協働 

 市は、公共的な課題の解決に向けて多様な担い手が主体的に参加し、協力

しあう協働の取り組みを推進します。 

 協働のそれぞれの主体は対等な立場とします。 

 

 コミュニティは、市民相互の対話や意見の交流、連帯を生み出し、市民自

治を築いていくための市民生活の基礎単位です。 

 市は、コミュニティづくりにおける市民の自主性及び主体性を最大限尊重

し、必要な支援を行うものとします。 

 コミュニティに関する詳細の規定については、別途「武蔵野市コミュニテ

ィ条例」で定めます。 

趣旨・説明 

・市では、「協働」とは、「市民活動団体相互や企業・行政等の多様な担い手が、目的を共有

し、対等な立場と適切な責任・役割の分担のもとに協力し、それぞれの特性を最大限発揮

して相乗効果をあげながら、社会的課題の解決のために取り組むこと」と定義しています。 

・これまで武蔵野市では、コミュニティ協議会による地域のつながりづくりをはじめ、地域

社協（福祉の会）、緑ボランティア団体、自主防災組織等、さらに子育て支援やまちづく

り等のさまざまな分野において、多種多様な団体による市民活動が展開され、公共的な課

題の解決にもつながっているものも数多くあります。 

・「協働」の中には「市の主体的な取組に市民の協力を得るもの」に限らず、「市民の主体的

な取組に市が協力するもの」や「市民同士の協力」などさまざまな形があり、それぞれの

活動が推進されるべきです。 

・複雑化・多様化する公共的な課題への対応には、行政だけでなく市民、ＮＰＯ、企業など

が各々の強みを活かしながら、効果的に取り組む必要があります。そのために協働の考え

方がますます重要になってきています。 

懇談会での主な意見 

・協働は市と市民が互いに特性を活かし、協力して取り組むものです。「対等」という表現

を記載することによって市民は「やらされている」という印象を受けづらく、また、市か

ら命令されるものではない、協働は義務ではない、やめることもできる、という３つが担

保されているとも考えられます。 

・市の協力を得ずとも活動している人や団体もいて、その活動が、逆に市政の施策にまで発

展することもあると思うので、特に協働の定義の範囲を狭める必要はないと考えられま

す。 

✵  コミュニティ 
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✵  住民投票 

 「常設型」の住民投票条例を制定することを定めます。住民投票の種別と

して、市の廃止、設置、分割、合併や市境の変更など（廃置分合と境界変

更）を問う投票と、それ以外を問うものの２つに区分して規定します。 

 廃置分合と境界変更の場合は、以下のとおりとします。 

① 必ず住民投票を行います。 

② 住民投票の成立要件（投票率）については設けないこととします。 

 廃置分合と境界変更以外の場合は、以下のとおりとします。 

① 発議権は市民（有権者）にのみ認め、市長と議会には認めません。市民

の発議に必要な署名数は、有権者の 1/50 よりも多い数とします。 

② 住民投票の成立要件を設けます。 

 以下については、いずれの場合にも共通する事項とします。 

① 市は、成立した住民投票の投票結果を尊重するものとします。 

② 住民投票として成立したかどうか（投票率の高さ）に関わらず、投票の

結果は公表します。 

③ 投票権者は、年齢については公職選挙法上の規定と同一とし、その他公

正な投票を行うために必要な定めについても、公職選挙法の規定に準ず

ることとします。ただし、外国人を含むかどうかについては、自治基本

条例に基づく住民投票条例を制定する際に検討を行います。 

 住民投票の具体的なルールは、別に条例で定めます。 

趣旨・説明 

・本市は、自治会・町内会がほとんどないという全国的に見ても珍しい特徴があります。昭

和 46年の第一期基本構想・長期計画における「コミュニティ構想」に基づき、市内には

16のコミュニティ協議会が組織され、それぞれの地域の実情に応じて「自主参加・自主

企画・自主運営」の原則のもと、様々な取組みが行われてきています。 

・その後、コミュニティを取り巻く環境が変化し、コミュニティセンターを中心とした地域

コミュニティに加えて、地理的にも時間的にも制約されないコミュニティの仕組みの構築

が必要となってきたため、平成 14年にそれまでの施設の設置条例としての性質が主であっ

たコミュニティセンター条例に代え、コミュニティ条例を制定しました。 

・本条例では、このような人と人とのつき合い、地域とのつき合いの中でできてきたコミュ

ニティを大事にするという武蔵野市の姿勢について規定します。 

懇談会での主な意見 

・具体的に規定しすぎるとコミュニティの自由な活動が逆に型にはまりかねないので、コミ

ュニティの定義づけはあまりしなくてもいいのではないでしょうか。 
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趣旨・説明 

・住民投票は、市政の重要課題について市民の意思を投票によって確かめる制度で、実施す

るためには根拠となる条例（住民投票条例）が必要です。住民投票は、市長そして議会に

よる二元代表制を補完するものです。 

・住民投票条例には、課題ごとに個別に制定する「個別設置型」の条例と、どの課題にも共

通の条例として予め制定しておく「常設型」の条例があります。 

・個別設置型の条例は、地方自治法に基づいて、有権者の 1/50 以上の署名があれば市民が

市長に条例制定を請求できます。市長が条例案を議会に提出し、議会が可決することで住

民投票が実施されます。 

・常設型の条例は、住民投票実施にあたり、個々の事案ごとの議会の議決は不要になるため、 

市民の意見を直接表明する手段を確保することになり、市民自治のさらなる推進につなが

ります。 

・武蔵野市において、住民投票の種類を２つに区分するのは、廃置分合・境界変更について

は、自治体における憲法事項にあたり、全市民にもれなく影響するため、他とは区別して

取り扱うべきと考えられるためです。 

・発議権については、市民自治の推進という観点から市民（有権者）にのみ認めることとし

ます。 

・住民投票の実施においては、濫用を防ぐためにも発議にあたっては一定の要件を設ける必

要があります。発議の要件のハードルが低いと、市民、議会、市長等の各主体間の十分な

話し合いによる合意形成の過程が不十分となること、何度も住民投票が繰り返されること

により行政の安定性が損なわれること、一度の住民投票には数千万円という多大なコスト

が必要となり、市の財政に影響を与えることなどの問題が生じるおそれがあります。よっ

て、議会の議決を必要とする地方自治法の 1/50 以上の署名よりもさらに厳しい要件とす

べきです。 

・現行の制度上は、住民投票の結果に法的な拘束力を持たせることはできないため、投票の

結果について、市長及び議会は「尊重する」という規定となります。とはいえ、住民投票

の結果には実質的な拘束力が生まれるものと考えられるため、投票しない人が多い場合に

ついてまで「尊重する」ことはふさわしくありません。したがって、一定の成立要件を設

ける必要があります。 

・ただし、廃置分合・境界変更の場合は、自動的に住民投票を行うこととしているため、成

立要件を定めると、仮に投票率が成立要件に満たなかったときに、何度も住民投票を実施

しなければならなくなるため、成立要件については設けないこととします。 

・行政の透明性を確保するため、実施した結果については、たとえ投票が成立しなかった場

合においても公表をします。 

・投票権者については、公職選挙法上の有権者からさまざまな拡大をしている自治体もあり

ますが、武蔵野市として、その拡大の範囲を相当の合理性をもって定めることは困難であ

るため、公職選挙法の有権者に準じることとします。ただし、外国人を含めるかどうかに

ついては、自治基本条例に基づく住民投票条例の制定の際の議論に委ねることとします。 
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○廃置分合・境界変更とそれ以外の場合の取扱いの違い 

  廃置分合・境界変更 それ以外 

発議 不要（自動的に住民投票を実施） 

・発議権は市民（有権者）にのみ認める 

・必要な署名数は、有権者の 1/50よりも多    

い数とする 

成立要件 
設けない（投票率に関わらず成立す

る） 
設ける 

結果 尊重する 

公表 （成立要件に関わらず）公表する 

投票権者 
公職選挙法上の有権者に準じることとするが、外国人を含む 

かどうかについては住民投票条例制定の際に検討する。 
 

○個別設置型の条例と常設型の条例の特徴 

 個別設置の住民投票条例 常設の住民投票条例 

メリット 

・案件ごとに住民投票の実施の必要性を議

会で審議するので、制度の濫用はされに

くい。 

・案件ごとに適した制度の設定が都度可能

である。 

・要件を満たせば実施可能なため、議会

の議決を待たず迅速に実施できる。 

デメリット 

・新たな条例制定が必要なため、実施まで

に時間がかかる。 

・条例制定の直接請求が有効なものであっ

ても条例案が否決された場合は住民投

票実施に至らない。 

・要件を満たせば実施が可能なため、制

度の濫用の可能性がある。 

・要件があらかじめ条例で定められてい

るので、事案ごとに柔軟に制度設計を

行う事はできない。 
 

検討すべき事項 

・以下の３つの項目については条例化の際の議論に委ねることとなっています。 

① 市民（有権者）の発議に必要な署名の具体的な数値（有権者の 1/50よりも多い数で、一

定以上の厳しさを持ったもの） 

② 住民投票の成立要件に係る具体的な数値（投票率何パーセント以上とするか） 

③ 住民投票の投票権者に外国人を含むかどうか。（自治基本条例に基づく住民投票条例を制

定する際に検討を行う。） 

懇談会での主な意見 

・住民投票は、個別の施策について住民の意思を表す制度として必要であると考えます。 

・条例の規定がなくとも自治法に基づき住民投票条例制定の直接請求ができるため、あえて

自治基本条例に規定する意味は、積極的に住民投票を使おうという精神を述べることにあ

ると思います。 

・住民投票は、少数者の権利の保障も考えて、慎重に検討しなければなりません。 

・住民投票の対象事項を列挙する（ポジティブリスト）、または非対象事項を列挙する（ネ
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ガティブリスト）方法は、多様な意見をまとめるのが困難であり、現実的ではないため、

包括的に規定してはどうでしょうか。 

・定住して地域に根づいている、家族で住んでいるという方もそれなりにいると思いますので、

地域に住んでいる人たちという意味では、関心があれば外国人の方も住民投票できたほうが

いいかなと思います。 

・万が一、国益に関するようなものについての住民投票がなされたときに、外国人が投票権

者に含まれていると大きな問題になる可能性が考えられます。 
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第４章 議会と市長との関係 

✵  議会と市長との関係 

 議会において、市政の課題に関する論点及び争点を明らかにし、合意形成に向

けた審議を尽くすよう、市長等及び議会双方が努めるものとします。 

・ 市長等は議会に対して適切でわかりやすい資料提供や説明をするよう

に努めます。 

・ 市長等は、政策や事務事業の情報共有を図るため、その内容、経過につ

いて、必要に応じて議会に報告を行います。 

 議会の会期について、自治基本条例で定めます。 

 議会の審議に際し、議会から求めがあった場合には、市長又は副市長は、

原則出席するものとします。 

趣旨・説明 

・市長と議会は双方ともに選挙により市民から選ばれた代表であり、両者がそれぞれの役割

をしっかりと担いつつ、お互いに協力し合って市政運営を行っていくことが重要です。 

・議会基本条例と自治基本条例との関係については、議会と市長との関係など市政運営全般

に関わる部分については自治基本条例で規定します。 

・本市の議会では、議員間の議論に加えて、市長等と議会での活発な政策論争が行われ、そ

のことが市政に活かされてきました。この章ではそうした議会と市長との関係を規定しま

す。 

・議会では、本会議、委員会（＊）（常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、議会広報

委員会）、全員協議会等（＊）の会議が行われています。このうち、全員協議会について

は、その位置付けについて現在明文による規定は存在していません。このことについては、

議会基本条例、議会会議規則等で規定すべきものと思われます。 

・現在、常任委員会等において、市が行っている事業の経過、内容等について市長から議会

に報告をすることを行っていますが、これについての明文の規定はないため、位置付けを

条例上規定することが必要ではないかと考えられます。 

・議会の会期については、現在は、年４回の定例会での集中審議を基本としていますが、条

例で定めれば通年制を選択することもできると、地方自治法で定められています。現在、

武蔵野市議会定例会の回数に関する条例がありますが、自治体としてどのような体制をと

るかについては市政全体に関わることなので、自治基本条例で定めます。 

 通年制の一般的なメリットとしては、定例会・臨時会で一定時期の集中審議を基本

とする場合と比較し、夜間や土日などより柔軟な会議開催が可能となります。 

 一方で、武蔵野市議会は、定例会の閉会中も委員会が開催されるなど、ほぼ通年 制

に近い活動を行っています。従って、現行の状況（定例会年４回開催）を自治 

基本条例にて規定します。 
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・武蔵野市では、議会の常任委員会、特別委員会において、市長・副市長や管理職職員の

出席が慣例になっています。本市の特色でもあり、こうした場で政策に対する議論も深

まってきた経緯もあることから、この慣例を原則として続けていくことを規定します。 

検討すべき事項 

・議会に関する事項については議会と十分に協議を行い、議会で検討中である議会基本条

例との整合を図ったうえで規定する必要があります。 

懇談会での主な意見 

・議会の会期の問題については執行機関と議会の双方にかかわる問題なので、自治基本条

例の中に条文を置いてほしいと思います。 

・全員協議会は、本会議が市長の招集であることと違い、議長が招集するもので、そのこ

とをはっきりと書くべきだと思います。さらに全員協議会に執行機関の人の出席を原則

にするのであれば、そのことも書いていくことになると思います。 

・議員の質問の趣旨を確認する意味での市長等からの「反問権」については、生産的な議

論につなげるために規定を置いてもいいと思います。これは議会と市長との関係ではあ

りますが、市長等を拘束したり、市長等に何かを義務付けるものではなくて、市長等に

質問の趣旨について問い返す自由を与えているだけの話なので、議会基本条例において

規定されるということならそれでもいいのではないかと思います。 

用語の説明 

＊委員会は、本会議から付託された議案や請願・陳情などを詳細に審査するほか、所管す

る市の事務についての調査を行います。 

＊全員協議会とは、議長が招集し、特定の事件について全議員で協議を行う会議です。必

要に応じて不定期に開催されます。法令に基づくものではなく、議案などの審議・審査

や議決は行いません。 
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第５章 行政の政策活動の原則 

✵  行政の政策活動の原則 

【長期計画の策定】 

 市長は、市の目指すべき将来像を明らかにするとともに政策資源の有効活

用を図り、総合的かつ計画的な市政運営を推進するため、市政に関する長

期的かつ基本的な計画として長期計画を策定するものとします。 

 市長は、長期計画の策定又は見直しにあたっては、市民、市議会議員及び

市職員の多様な参加の機会を確保するものとします。 

 市長は、長期計画の策定又は見直しの過程において、市政に関する基礎情

報など、検討に必要な情報を分かりやすく整理して公開するよう努めるも

のとします。 

 市長は、長期計画の進捗及び達成の状況に関する情報を適切に公表するよ

う努めるものとします。 

 長期計画に関する具体的な事項は、「武蔵野市長期計画条例」で定めます。 

【健全な財政運営】 

 市長等は、健全な財政運営に努めるとともに、市の財政、財務等に関する

資料を作成し、市民に分かりやすく公表するよう努めなければいけません。 

【行政手続】 

 市長等は、行政運営の公正の確保及び透明性の向上を図り、市民の権利及

び利益を保護するため、行政手続を適正に実施しなければなりません。 

 行政手続について必要な事項は、別に「武蔵野市行政手続条例」で定めま

す。 

【文書の作成・保存・管理】 

 市における経緯も含めた意思決定に至る過程並びに市の事務及び事業の実

績を合理的に跡付け、又は検証することができるよう、処理に係る事案が

軽微なものである場合を除き、文書を作成しなければなりません。 

 文書の作成・保存・管理に関する事項については、別に「武蔵野市文書管

理規則」「武蔵野市歴史公文書等の管理に関する条例」で定めます。 

【政策法務の推進】 

 市は、市民の権利を守り、行政課題を解決するため、自主立法権と自主解

釈権（＊）を積極的に活用し、主体的な政策法務を推進するものとします。 
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【行政評価】 

 市長等は、持続可能な市政運営に向けて、限られた資源を最大限活用する

ため、もっとも効率的な方法で行政評価を行い、その結果を公表するもの

とします。 

【財政援助出資団体（＊）】 

 市長等は、財政援助出資団体の設立の趣旨とメリットを最大限生かしてい

くため、団体への適切な指導監督を行っていきます。 

 

趣旨・説明 

・武蔵野市では、昭和 46年から「長期計画」に基づく計画的な行政運営を行っており、こ

の伝統を今後も継承していくため、自治基本条例においてその主な特徴を定めます。長期

計画の具体的な事項については、既に「武蔵野市長期計画条例」で定められています。 

・行政の公正と透明性を確保し、市民の権利・利益を守るためには、行政手続が適正である

ことが必要です。行政手続の具体的な事項（処分、届出、行政指導）については、「武蔵

野市行政手続条例」で定められています。自治基本条例では総括的な規定のみを定めるこ

ととします。 

・公文書管理については、情報公開制度の基盤となるものです。公文書の作成・保存・管理

の具体的事項については、「武蔵野市文書管理規則」で、歴史資料としての重要な公文書

の管理の具体的事項については、「武蔵野市歴史公文書等の管理に関する条例」で定めら

れています。自治基本条例では総括的な規定のみを定めることとします。 

・武蔵野市は、法律の整備に先駆けて、市が独自の規程を積極的に定めて活用することによ

り、市民の良好な住環境の維持を目指し、団体自治、住民自治を基本として、市民の権利

の保護に努めてきた歴史があるため、主体的な政策法務を推進することを自治基本条例に

定めます。 

・市は毎年事務事業評価の対象事業を選定し、翌年度以降の予算編成に活かすための評価を

行っていますが、それについては条例の規定は設けていません。市として、PDCA サイク

ルに基づき健全な市政運営を行っていくための行程として行政評価をきちんと行う姿勢

を示すことは重要であるため、行政評価についての明示的な規定を置くこととします。 

・財政援助出資団体を設立し、さまざまな公益的な事業を行ってきたことは本市の特徴の一

つですが、現在条例上の位置付けは何もないため、財政援助出資団体に対する市の関わり

について規定します。 
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懇談会での主な意見 

・武蔵野市方式（市民参加・職員参加・議員参加など）の策定方式を継承していくという精

神を書き、詳細は長期計画条例に委ねるという形でよいのではないでしょうか。 

・財政状況の公表については地方自治法にも規定されていますが、引き続きより分かりやす

い公表に努めることを趣旨として、自治基本条例にも記載すべきと思います。 

・本市は政策法務に先進的に取り組んできており、積極的な法務行政の推進について規定を

置くべきです。 

・行政評価については、あまり細かな評価になると、「評価のための評価」となってしまう

し、公募委員なども含めた外部評価も成果をあげているとは思わないので、そういったこ

とは規定すべきではないと思います。現在も事務事業評価の結果集や事務報告書を作成し

ており、それらも含めて評価を公表するといった規定を置くべきではないでしょうか。 

用語の説明 

＊自主立法権とは、法令に反しない範囲で、地域の実情に応じて地方自治法が独自に条例を

制定できることです。また、自主解釈権とは、法令に反しない範囲で、法令の趣旨・目的

を踏まえ、地域の実情に応じて地方自治体が独自に法令を解釈し運用できることです。 

2000 年の地方分権一括法の施行で機関委任事務が廃止されたこと等により、地方自治体

の条例制定と法令解釈の範囲が拡大しました。武蔵野市では、地方分権一括法施行の前か

ら、条例制定や法令解釈を担当する専門部署を設置し、法令や条例等の積極的な運用を進

めています。 

＊財政援助出資団体とは、市が出資等を行い、団体の行う業務が市政と極めて密接な関連を

有している団体（出資団体）及び市が継続的に財政支出を行っている団体のうち特に指導

監督等を要する団体（援助団体）の両方を指す言葉です。「出資団体」は市内に 10 団体、

「援助団体」は市内に５団体あり、合計で 15団体があります。 

 

✵  職員の責務 

 職員は、市長等の補助機関（＊）として、市長等の監督のもと、法令を遵

守しつつ、誠実・公正かつ能率的に職務を遂行する責務を負います。 

 職員は、自らが自治の担い手であることを自覚し、市民の信頼に応え、公

共感覚と協働の視点を持って職務を遂行するよう努めなければなりません。 

 職員は、災害等の緊急時においては、市民や関係機関と協力して市民の安

全確保に尽力し、対処に当たらなければなりません。 
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趣旨・説明 

・市の執行機関に属する市職員の役割について定めています。 

・武蔵野市の職員は、半数以上が市外から通勤していますが、日頃から積極的に地域をよく

知り、市民との信頼関係を築きながら、市民とともに自治を担っていく役割を自覚しなけ

ればなりません。公共感覚とは、多様な市民の意見や、多くの行政課題について全体的・

総合的な視点を持っていることをいいます。 

懇談会での主な意見 

・武蔵野市の職員は、市外居住者が多いが、地域や住民を知っている職員であってほしいし、 

職員も自治の担い手としての自覚をもってほしいので、その意味の規定があるとよいと思

います。 

・職員は市長の監督下にあることも示すとよいのではないでしょうか。 

・「全体の奉仕者」という表現は抽象的すぎるので、具体的な表現にするべきです。 

・市の職員は、国や都の職員と比較しても、より住民に身近なところで職務に当たることが

特徴であり、特に災害等の緊急時においては、役所や地域に赴き、市民の安全を確保する

作業に当たるという重要な任務を負っています。 

用語の説明 

＊地方自治法第 153 条第１項に、「普通地方公共団体の長は、その権限に属する事務の一部

を補助機関である職員に委任し、又はこれに臨時に代理させることができる」という規定

があります。市の職員が日々行っている業務は、市長の委任に基づき、市長が持っている

権限の一部を担っているものと言えます。 
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第６章 国及び東京都との関係 

✵  国及び東京都との関係 

 市は、住民の福祉の向上のため、市政運営にあたっては、自らの責任にお

いて主体的に判断し、行使できる権限を積極的に活用していくものとしま

す。 

 市は、市民にとって最も身近な基礎自治体（＊）として、自主性及び自立

性を大切にしながら、国及び東京都との関係における市の役割分担を明確

化し、対等な立場で連携・協力を図ります。 

   

趣旨・説明 

・地方分権改革により、国と地方との関係が上下主従の関係から、対等協力の関係へと変わ

り、市の権限が従来より拡大されました。市は、その権限を積極的に活用し、住民の福祉

の向上を地域の実情に応じた形で実現していくことが一層強く求められています。 

・基礎自治体としての国や都との関係性については地方自治法に規定がありますが、職員と

市民の日頃からの理解と意識を促すため、改めて条例で規定します。 

用語の説明 

＊市の基礎自治体としての位置付けについては、地方自治法第２条にその根拠があります。

「市町村は、基礎的な地方公共団体として、都道府県が処理するとされているものを除き、

一般的に地域における事務などを処理する」と定められているため、都道府県との比較で、

市町村を「基礎自治体」と呼びます。 
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第７章 広域的な連携及び協力 

✵  広域的な連携及び協力 

 市は、地域の相互発展や、市民へのサービス向上のため、また、災害時に

相互に協力・支援を行うために、友好都市や近隣自治体と連携を図ります。 

 

  

趣旨・説明 

・施設の共同利用など、市民サービスの維持・向上に向けた自治体同士の協力がこれからま

すます重要になるため、その観点から、他の自治体との協力について規定します。 

・武蔵野市では、国内で９つ、海外で５つの都市と友好関係を結び、積極的な交流を行って

います。また、阪神淡路大震災や、東日本大震災等の災害時に、被災地に職員の派遣を行

う等の取組も行っており、平常時の市民や職員の交流に加え、災害時の協力や支援につい

ても規定します。 

懇談会での主な意見 

・国内の友好都市とのつき合いも、都市は単立できない、自分たちだけでは成り立たない、

だから地方とお互いを補い合わなくてはいけないという議論があって、そこからスタート

しておりますので、ある意味武蔵野らしさということで、何らかの書き方もできるかもし

れないと思っております。 
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第８章 平和及び国際交流 

✵  平和及び国際交流 

 平和を大切にしていく姿勢について、以下の事項について規定します。 

① 恒久平和の実現を目指した活動を展開すること。 

② 戦争の悲惨さと平和の尊さを次世代に語り継いでいくこと。 

③ 国際相互理解を推進すること。 

 市は、日常の友好関係を通じて多文化共生社会の実現と平和的な活動へとつ

なげていくため、国際社会との交流及び連携を推進します。 

 

 

 

趣旨・説明 

・武蔵野市には戦前、軍需工場が所在していたことで、たびたび爆撃の対象となり、多くの

犠牲者が出ました。二度と戦争の惨禍を繰り返さないよう、恒久平和の実現に向け、世界

連邦宣言や、非核都市宣言をはじめ、さまざまな平和についての活動を行ってきた歴史が

あります。そういった歴史的な経緯については、前文に盛り込みます。 

・前文は、本文と共に条例の一部を構成するもので、各条項の解釈の基準を示す意義・効力

を有しますが、具体的な規定には当たらず、前文の内容から直接法的効果は生じないと一

般的には解釈されています。武蔵野市が今後も平和を大切にしていくことに効力を持たせ

るため、本文にも平和に関する条項を置くこととします。 

・地域が外国人にとって開かれた場所になっていけるよう、日常の友好関係を通じて平和を

希求するという市の姿勢を規定します。 

懇談会での主な意見 

・前文は宣言的なものという位置づけなので、その記述に効力を持たせるならば条文に置か

なければいけません。しかし、さまざまな経緯を含めて記述するとなると、それを条文に

盛り込むのはなかなか難しく、やはり前文がふさわしいということになると思います。 

・歴史的な経緯についても大事だと思うので、条文には書きつつ、前文のほうでも詳しく説

明を入れることとしてはどうでしょうか。 

・武蔵野市は友好都市の数が多く、交流事業課という課もあります。交流という部分はこれ

までもかなり重視してきたところだと思うので、国内交流、国際交流ともに武蔵野らしさ

ということで、自治基本条例に盛り込めるのではないかと思います。 
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■武蔵野市自治基本条例（仮称）に関する懇談会設置要綱  

 

（設置）  

第１条  武蔵野市自治基本条例（仮称）の骨子案に関して検討するため、武

蔵野市自治基本条例（仮称）に関する懇談会（以下「懇談会」という。）

を設置する。  

（所管事項）  

第２条  懇談会は、次に掲げる事項について検討し、その結果を市長に報告

する。  

(1)  武蔵野市自治基本条例（仮称）の骨子案に関すること。  

(2)  前号に定めるもののほか、市長が必要と認めること。  

（構成）  

第３条  懇談会は、次の各号に掲げる委員の区分に応じ、当該各号に定める

人数で組織し、市長が委嘱し、又は任命する。  

(1)  学識経験者  ３人  

(2)  武蔵野市議会の議員  ２人  

(3)  公募市民  ２人  

(4)  副市長の職にある者  ２人  

（座長及び副座長）  

第４条  懇談会に座長及び副座長各１人を置き、座長は委員の互選により選

任し、副座長は委員の中から座長が指名する。  

２  座長は、懇談会を代表する。  

３  副座長は、座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、その職務を

代理する。  

（会議）  

第５条  懇談会の会議は、座長が招集し、主宰する。  

２  懇談会が必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明

又は意見を聴くことができる。  

（報酬）  

第６条  委員（第３条第４号に掲げる委員を除く。）の報酬については、武

蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和 36年２月武蔵野

市条例第７号）第５条第１項の規定により市長が定める。  

（設置期間）  

第７条  懇談会の設置期間は、この要綱の施行の日から第２条の規定による

報告をした日までとする。  

（庶務）  

第８条  懇談会の庶務は、総合政策部企画調整課が行う。  

（委任）  

第９条  この要綱に定めるもののほか、懇談会について必要な事項は、市長

が別に定める。  

付  則   

 この要綱は、平成 28年 11月 13日から施行する。  
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■武蔵野市自治基本条例（仮称）に関する懇談会  委員名簿  

 

 氏名  肩書・役職  

座長  西尾  勝  東京大学名誉教授  

副座長  天野  巡一  岩手県立大学名誉教授  

 新村  とわ  成蹊大学法科大学院教授  

 中村  勇太  公募委員  

 太田  早苗  公募委員  

 小美濃  安弘  市議会議員  

 落合  勝利  市議会議員  

 五十嵐  修  副市長（平成 29 年 12 月 11 日まで） 

 堀井  建次  副市長（平成 30 年３月 31 日まで） 

 笹井  肇  副市長（平成 30 年４月１日から） 

 恩田  秀樹  副市長（平成 29 年 12 月 12 日から） 
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■懇談会での骨子案の検討経過について 

  懇談会では、平成 28 年 11 月の第１回から、平成 30 年９月 11 日まで 22 回の会議を開

催し、それぞれ以下のようなテーマについて議論を行ってきました。 

 

回 開催日 議論した項目 

第１回 平成28年11月28日 委員委嘱、これまでの検討経過について、各委員の自治基

本条例に関する意見 

第２回 平成28年12月19日 最高規範性について、前文について 

第３回 平成29年１月31日 自治基本条例の必要性について 

第４回 平成29年２月21日 情報公開について 

 平成29年３月 市政運営の現状などに関するアンケートを実施 

第５回 平成29年４月18日 情報公開について 

第６回 平成29年５月15日 市民参加（総則）について 

 平成29年５月24日 懇談会と議会との意見交換会 

第７回 平成29年５月31日 市民参加（市民の責務、市民の権利、協働）について 

第８回 平成29年６月６日 市民参加（市民の定義、住民投票）について 

第９回 平成29年６月27日 市民参加（住民投票）について 

第10回 平成29年７月11日 行政の政策活動の原則について、行政組織と職員政策について 

第11回 平成29年７月25日 公正と信頼の確保について 

第12回 平成29年８月８日 市長・職員の責務について、コミュニティについて 

第13回 平成29年８月29日 平和、多様な主体との協力、議会と議員活動の原則について 

第14回 平成29年９月21日 議会と議員活動の原則について 

第15回 平成29年11月17日 これまでの保留項目（住民投票など）について 

第16回 平成29年12月12日 これまでの保留項目（住民投票など）について 

第17回 平成29年12月20日 基本原則について 

第18回 平成30年１月17日 骨子案素案について 

第19回 平成30年１月29日 骨子案素案について 

 平成30年２月15日 武蔵野市自治基本条例（仮称）骨子案素案の公表、パブリ

ックコメントの募集（同年３月 12 日まで） 

 平成30年２月25日 市民意見交換会 

 平成30年３月３日、10日 市民ワークショップ（無作為抽出市民による） 

 平成30年４月９日、10日 市議会各会派からの意見聴取 

第20回 平成30年５月14日 パブリックコメント等の取扱いについて 

第21回 平成30年５月29日 パブリックコメント等の取扱いについて 

 平成30年８月21日、22日 懇談会と議会との意見交換会（第２回） 

第22回 平成30年９月11日 骨子案について 
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■武蔵野市自治基本条例（仮称）骨子案素案に対する意見聴取について 

  

  骨子案素案に対する意見募集については平成 30 年２月 15 日号市報で周知し、骨子案素

案の全文はホームページで公開のほか、市役所、市政センター、コミュニティセンター、

図書館で冊子を配布した。 

市民のほか、市議会各会派等からと市職員からも以下の内容で意見聴取を行い、合計で

449 件の意見を受領した。 

 上記の意見を取りまとめ、懇談会としての対応を示したものを次ページから掲載してい

る。一覧作成にあたっては、事務局においていただいたご意見の要約を行っている。 

 種別 内容 実施日 会場 参加人数 件数 

 

 

 

 

 

 

市

民 

市民意

見交換

会 

骨子案素案に対してご意見

のある方にお越しいただき、

懇談会委員と意見交換を実

施 

２月 25 日 芸能劇場

小ホール 

38 人 35 件 

無作為

抽出市

民ワー

クショ

ップ 

住民基本台帳の中から無作

為で抽出した 1,500名に参加

案内通知を送付。参加に承諾

された方にお越しいただき、

骨子案素案に対する意見を

グループで話し合っていた

だいた。 

３月３日、

10 日 

商工会館

ゼロワン

ホール 

３日：45 人 

10 日：42 人 

93 件 

パブリ

ックコ

メント 

骨子案素案に対する意見を

郵送、ファクス又は E メール

で受付。 

２月 15 日

～３月 12

日 

― 17 人 90 件 

 

 

議

員 

市議会

各会派

等から

の意見

提出 

市議会各会派等（会派に属さ

ない議員を含む。）から骨子

案素案に対する意見提出を

いただいた。 

４月９日、

10 日 

― 24 人 75 件 

 

 

職

員 

職員ア

ンケー

ト 

３月 23 日～29 日に骨子案素

案についての職員向け説明

会を実施（全部で 336 人が参

加）し、アンケートで職員か

らの意見を募集 

３月 23 日

～４月６

日 

― 73 人 156 件 

 合計    延べ 239 人 449 件 
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自
治

基
本

条
例

（仮
称

）骨
子

案
素

案
に

対
す

る
意

見
と

懇
談

会
の

対
応

章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

1
前

文
前

文
最

高
規

範
性

「
他

の
条

例
の

解
釈

の
基

準
と

な
る

、
基

本
的

な
条

例
」
と

し
て

い
る

が
、

他
の

自
治

体
の

条
例

で
は

「
最

高
規

範
」
と

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
る

。
位

置
づ

け
に

つ
い

て
は

ど
う

見
た

ら
よ

い
の

か
。

議
会

各
会

派
等

2
前

文
前

文
最

高
規

範
性

最
高

規
範

と
し

て
の

位
置

づ
け

は
不

要
議

会
各

会
派

等

3
前

文
前

文
位

置
づ

け
他

の
条

例
の

基
準

と
な

る
基

本
条

例
で

あ
り

、
も

し
も

こ
れ

に
反

す
る

規
定

が
無

効
と

な
る

の
で

あ
れ

ば
、

前
文

で
は

な
く
、

本
則

に
入

れ
た

方
が

よ
い

と
思

い
ま

す
。

前
文

は
効

力
の

な
い

も
の

で
あ

っ
た

か
と

思
う

。

現
行

の
法

体
系

上
、

条
例

に
上

下
関

係
は

な
い

の
で

、
自

治
に

関
す

る
基

本
条

例
と

し
て

、
そ

の
他

の
条

例
は

こ
の

基
本

条
例

に
整

合
性

を
保

つ
よ

う
努

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

、
と

い
う

趣
旨

に
し

た
た

め
、

前
文

へ
の

記
載

と
し

て
い

る
。

職
員

意
見

4
前

文
前

文
位

置
づ

け
（
自

治
基

本
条

例
を

）
も

し
憲

法
的

な
位

置
づ

け
と

し
、

硬
性

憲
法

的
な

色
合

い
を

帯
び

さ
せ

る
の

で
あ

れ
ば

、
制

定
の

過
程

に
お

い
て

住
民

投
票

を
行

っ
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。

懇
談

会
で

は
制

定
過

程
で

の
住

民
投

票
に

つ
い

て
は

議
論

が
な

か
っ

た
が

、
改

正
手

続
の

議
論

に
お

い
て

、
あ

ま
り

ハ
ー

ド
ル

を
高

く
す

る
と

改
正

が
難

し
く
な

る
の

で
、

慎
重

な
手

続
を

と
っ

た
上

で
、

地
方

自
治

法
の

規
定

通
り

に
改

正
を

す
べ

き
と

い
う

結
論

に
至

っ
て

い
る

。

職
員

意
見

5
前

文
前

文
位

置
づ

け
基

本
的

に
市

民
の

活
動

は
書

い
て

も
強

制
で

き
な

い
と

い
う

か
実

態
と

し
て

効
果

が
見

込
め

な
い

気
が

す
る

の
で

、
市

政
運

営
＝

行
政

活
動

（
？

）
＝

市
の

政
府

と
し

て
の

ル
ー

ル
に

絞
っ

た
方

が
良

い
の

で
は

と
思

う
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

6
前

文
前

文
位

置
づ

け

地
方

自
治

法
に

定
め

が
置

か
れ

て
い

る
内

容
を

、
武

蔵
野

市
自

治
基

本
条

例
（
仮

称
）
で

改
め

て
規

定
を

す
る

と
い

う
こ

と
は

、
で

き
る

限
り

避
け

る
べ

き
だ

と
思

わ
れ

る
。

　
な

ぜ
な

ら
、

ど
ち

ら
に

し
て

も
、

地
方

自
治

法
に

定
め

が
優

先
し

、
条

例
に

改
め

て
規

定
を

す
る

意
味

が
あ

ま
り

な
い

こ
と

の
ほ

か
、

地
方

自
治

法
は

、
頻

繁
に

改
正

さ
れ

る
た

め
、

そ
の

改
正

の
た

び
に

、
矛

盾
抵

触
が

生
じ

て
い

な
い

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
事

務
だ

け
、

単
純

に
増

え
て

し
ま

う
こ

と
に

な
る

と
思

わ
れ

る
か

ら
で

あ
る

。

ご
指

摘
の

通
り

、
法

改
正

の
影

響
等

も
あ

る
の

で
、

こ
の

条
例

で
は

、
地

方
自

治
法

に
規

定
さ

れ
て

い
な

い
事

項
を

中
心

に
定

め
る

こ
と

と
し

、
重

要
な

と
こ

ろ
の

み
条

例
で

も
改

め
て

規
定

す
る

方
向

で
考

え
て

い
る

。

職
員

意
見

7
前

文
前

文
歴

史
に

つ
い

て

市
の

背
景

を
織

り
込

む
こ

と
は

、
と

て
も

大
切

だ
と

思
う

。
特

に
開

墾
当

初
か

ら
の

歴
史

的
経

緯
、

中
島

飛
行

機
や

緑
の

憲
章

に
つ

い
て

触
れ

て
い

る
こ

と
は

重
要

だ
が

、
さ

ら
に

加
え

て
い

た
だ

き
た

い
の

は
、

全
国

に
先

駆
け

て
「
武

蔵
野

市
環

境
浄

化
に

関
す

る
条

例
」
が

出
来

た
事

で
あ

る
。

こ
れ

は
画

期
的

な
こ

と
で

あ
る

と
同

時
に

風
化

さ
せ

て
は

い
け

な
い

こ
と

で
、

関
心

が
薄

れ
た

時
点

で
あ

っ
と

い
う

間
に

ま
た

環
境

が
変

わ
っ

て
し

ま
う

こ
と

を
常

に
懸

念
し

て
お

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
か

ら
入

れ
て

欲
し

い
。

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

8
前

文
前

文
コ

ミ
セ

ン
に

つ
い

て

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
」
…

特
に

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
」
に

つ
い

て
は

、
当

条
例

案
全

体
の

中
に

ひ
と

つ
も

触
れ

ら
れ

て
い

な
い

の
は

ど
う

し
て

な
の

か
解

せ
ま

せ
ん

。
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

協
議

会
の

参
加

を
得

て
、

実
践

者
と

し
て

の
経

験
を

土
台

と
し

た
意

見
を

ま
と

め
る

機
会

を
つ

く
っ

て
頂

き
た

い
。

こ
の

内
容

を
受

け
て

の
前

文
が

作
ら

れ
た

ら
、

す
ば

ら
し

い
と

思
い

ま
す

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

に
つ

い
て

は
一

定
の

記
載

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

9
前

文
前

文
最

高
規

範
性

自
治

基
本

条
例

の
最

高
規

範
性

を
担

保
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

盛
り

込
ま

れ
る

の
か

。
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
チ

ャ
ー

タ
ー

シ
ス

テ
ム

、
自

治
憲

章
制

度
と

い
う

よ
う

な
そ

う
い

っ
た

仕
組

み
は

、
残

念
な

が
ら

、
日

本
の

憲
法

に
も

地
方

自
治

法
に

も
ま

だ
な

い
｡そ

う
い

っ
た

中
で

、
こ

の
条

例
が

理
念

で
終

わ
ら

な
い

た
め

に
も

、
過

去
の

条
例

と
相

反
す

る
こ

と
が

で
き

た
場

合
に

、
過

去
の

条
例

を
ど

う
し

て
い

く
の

か
と

か
、

そ
う

い
う

姿
勢

も
含

め
て

ぜ
ひ

書
い

て
い

た
だ

け
る

と
よ

い
な

と
感

じ
ま

し
た

。

現
行

の
法

体
系

上
、

条
例

に
上

下
関

係
は

な
い

の
で

、
自

治
に

関
す

る
基

本
条

例
と

し
て

、
そ

の
他

の
条

例
は

こ
の

基
本

条
例

に
整

合
性

を
保

つ
よ

う
努

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

、
と

い
う

趣
旨

と
し

て
い

る
。

他
の

条
例

と
の

整
合

性
に

つ
い

て
は

当
然

に
チ

ェ
ッ

ク
の

作
業

を
行

う
も

の
と

考
え

る
。

市
民

意
見

交
換

会

10
前

文
前

文
自

治
の

主
体

「
主

体
」
と

い
う

言
葉

と
い

う
の

は
、

主
権

者
で

あ
る

と
い

う
観

点
か

ら
言

う
と

、
少

し
不

十
分

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

「
主

権
者

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
」
と

い
う

ぐ
ら

い
に

書
い

て
い

た
だ

き
た

い
。

主
権

者
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

最
初

の
、

前
文

の
と

こ
ろ

で
明

確
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

「
主

権
者

」
と

い
う

言
葉

は
国

民
全

体
に

対
す

る
概

念
で

あ
り

、
都

道
府

県
・
市

町
村

単
位

の
主

権
者

と
い

う
概

念
は

な
い

も
の

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

本
条

例
で

は
「
市

民
」

を
居

住
者

に
限

ら
ず

通
勤

・
通

学
や

活
動

す
る

人
も

含
め

て
幅

広
く
定

義
し

、
市

民
参

加
の

対
象

と
し

て
い

る
た

め
、

そ
の

場
合

「
主

権
者

」
と

い
う

言
葉

は
適

当
で

は
な

い
と

い
う

判
断

の
も

と
、

「
主

権
者

」
で

は
な

く
「
主

体
」
と

い
う

言
葉

を
使

用
し

て
い

る
。

市
民

意
見

交
換

会

現
行

の
法

体
系

上
、

条
例

に
上

下
関

係
は

な
い

の
で

、
自

治
に

関
す

る
基

本
条

例
と

し
て

、
そ

の
他

の
条

例
は

こ
の

基
本

条
例

に
整

合
性

を
保

つ
よ

う
努

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

、
と

い
う

位
置

づ
け

に
し

て
い

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

11
前

文
前

文
市

民
の

多
様

性
に

つ
い

て

市
民

が
多

様
性

を
認

め
合

い
、

尊
重

さ
れ

る
寛

容
な

社
会

を
目

指
す

こ
と

を
追

加
し

て
欲

し
い

。
今

度
の

自
治

基
本

条
例

で
、

性
、

民
族

、
宗

教
、

国
籍

な
ど

少
数

者
の

権
利

が
尊

重
さ

れ
る

こ
と

を
明

確
に

す
る

こ
と

は
、

現
在

の
ボ

ー
タ

レ
ス

な
社

会
に

お
け

る
、

市
民

ら
の

生
活

や
市

政
運

営
に

と
っ

て
大

切
な

こ
と

で
す

。

人
権

に
つ

い
て

は
憲

法
で

保
障

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
条

例
で

も
大

前
提

と
な

る
考

え
方

な
の

で
、

前
文

に
お

い
て

記
載

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

12
前

文
前

文
人

権
に

つ
い

て
人

権
に

つ
い

て
は

す
べ

て
の

基
礎

と
な

り
、

シ
テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

の
土

台
と

な
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
前

文
で

し
っ

か
り

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
人

権
に

つ
い

て
は

憲
法

で
保

障
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

こ
の

条
例

で
も

大
前

提
と

な
る

考
え

方
な

の
で

、
前

文
に

お
い

て
記

載
し

て
い

る
。

議
会

各
会

派
等

13
前

文
前

文
背

景
4
つ

の
村

や
玉

川
上

水
の

開
墾

の
あ

た
り

か
ら

書
き

込
む

べ
き

。
議

会
各

会
派

等

14
前

文
前

文
背

景

「
要

綱
行

政
で

市
民

の
権

利
を

守
っ

て
き

た
こ

と
」
に

つ
い

て
は

、
一

概
に

そ
の

意
義

を
否

定
す

る
つ

も
り

は
な

い
が

、
「
水

道
法

事
件

」
に

つ
い

て
は

違
法

な
行

政
指

導
と

し
て

本
市

が
敗

訴
し

て
い

る
事

実
が

あ
り

、
「
何

の
反

省
も

し
て

い
な

い
の

か
」
と

の
誤

解
を

招
く
お

そ
れ

が
あ

る
と

思
う

の
で

、
積

極
的

に
記

載
す

べ
き

こ
と

で
は

な
い

の
で

は
な

い
か

。

職
員

意
見

15
前

文
前

文
制

定
の

意
義

な
ぜ

、
い

ま
武

蔵
野

市
で

“
自

治
基

本
条

例
”
な

の
か

と
い

う
こ

と
が

、
骨

子
案

の
素

案
で

は
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
。

確
か

に
武

蔵
野

市
に

お
い

て
は

1
9
7
0
年

代
以

降
市

民
活

動
が

盛
ん

で
、

市
民

自
治

・
市

民
の

協
働

が
先

進
的

に
進

め
ら

れ
て

来
た

こ
と

は
明

ら
か

で
す

。
戦

後
市

政
の

あ
ゆ

み
と

議
会

お
よ

び
議

会
条

例
制

定
の

動
き

が
あ

る
と

は
い

え
、

い
ま

、
な

ぜ
自

治
基

本
条

例
を

制
定

し
よ

う
と

す
る

の
か

が
前

文
(案

)を
見

た
だ

け
で

は
分

か
り

ま
せ

ん
。

前
市

長
が

公
約

で
「
自

治
基

本
条

例
」
の

制
定

を
言

わ
れ

た
の

が
発

端
だ

と
し

て
も

、
少

な
く
と

も
前

文
に

お
い

て
今

こ
の

条
例

を
つ

く
る

意
味

・
意

義
を

明
ら

か
に

す
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

16
前

文
前

文
制

定
の

意
義

こ
の

条
例

が
、

2
1
世

紀
の

ロ
ー

カ
ル

・
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
を

促
進

す
る

た
め

の
意

義
あ

る
第

一
歩

で
あ

る
こ

と
が

、
誰

に
も

分
か

る
よ

う
に

、
前

文
の

部
分

、
も

う
 少

し
工

夫
し

て
ほ

し
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

17
前

文
前

文
目

的

「
何

の
た

め
に

」
市

民
自

治
を

推
進

す
る

の
か

と
い

う
記

述
が

無
い

よ
う

に
感

じ
た

。
「
市

民
自

治
の

メ
リ

ッ
ト

」
「
人

権
の

尊
重

」
は

大
切

な
こ

と
だ

が
、

過
去

の
経

緯
か

ら
み

る
と

唐
突

な
感

じ
が

す
る

。
目

指
す

方
向

性
と

し
て

「
次

代
に

伝
え

て
い

く
こ

と
」
と

し
て

「
平

和
」
「
緑

」
な

ど
の

ほ
う

が
良

い
と

思
う

。

職
員

意
見

18
前

文
前

文
目

的
（
自

治
基

本
条

例
の

）
必

要
性

と
何

故
、

今
作

成
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

の
記

載
が

不
明

瞭
だ

と
思

う
。

職
員

意
見

19
前

文
前

文
背

景

市
民

自
治

を
標

榜
し

、
市

民
自

治
に

よ
る

市
政

運
営

の
成

果
を

自
負

し
て

い
る

武
蔵

野
市

が
「
な

ぜ
こ

の
時

期
に

自
治

に
関

わ
る

条
例

を
定

め
る

の
か

？
」
「
そ

れ
も

、
地

方
分

権
一

括
法

施
行

を
契

機
と

し
た

、
あ

る
種

制
定

の
ブ

ー
ム

か
ら

2
0
年

近
く
も

取
り

残
さ

れ
た

今
、

な
ぜ

定
め

る
の

か
？

」
に

つ
い

て
明

確
に

す
べ

き
と

思
う

。

職
員

意
見

20
前

文
前

文
背

景

「
人

口
減

少
社

会
、

超
高

齢
化

、
少

子
化

、
子

供
青

少
年

を
巡

る
様

々
な

課
題

、
困

難
に

な
り

つ
つ

あ
る

公
共

施
設

経
営

、
気

候
変

動
等

々
の

こ
れ

ま
で

経
験

し
た

こ
と

の
無

い
社

会
状

況
等

に
直

面
し

て
お

り
、

今
こ

そ
自

治
の

基
本

を
定

め
、

市
民

自
治

で
乗

り
越

え
て

い
く
」
旨

の
意

思
表

明
を

前
文

で
行

う
べ

き
と

思
う

。

職
員

意
見

21
前

文
前

文
方

向
性

「
戦

後
の

あ
ゆ

み
」
か

ら
「
方

向
性

」
に

至
る

間
に

、
「
こ

の
時

期
に

定
め

る
こ

と
の

意
味

」
と

「
市

政
や

市
民

自
治

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

等
に

関
す

る
認

識
と

展
望

」
に

つ
い

て
記

載
す

べ
き

と
思

う
。

職
員

意
見

22
前

文
前

文
背

景

武
蔵

野
市

民
緑

の
憲

章
で

は
、

「
緑

」
に

つ
い

て
「
私

た
ち

市
民

の
生

活
環

境
水

準
を

し
め

す
的

確
な

指
標

で
あ

る
」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

単
な

る
緑

化
の

問
題

だ
け

で
は

な
く
、

遊
び

場
、

生
物

多
様

性
、

火
災

延
焼

防
止

、
公

害
防

止
、

景
観

、
ふ

る
さ

と
の

要
素

、
乱

開
発

の
防

止
、

雨
水

浸
透

な
ど

の
水

循
環

等
々

、
市

民
生

活
を

取
り

巻
く
あ

ら
ゆ

る
生

活
環

境
の

象
徴

と
し

て
緑

を
掲

げ
て

い
る

の
だ

と
思

う
。

そ
の

た
め

、
「
市

民
生

活
の

象
徴

」
と

い
う

文
言

を
加

え
て

い
た

だ
き

た
い

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

歴
史

的
背

景
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

こ
の

時
期

に
制

定
す

る
意

義
に

つ
い

て
は

、
ご

意
見

も
踏

ま
え

前
文

に
加

筆
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。

34



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

23
前

文
前

文
背

景

武
蔵

野
市

方
式

は
、

第
五

期
長

期
計

画
１

５
ペ

ー
ジ

の
≪

武
蔵

野
市

方
式

に
つ

い
て

≫
に

あ
る

よ
う

に
、

参
加

の
方

式
だ

け
で

は
な

く
、

策
定

準
備

～
策

定
～

策
定

後
の

実
行

～
進

捗
管

理
ま

で
の

計
画

的
市

政
運

営
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す
。

「
長

期
計

画
策

定
に

お
い

て
市

民
参

加
・
議

員
参

加
・

職
員

参
加

を
は

じ
め

と
す

る
武

蔵
野

市
方

式
に

よ
っ

て
、

長
期

計
画

を
中

心
と

し
た

計
画

的
市

政
運

営
を

進
め

て
き

た
こ

と
」
な

ど
、

ニ
ュ

ア
ン

ス
を

変
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

加
筆

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

職
員

意
見

24
前

文
前

文
背

景

武
蔵

野
市

と
し

て
意

思
を

も
っ

て
町

内
会

・
自

治
会

を
選

択
し

て
こ

な
か

っ
た

た
め

、
「
町

内
会

・
自

治
会

が
全

市
的

に
組

織
さ

れ
ず

」
で

は
な

く
、

市
政

を
主

語
に

お
い

て
「
全

市
的

な
町

内
会

・
自

治
会

を
組

織
せ

ず
」
と

し
た

ほ
う

が
適

切
だ

と
思

う
。

ま
た

、
「
自

主
参

加
・
自

主
企

画
・
自

主
運

営
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

」
と

い
う

記
述

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

運
営

の
理

念
と

の
誤

解
を

招
く
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
想

に
あ

る
と

お
り

、
「
町

内
会

・
自

治
会

を
全

市
的

に
組

織
せ

ず
、

『
地

域
を

線
で

区
切

ら
な

い
、

広
い

交
流

、
開

か
れ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
』
を

め
ざ

し
て

き
た

」
こ

と
。

そ
し

て
、

そ
の

た
め

に
「
計

画
行

政
に

よ
っ

て
、

市
民

施
設

を
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に
平

等
に

、
ま

た
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
特

殊
性

に
応

じ
て

適
切

に
配

置
し

、
市

民
自

身
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
」
し

て
き

た
こ

と
が

大
事

な
こ

と
だ

と
思

う
。

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

加
筆

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

職
員

意
見

25
前

文
前

文
平

和
事

業
に

お
け

る
協

働
戦

後
の

市
政

の
歩

み
に

関
し

て
、

昭
和

５
７

年
３

月
の

非
核

都
市

宣
言

や
平

和
に

関
す

る
事

業
が

、
武

蔵
野

市
と

市
民

の
協

働
で

継
続

し
て

行
わ

れ
て

き
た

事
実

に
つ

い
て

記
述

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
市

の
歴

史
的

背
景

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

改
め

て
精

査
す

る
必

要
が

あ
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

26
前

文
前

文
方

向
性

地
方

自
治

体
か

ら
「
平

和
」
を

発
信

す
る

の
か

重
要

で
あ

る
と

思
う

。
た

だ
し

、
「
恒

久
平

和
を

目
指

す
」
と

い
う

大
き

な
く
く
り

は
、

地
方

自
治

体
が

市
民

と
自

治
を

進
め

て
い

く
う

え
で

、
抽

象
的

す
ぎ

る
と

感
じ

る
。

主
語

は
「
わ

れ
わ

れ
武

蔵
野

市
民

」
な

ど
、

市
民

が
主

語
が

よ
い

。
条

例
の

位
置

づ
け

は
前

文
で

は
な

い
と

こ
ろ

に
記

載
し

た
方

が
よ

い
と

思
う

。

既
に

市
と

し
て

、
世

界
連

邦
都

市
宣

言
、

非
核

都
市

宣
言

を
行

い
、

武
蔵

野
市

平
和

の
日

条
例

も
定

め
て

お
り

、
特

に
変

え
る

必
要

は
な

い
と

考
え

る
。

平
和

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

歴
史

的
経

緯
を

前
文

に
記

載
し

、
条

文
は

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
を

継
承

し
て

い
く
趣

旨
を

盛
り

込
む

と
い

う
議

論
が

な
さ

れ
た

。

職
員

意
見

27
前

文
前

文
方

向
性

平
和

は
と

て
も

大
切

だ
が

、
あ

え
て

今
自

治
基

本
条

例
を

作
成

し
、

か
つ

そ
こ

に
平

和
の

文
言

を
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

積
極

的
な

理
由

等
が

明
確

で
な

い
と

、
逆

説
的

に
「
自

治
基

本
条

例
に

平
和

の
文

言
を

盛
ら

な
け

れ
ば

武
蔵

野
市

が
守

っ
て

き
た

と
胸

を
張

れ
な

い
」
と

い
う

よ
う

に
受

け
取

ら
れ

か
ね

な
い

と
思

う
。

前
文

は
本

文
と

共
に

条
例

の
一

部
を

構
成

す
る

も
の

で
、

各
条

項
の

解
釈

の
基

準
を

示
す

意
義

・
効

力
を

有
す

る
が

、
具

体
的

な
規

定
に

は
当

た
ら

ず
、

前
文

の
内

容
か

ら
直

接
法

的
効

果
は

生
じ

な
い

と
い

う
一

般
的

な
解

釈
の

も
と

、
武

蔵
野

市
が

今
後

も
平

和
を

大
切

に
し

て
い

く
こ

と
に

効
力

を
持

た
せ

る
た

め
、

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
本

文
に

も
平

和
に

関
す

る
条

項
を

置
く
こ

と
と

し
た

。

職
員

意
見

28
前

文
前

文
方

向
性

自
治

体
と

し
て

ど
の

よ
う

な
姿

を
目

指
し

て
い

く
の

か
は

書
き

込
ま

な
い

の
か

。
「
今

後
こ

の
条

例
を

制
定

す
る

こ
と

に
よ

り
目

指
す

方
向

性
」
と

し
て

、
市

民
は

自
治

の
主

体
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

、
市

民
自

治
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

こ
と

、
市

民
一

人
ひ

と
り

の
人

権
が

尊
重

さ
れ

る
こ

と
及

び
恒

久
平

和
の

実
現

を
目

指
す

こ
と

、
と

し
て

い
る

。
職

員
意

見

29
前

文
前

文
前

文
武

蔵
野

市
に

在
日

コ
リ

ア
ン

の
存

在
が

あ
っ

た
こ

と
も

ぜ
ひ

記
述

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

議
会

各
会

派
等

30
前

文
前

文
前

文

日
本

国
憲

法
第

1
4
条

の
「
す

べ
て

国
民

は
、

法
の

下
に

平
等

で
あ

っ
て

、
人

種
、

信
条

、
性

別
、

社
会

的
身

分
ま

た
は

門
地

に
よ

り
、

政
治

的
、

経
済

的
又

は
社

会
的

関
係

に
お

い
て

、
差

別
さ

れ
な

い
。

」
と

い
う

人
権

尊
重

の
内

容
に

つ
い

て
条

例
に

も
書

き
込

む
べ

き
。

そ
れ

を
踏

ま
え

た
上

で
、

こ
れ

に
さ

ら
に

国
籍

・
年

齢
・
障

害
の

有
る

な
し

・
性

自
認

・
性

的
指

向
性

を
加

え
た

包
括

的
な

、
人

権
尊

重
・
差

別
禁

止
を

盛
り

込
ん

だ
内

容
と

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

人
権

に
つ

い
て

は
憲

法
で

保
障

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
条

例
で

も
大

前
提

と
な

る
考

え
方

な
の

で
、

前
文

で
記

載
す

る
旨

の
議

論
が

あ
っ

た
。

議
会

各
会

派
等

31
前

文
前

文
歴

史
的

背
景

「
前

文
」
の

歴
史

的
な

背
景

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

戦
前

戦
後

の
と

こ
ろ

は
割

と
具

体
的

に
書

か
れ

て
い

ま
す

が
、

最
初

の
江

戸
初

期
の

記
載

に
、

も
う

少
し

ロ
マ

ン
を

感
じ

る
よ

う
な

武
蔵

野
ら

し
い

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

例
え

ば
、

「
江

戸
初

期
に

玉
川

上
水

が
引

か
れ

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、

そ
れ

ま
で

草
原

だ
っ

た
武

蔵
野

台
地

に
開

墾
を

経
て

農
村

（
里

地
・
里

山
）
が

生
ま

れ
、

そ
の

基
盤

に
基

づ
き

、
ま

ち
が

徐
々

に
形

成
さ

れ
て

き
た

」
と

す
る

と
、

何
か

武
蔵

野
ら

し
さ

が
あ

ら
わ

れ
る

か
と

思
い

ま
す

。
ぜ

ひ
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

市
民

意
見

交
換

会

35



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

32
前

文
前

文
歴

史
的

背
景

と
こ

れ
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と

市
の

歴
史

的
な

背
景

に
、

現
在

の
中

央
線

の
敷

設
と

三
駅

の
建

設
に

つ
い

て
の

 言
及

が
な

い
の

は
不

思
議

で
す

。
本

市
の

街
作

り
に

お
け

る
歴

史
的

背
景

お
よ

び
 発

想
の

原
点

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

に
関

連
し

て
、

市
民

参
加

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

の
項

目
に

、
言

わ
 ば

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

式
の

市
民

参
加

手
法

の
典

型
で

あ
る

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

の
建

設
だ

け
で

な
く
、

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

式
の

市
民

参
加

の
象

徴
と

も
い

え
る

、
武

蔵
境

駅
周

辺
の

街
づ

く
り

を
加

え
て

下
さ

い
。

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

33
前

文
前

文
最

高
規

範
性

の
担

保
「
最

高
規

範
性

」
に

相
当

す
る

文
言

が
あ

る
こ

と
は

理
解

す
る

が
、

も
う

少
し

こ
れ

を
強

化
す

る
工

夫
が

で
き

な
い

か
と

考
え

て
い

る
。

現
行

の
法

体
系

上
、

条
例

に
上

下
関

係
は

な
い

の
で

、
自

治
に

関
す

る
基

本
条

例
と

し
て

、
そ

の
他

の
条

例
は

こ
の

基
本

条
例

に
整

合
性

を
保

つ
よ

う
努

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

、
と

い
う

位
置

づ
け

に
し

て
い

る
。

議
会

各
会

派
等

34
前

文
前

文
市

の
歴

史
的

な
背

景
に

つ
い

て
大

正
1
2
年

の
関

東
大

震
災

を
き

っ
か

け
に

、
都

心
か

ら
の

移
住

者
が

爆
発

的
に

増
え

て
、

吉
祥

寺
か

ら
今

に
い

た
る

、
「
来

り
も

の
＝

文
化

人
」
の

町
が

形
成

さ
れ

て
行

っ
た

こ
と

。
市

の
歴

史
的

背
景

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

改
め

て
精

査
す

る
必

要
が

あ
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

35
前

文
前

文
前

文
に

、
方

向
性

、
位

置
づ

け
を

載
せ

る
の

は
よ

い
の

で
す

が
、

加
え

て
、

官
民

挙
げ

て
推

進
し

て
い

く
の

だ
と

い
う

き
っ

ぱ
り

と
し

た
意

思
を

示
し

て
ほ

し
い

で
す

。

前
文

（
案

）
に

は
記

載
し

て
い

な
い

が
、

第
1
章

総
則

　
目

的
の

と
こ

ろ
で

市
が

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
さ

ま
ざ

ま
な

市
民

参
加

な
ど

に
関

す
る

事
項

を
明

文
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

参
加

や
情

報
公

開
な

ど
武

蔵
野

市
が

や
っ

て
き

た
良

き
伝

統
を

継
承

さ
せ

、
そ

れ
を

一
歩

で
も

二
歩

で
も

進
め

、
少

し
ず

つ
で

も
時

代
に

合
わ

せ
て

向
上

さ
せ

て
い

く
と

い
う

こ
と

を
記

載
し

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

36
前

文
前

文
背

景

な
ぜ

規
定

形
式

を
条

例
と

し
た

か
の

説
明

も
必

要
で

あ
る

と
思

う
。

前
文

に
つ

い
て

、
最

も
都

心
に

あ
る

基
礎

的
自

治
体

で
あ

り
、

下
か

ら
１

０
番

目
く
ら

い
の

面
積

に
２

番
目

の
密

度
と

い
う

住
宅

都
市

に
、

複
数

の
駅

、
大

学
、

都
立

公
園

、
上

水
や

河
川

、
浄

水
場

が
あ

る
な

ど
が

集
積

す
る

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

で
あ

る
こ

と
な

ど
、

立
地

や
環

境
が

自
治

意
識

に
影

響
し

て
い

る
こ

と
も

あ
る

か
と

思
い

ま
す

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

37
前

文
目

的
背

景
そ

も
そ

も
「
何

の
た

め
に

」
自

治
基

本
条

例
を

制
定

す
る

の
か

全
く
分

か
ら

な
い

（
市

民
も

分
か

ら
な

い
の

で
は

。
）
。

莫
大

な
労

力
及

び
時

間
を

費
や

し
て

い
る

の
で

、
せ

め
て

そ
の

意
義

は
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
進

め
て

ほ
し

い
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

が
、

第
1
章

総
則

　
目

的
の

と
こ

ろ
で

市
が

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
さ

ま
ざ

ま
な

市
民

参
加

な
ど

に
関

す
る

事
項

を
明

文
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

参
加

や
情

報
公

開
な

ど
武

蔵
野

市
が

や
っ

て
き

た
良

き
伝

統
を

継
承

さ
せ

、
そ

れ
を

一
歩

で
も

二
歩

で
も

進
め

、
少

し
ず

つ
で

も
時

代
に

合
わ

せ
て

向
上

さ
せ

て
い

く
と

い
う

こ
と

を
記

載
し

て
い

る
。

職
員

意
見

38
そ

の
他

そ
の

他
教

育

市
民

自
治

の
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

で
あ

る
と

い
う

意
識

を
も

っ
て

、
子

ど
も

た
ち

が
育

つ
こ

と
が

す
ご

く
大

切
で

あ
る

と
思

う
の

で
、

学
校

教
育

の
現

場
の

中
で

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

自
治

の
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

の
か

と
い

う
こ

と
を

取
り

上
げ

て
、

子
ど

も
た

ち
と

一
緒

に
考

え
て

い
く
と

い
う

取
り

組
み

が
今

後
必

要
な

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
教

育
の

中
で

、
自

治
の

ま
ち

づ
く
り

に
向

け
た

取
り

組
み

を
進

め
る

よ
う

な
文

章
を

入
れ

て
い

た
だ

け
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

条
例

の
内

容
の

周
知

に
つ

い
て

は
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

幅
広

い
世

代
に

分
か

り
や

す
い

も
の

を
整

備
す

る
よ

う
努

め
る

。
市

民
意

見
交

換
会

39
第

１
章

目
的

条
例

の
目

的
の

明
文

化

条
例

の
目

的
が

わ
か

り
に

く
い

。
例

え
ば

説
明

の
中

に
、

市
長

や
議

会
が

交
代

し
て

も
、

情
報

共
有

や
市

民
参

加
が

守
ら

れ
る

よ
う

に
…

と
い

う
話

が
あ

っ
た

が
、

そ
れ

も
説

明
を

き
か

な
い

と
わ

か
ら

な
い

話
だ

。

市
は

す
で

に
市

民
参

加
や

情
報

公
開

に
関

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
み

を
行

っ
て

き
た

。
こ

の
条

例
で

そ
れ

ら
の

事
項

を
明

文
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

の
良

き
伝

統
を

継
承

さ
せ

、
そ

れ
を

一
歩

で
も

二
歩

で
も

進
め

、
少

し
ず

つ
で

も
時

代
に

合
わ

せ
て

向
上

さ
せ

て
い

く
と

い
う

趣
旨

で
あ

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

40
第

１
章

基
本

原
則

基
本

原
則

長
期

計
画

条
例

に
基

づ
く
第

五
期

長
期

計
画

で
は

、
基

本
的

な
考

え
方

と
し

て
「
市

民
自

治
の

原
則

」
を

挙
げ

て
い

る
。

自
治

基
本

条
例

に
と

っ
て

は
当

た
り

前
か

も
し

れ
な

い
が

、
基

本
原

則
と

し
て

掲
げ

て
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
ま

た
、

「
協

働
」
は

自
治

の
一

側
面

で
は

な
い

か
。

基
本

原
則

に
掲

げ
る

こ
と

は
違

和
感

が
あ

る
。

情
報

共
有

が
あ

り
、

市
民

参
加

が
あ

る
の

は
柱

と
し

て
わ

か
る

が
、

そ
の

先
の

協
働

は
一

つ
の

枝
で

は
な

い
か

と
感

じ
る

。

職
員

意
見

41
第

１
章

基
本

原
則

基
本

原
則

「
市

民
自

治
の

さ
ら

な
る

推
進

」
が

目
的

で
あ

れ
ば

、
こ

の
自

治
基

本
条

例
の

キ
ー

ワ
ー

ド
は

「
市

民
自

治
」
と

し
て

考
え

を
す

べ
て

統
一

し
て

い
く
べ

き
だ

と
思

う
。

職
員

意
見

基
本

原
則

の
さ

ら
に

上
位

で
あ

る
目

的
に

明
記

し
て

い
る

。

36



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

42
第

１
章

基
本

原
則

基
本

原
則

主
語

が
「
市

」
と

な
っ

て
い

る
が

、
も

っ
と

「
市

民
が

主
体

で
」
や

っ
て

い
く
こ

と
を

基
本

原
則

と
す

べ
き

と
思

う
。

職
員

意
見

43
第

１
章

基
本

原
則

基
本

原
則

第
五

期
長

期
計

画
で

は
「
協

働
」
を

使
用

せ
ず

、
ま

た
、

「
市

民
協

働
推

進
課

」
を

「
市

民
活

動
推

進
課

」
と

名
称

変
更

し
た

。
「
協

働
」
は

目
的

を
達

成
す

る
う

え
で

の
手

段
の

一
つ

で
あ

り
、

協
働

し
て

進
め

る
こ

と
も

あ
れ

ば
、

単
独

で
行

う
こ

と
も

あ
る

。
情

報
共

有
か

ら
市

民
参

加
の

そ
の

先
の

サ
イ

ク
ル

に
、

必
ず

し
も

「
協

働
」
が

入
る

と
は

限
ら

な
い

と
思

う
。

職
員

意
見

44
第

１
章

基
本

原
則

協
働

協
働

自
体

否
定

は
し

な
い

。
市

と
し

て
の

ト
ー

ン
が

ど
う

な
っ

て
い

る
の

か
わ

か
ら

な
い

中
、

何
で

こ
こ

で
出

て
き

て
い

る
の

か
が

よ
く
わ

か
ら

な
い

。
市

の
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
を

含
め

、
整

理
す

る
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
。

議
会

各
会

派
等

45
第

１
章

基
本

原
則

協
働

「
第

3
章

参
加

と
協

働
　

協
働

」
の

「
趣

旨
・
説

明
」
に

は
本

市
に

お
け

る
「
協

働
」
の

定
義

が
示

さ
れ

て
い

る
が

、
実

態
行

為
と

し
て

協
働

の
概

念
は

広
く
、

以
前

、
市

民
活

動
推

進
課

で
は

「
協

働
に

は
段

階
的

な
グ

ラ
デ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

り
、

例
え

ば
市

の
コ

ピ
ー

サ
ー

ビ
ス

や
市

民
活

動
の

た
め

の
会

議
室

の
確

保
な

ど
も

協
働

に
含

ま
れ

る
」
と

い
っ

た
見

解
を

公
表

し
て

い
た

と
記

憶
し

て
い

る
。

職
員

意
見

46
第

１
章

基
本

原
則

協
働

「
本

市
が

考
え

る
協

働
と

は
ど

の
よ

う
な

行
為

な
の

か
？

」
に

つ
い

て
本

条
例

に
規

定
す

る
必

要
は

無
い

と
は

思
う

が
、

あ
ら

た
め

て
精

査
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
職

員
意

見

47
第

１
章

基
本

原
則

市
民

参
加

骨
子

案
に

は
「
参

加
」
「
参

画
」
の

記
述

が
あ

る
が

、
言

葉
の

整
理

が
で

き
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
ど

こ
を

目
指

し
て

い
く
の

か
も

不
明

確
で

あ
る

。

用
語

の
定

義
に

つ
い

て
は

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

整
合

性
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

条
例

の
制

定
に

よ
り

こ
れ

ま
で

武
蔵

野
市

が
培

っ
て

き
た

市
民

自
治

が
一

歩
で

も
二

歩
で

も
前

進
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
議

会
各

会
派

等

48
第

１
章

基
本

原
則

市
民

参
加

基
本

原
則

の
中

の
「
市

民
参

加
」
の

と
こ

ろ
に

あ
る

参
加

の
機

会
を

整
備

「
（
保

障
、

用
意

）
」
と

い
う

の
は

、
保

障
な

の
か

用
意

な
の

か
い

ず
れ

か
を

選
択

す
る

と
い

う
こ

と
か

と
は

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

こ
の

箇
所

に
限

ら
ず

、
保

障
・
用

意
と

出
て

来
る

と
こ

ろ
は

全
て

き
ち

ん
と

「
保

障
す

る
」
と

い
う

ふ
う

に
し

て
、

権
利

性
を

明
確

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

市
政

に
参

加
す

る
権

利
を

「
保

障
」
し

た
上

で
の

こ
と

に
な

る
が

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
整

理
す

る
必

要
が

あ
る

。
市

民
意

見
交

換
会

49
第

１
章

基
本

原
則

情
報

共
有

市
が

情
報

を
公

表
し

、
提

供
す

る
と

い
う

表
現

に
は

、
情

報
共

有
は

市
民

の
権

利
で

あ
る

と
の

権
利

性
が

感
じ

ら
れ

ま
せ

ん
。

「
市

は
、

市
の

保
有

す
る

情
報

が
市

民
と

の
共

有
で

あ
る

こ
と

、
情

報
の

適
宜

適
切

な
公

表
と

と
も

に
市

民
の

情
報

開
示

請
求

に
応

え
、

市
民

の
知

る
権

利
を

最
大

限
に

保
障

す
る

。
」
と

の
趣

旨
を

入
れ

た
記

述
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

50
第

１
章

基
本

原
則

情
報

共
有

の
対

象
市

は
圧

倒
的

な
情

報
を

持
っ

て
い

る
の

で
、

積
極

的
に

情
報

公
表

を
し

、
情

報
の

差
を

埋
め

て
市

民
が

適
正

な
判

断
を

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

議
会

各
会

派
等

51
第

１
章

基
本

原
則

新
た

な
公

共
セ

ク
タ

ー

4
つ

の
基

本
原

則
は

是
と

す
る

。
情

報
共

有
と

市
民

参
加

を
進

め
、

計
画

的
な

市
政

運
営

を
図

る
こ

と
は

こ
れ

ま
で

の
市

政
運

営
の

ル
ー

ル
の

明
文

化
で

あ
る

。
た

だ
し

、
公

共
的

な
課

題
の

解
決

に
向

け
て

多
様

な
主

体
が

協
働

を
推

進
す

る
先

に
は

、
広

い
意

味
で

の
「
新

た
な

公
共

セ
ク

タ
ー

」
の

創
出

・
拡

大
を

想
定

す
る

べ
き

で
あ

る
。

こ
の

条
例

で
は

協
働

に
つ

い
て

の
原

則
を

明
示

的
に

規
定

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

議
会

各
会

派
等

52
第

１
章

用
語

の
定

義
「
市

」
の

定
義

P
2
の

「
市

」
の

定
義

と
P

６
の

市
長

等
の

責
務

に
お

い
て

の
「
市

」
の

位
置

づ
け

が
異

な
る

。
整

合
性

を
図

っ
て

ほ
し

い
。

議
会

各
会

派
等

53
第

１
章

用
語

の
定

義
市

「
市

」
と

「
市

長
等

及
び

議
決

機
関

（
議

会
）
」
と

は
、

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
概

念
で

あ
る

た
め

、
同

一
で

あ
る

と
定

義
を

す
る

こ
と

は
、

で
き

な
い

と
思

わ
れ

る
。

職
員

意
見

54
第

１
章

用
語

の
定

義
事

業
者

「
事

業
者

」
の

定
義

を
し

て
い

る
が

、
骨

子
案

で
は

使
用

し
て

い
な

い
。

第
３

章
参

加
と

協
働

で
事

業
者

の
役

割
が

明
確

に
な

る
と

良
い

と
思

う
。

事
業

者
の

定
義

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

第
3
章

参
加

と
協

働
　

情
報

共
有

の
と

こ
ろ

で
ご

意
見

の
趣

旨
は

記
載

し
て

い
る

。

用
語

の
定

義
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
整

合
性

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

「
情

報
共

有
」
・
「
市

民
参

加
」
・
「
協

働
」
に

つ
い

て
は

、
こ

の
条

例
を

貫
く
柱

と
な

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
サ

イ
ク

ル
が

回
る

こ
と

に
よ

っ
て

自
治

の
推

進
が

図
ら

れ
る

た
め

、
「
計

画
に

基
づ

く
市

政
運

営
」
と

と
も

に
基

本
原

則
に

掲
げ

て
い

る
。

市
は

こ
れ

ま
で

市
民

活
動

促
進

基
本

計
画

等
に

基
づ

く
取

組
み

を
行

っ
て

き
て

お
り

、
こ

の
条

例
に

お
い

て
原

則
を

明
示

的
に

規
定

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

37



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

55
第

１
章

用
語

の
定

義
市

内
で

活
動

を
し

て
い

る
者

「
市

内
で

活
動

を
し

て
い

る
者

」
の

定
義

が
曖

昧
。

市
内

に
住

所
の

な
い

、
い

わ
ゆ

る
「
プ

ロ
市

民
」
に

本
条

例
が

悪
用

さ
れ

る
リ

ス
ク

が
内

包
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
思

え
る

。
職

員
意

見

56
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
「
市

民
」
を

「
市

内
に

居
住

す
る

者
、

市
内

で
働

く
者

、
学

ぶ
者

及
び

活
動

す
る

者
」
と

定
義

す
る

と
、

「
市

内
に

居
住

す
る

者
」
の

み
を

表
現

す
る

こ
と

が
難

し
く
な

る
た

め
、

妥
当

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。

職
員

意
見

57
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
在

勤
、

在
学

者
を

「
市

民
」
と

定
義

す
る

こ
と

は
、

地
方

自
治

法
第

1
0
条

第
１

項
と

の
整

合
性

を
欠

き
、

ま
た

、
市

政
運

営
を

恣
意

的
に

特
定

の
政

治
団

体
に

政
治

利
用

さ
れ

る
懸

念
が

あ
る

た
め

、
条

文
化

に
あ

た
っ

て
は

慎
重

な
取

扱
い

が
求

め
ら

れ
る

。

職
員

意
見

58
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
市

民
の

定
義

を
「
居

住
、

働
く
、

学
ぶ

」
と

と
も

に
「
活

動
」
と

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
が

、
「
活

動
」

と
は

い
か

な
る

行
為

な
の

か
に

つ
い

て
の

解
釈

は
様

々
生

じ
て

し
ま

う
。

職
員

意
見

59
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民

「
活

動
」
が

示
す

領
域

は
広

大
で

あ
る

が
、

本
条

例
に

は
「
市

民
」
の

役
割

と
権

利
に

関
す

る
こ

と
が

種
々

示
さ

れ
て

い
る

一
方

、
議

会
、

市
長

等
、

職
員

に
は

「
市

民
に

対
す

る
責

務
」
が

示
さ

れ
て

い
る

。
つ

ま
り

「
責

務
」
を

果
た

す
対

象
が

「
活

動
す

る
市

民
」
に

も
及

ぶ
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

「
活

動
」
に

関
す

る
定

義
が

示
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

60
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
の

定
義

「
市

民
」
は

居
住

者
、

「
市

民
等

」
を

在
勤

と
在

学
を

含
む

と
区

別
す

る
の

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

61
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
の

定
義

に
つ

い
て

一
般

市
民

概
念

は
未

だ
確

定
し

た
も

の
が

な
い

の
が

現
状

で
あ

り
、

武
蔵

野
市

民
と

昼
間

の
武

蔵
野

市
民

を
定

義
す

べ
き

で
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

62
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
の

定
義

に
つ

い
て

「
地

元
」
と

は
何

か
。

地
域

と
は

何
か

。
市

内
に

居
住

し
て

い
な

け
れ

ば
駄

目
な

の
で

は
な

い
か

。
在

勤
、

在
学

、
在

住
者

以
外

で
も

市
内

で
「
活

動
」
す

る
人

は
、

図
書

館
、

社
会

教
育

施
設

他
、

施
設

利
用

や
催

し
物

へ
の

参
加

等
、

最
大

限
享

受
で

き
る

様
に

す
べ

き
だ

が
、

在
住

者
以

外
も

「
活

動
し

て
い

れ
ば

市
民

」
と

い
う

こ
と

な
ら

、
市

外
の

人
も

、
誰

で
も

市
民

に
な

っ
て

発
言

権
を

持
ち

、
活

動
方

向
を

左
右

し
、

補
助

金
も

使
え

る
現

象
が

生
ま

れ
て

し
ま

う
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

63
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
の

定
義

趣
旨

・
説

明
の

箇
所

で
、

在
勤

、
在

学
の

人
も

・
・
「
影

響
」
を

受
け

て
い

ま
す

。
と

書
か

れ
て

い
ま

す
が

、
反

射
的

に
利

益
不

利
益

を
得

る
と

い
う

消
極

的
な

存
在

で
は

な
く
、

武
蔵

野
市

の
発

展
は

在
勤

在
学

等
昼

間
流

入
人

口
に

も
支

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

等
、

積
極

的
存

在
と

し
て

説
明

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

64
第

１
章

用
語

の
定

義
そ

の
他

市
民

や
事

業
者

に
つ

い
て

定
義

し
て

い
る

が
、

暴
力

団
追

放
に

つ
い

て
記

述
す

る
必

要
は

な
い

か
。

自
治

基
本

条
例

の
制

定
目

的
は

自
治

及
び

市
政

運
営

に
関

し
、

市
民

・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
確

に
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
ご

意
見

の
趣

旨
は

こ
の

条
例

と
は

別
の

も
の

と
思

わ
れ

る
。

な
お

、
暴

力
団

追
放

は
市

民
生

活
の

安
全

性
の

確
保

の
た

め
に

重
要

な
要

素
で

あ
り

、
「
武

蔵
野

市
暴

力
団

排
除

条
例

」
に

お
い

て
と

る
べ

き
具

体
的

な
措

置
な

ど
を

定
め

て
い

る
。

職
員

意
見

65
第

１
章

用
語

の
定

義
そ

の
他

「
自

治
」
「
市

民
参

加
」
と

「
協

働
」
と

い
う

用
語

を
使

用
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
定

義
規

定
を

置
く
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

単
独

の
用

語
と

し
て

使
用

す
る

に
は

条
例

と
し

て
は

あ
い

ま
い

な
感

じ
が

す
る

。

「
自

治
」
に

つ
い

て
は

骨
子

案
P

3
の

用
語

の
説

明
の

と
お

り
で

あ
る

が
、

定
義

規
定

を
置

く
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

検
討

す
る

。
「
市

民
参

加
」
「
協

働
」
に

つ
い

て
は

基
本

原
則

と
し

て
規

定
す

る
。

職
員

意
見

66
第

１
章

用
語

の
定

義
そ

の
他

「
市

民
自

治
」
が

キ
ー

ワ
ー

ド
で

あ
れ

ば
、

用
語

の
定

義
を

つ
け

る
か

、
も

し
く
は

前
文

で
も

っ
と

「
こ

ん
な

市
民

自
治

を
行

っ
て

き
た

」
「
今

後
は

こ
ん

な
市

民
自

治
を

目
指

す
」
と

市
民

自
治

と
は

こ
ん

な
も

の
だ

、
と

い
う

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

に
し

め
す

べ
き

。
前

文
の

「
戦

後
の

市
政

の
あ

ゆ
み

」
の

と
こ

ろ
で

記
載

し
て

い
る

。
職

員
意

見

67
第

１
章

用
語

の
定

義
用

語
の

定
義

「
市

議
会

議
員

」
は

「
議

員
」
、

「
市

職
員

」
は

「
職

員
」
で

統
一

し
た

ほ
う

が
良

い
と

思
う

。
用

語
の

定
義

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

整
合

性
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

68
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
一

般
論

と
し

て
「
市

民
（
個

人
）
」
「
事

業
者

（
団

体
・
法

人
）
」
に

N
P

O
、

任
意

団
体

、
外

国
人

ま
で

含
め

て
よ

い
と

思
う

が
、

住
民

投
票

等
個

別
の

案
件

に
つ

い
て

は
、

公
職

選
挙

法
等

に
基

づ
き

厳
格

に
定

義
し

た
方

が
よ

い
。

市
民

の
定

義
に

つ
い

て
は

、
市

政
参

加
を

広
く
促

す
と

い
う

趣
旨

で
、

あ
ま

り
限

定
的

に
と

ら
え

る
必

要
は

な
い

と
い

う
議

論
を

行
っ

た
。

な
お

住
民

投
票

等
個

別
の

案
件

に
つ

い
て

は
別

途
定

義
が

必
要

と
考

え
る

。
議

会
各

会
派

等

市
民

の
定

義
に

つ
い

て
は

、
市

政
参

加
を

広
く
促

す
と

い
う

趣
旨

で
、

あ
ま

り
限

定
的

に
と

ら
え

る
必

要
は

な
い

と
い

う
議

論
を

行
っ

た
。

な
お

住
民

投
票

等
個

別
の

案
件

に
つ

い
て

は
別

途
定

義
が

必
要

と
考

え
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

69
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
「
市

民
」
の

定
義

の
中

で
、

市
内

で
働

く
者

や
学

ぶ
者

と
い

っ
た

記
載

が
あ

る
が

、
ど

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

す
る

の
か

。
ど

の
よ

う
に

相
手

へ
知

ら
せ

る
の

か
。

条
例

の
周

知
方

法
に

つ
い

て
は

、
別

途
検

討
が

必
要

と
考

え
る

。
職

員
意

見

70
第

１
章

用
語

の
定

義
市

民
と

事
業

者
の

分
類

定
義

先
端

の
地

方
自

治
に

お
い

て
は

地
元

の
商

工
会

議
所

、
地

場
企

業
等

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
機

能
の

一
端

を
担

い
、

例
え

ば
神

戸
市

や
川

崎
市

等
で

は
、

障
害

者
の

短
時

間
就

労
等

に
関

し
ま

し
て

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

セ
ン

タ
ー

等
と

共
同

し
、

地
場

企
業

等
が

役
割

を
担

っ
て

い
る

事
例

が
出

現
し

て
い

る
。

こ
の

様
な

企
業

の
社

会
で

の
包

摂
的

な
役

割
の

出
現

を
精

査
し

事
業

者
定

義
に

盛
り

込
む

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
企

業
の

包
摂

的
な

社
会

的
地

位
の

創
造

に
関

し
ま

し
て

は
2
0
1
7
年

に
経

済
団

体
連

合
会

も
S
o
c
ie

ty
5
.0

と
し

て
宣

言
済

み
で

あ
り

、
旧

来
の

我
が

国
で

も
1
9
9
0
年

代
か

ら
存

在
す

る
い

わ
ゆ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ア

ク
シ

ョ
ン

論
に

武
蔵

野
市

の
今

後
の

自
治

像
を

矮
小

化
す

べ
き

で
は

な
い

と
考

え
る

。

市
民

の
定

義
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

も
含

め
、

市
政

参
加

を
広

く
促

す
と

い
う

趣
旨

で
、

あ
ま

り
限

定
的

に
と

ら
え

る
必

要
は

な
い

と
い

う
議

論
を

行
っ

た
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

71
第

２
章

議
員

の
役

割
議

員
の

役
割

議
員

の
役

割
に

つ
い

て
感

じ
る

の
は

、
議

員
は

同
じ

会
派

同
士

だ
け

で
な

く
、

互
い

に
切

磋
琢

磨
し

て
ほ

し
い

よ
う

に
感

じ
る

。
足

を
引

っ
張

り
あ

う
よ

う
な

批
判

を
す

る
時

代
で

は
も

う
な

い
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

72
第

２
章

議
員

の
役

割
議

会
基

本
条

例
と

の
整

合
議

員
の

役
割

に
つ

い
て

は
、

議
会

基
本

条
例

と
の

整
合

性
を

、
必

ず
担

保
し

て
 い

た
だ

き
た

い
と

存
じ

ま
す

。
議

員
の

役
割

に
限

ら
ず

、
議

会
と

関
係

す
る

部
分

に
つ

い
て

は
議

会
基

本
条

例
と

整
合

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

73
第

２
章

議
員

の
役

割
市

の
役

割
議

会
の

役
割

普
通

地
方

公
共

団
体

と
し

て
の

武
蔵

野
市

の
役

割
（
責

務
）
を

述
べ

て
お

か
な

く
て

良
い

か
ど

う
か

の
議

論
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

「
議

員
は

、
一

部
の

市
民

の
利

益
で

は
な

く
、

市
民

全
体

の
利

益
を

追
求

し
ま

す
。

」
と

の
内

容
の

条
文

を
置

い
て

し
ま

う
と

、
議

員
の

活
動

範
囲

（
例

え
ば

、
質

疑
等

）
に

、
一

定
の

制
約

を
加

え
て

し
ま

う
こ

と
に

な
り

、
妥

当
で

は
な

い
と

思
わ

れ
る

。

こ
の

条
例

は
自

治
及

び
市

政
運

営
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
、

市
民

・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
で

あ
る

。
議

員
の

役
割

に
限

ら
ず

、
議

会
と

関
係

す
る

部
分

に
つ

い
て

は
議

会
基

本
条

例
と

整
合

を
図

る
必

要
が

あ
る

が
、

議
員

が
市

民
全

体
の

利
益

を
追

求
す

る
こ

と
は

当
然

の
こ

と
と

考
え

る
。

職
員

意
見

74
第

２
章

議
員

の
役

割
議

員
の

役
割

「
市

民
の

役
割

」
に

は
“
次

世
代

及
び

市
の

将
来

へ
の

配
慮

”
が

「
志

」
と

し
て

記
述

さ
れ

て
い

る
が

、
「
議

員
の

役
割

、
市

長
の

責
務

」
に

お
い

て
は

、
こ

れ
に

類
す

る
「
志

」
の

記
述

が
な

く
、

職
務

の
内

容
が

記
述

さ
れ

て
い

る
の

み
で

あ
る

。
“
武

蔵
野

市
の

発
展

と
市

民
生

活
の

向
上

に
関

す
る

責
任

を
担

い
ま

す
”
と

言
っ

た
よ

う
な

、
“
長

期
的

な
視

点
に

立
っ

た
志

”
に

関
す

る
記

述
を

加
え

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

ご
意

見
の

趣
旨

に
つ

い
て

は
、

前
文

で
こ

の
条

例
の

方
向

性
を

述
べ

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

75
第

２
章

議
員

の
役

割
議

会
基

本
条

例
と

の
整

合
市

民
の

役
割

、
市

長
等

の
役

割
を

含
め

、
ど

こ
ま

で
こ

の
条

例
に

記
載

す
る

の
か

。
議

会
基

本
条

例
と

の
整

合
性

は
ど

う
か

。
議

員
の

役
割

に
限

ら
ず

、
議

会
と

関
係

す
る

部
分

に
つ

い
て

は
議

会
基

本
条

例
と

整
合

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
議

会
各

会
派

等

76
第

２
章

議
会

の
責

務
議

会
が

担
う

役
割

議
会

が
、

議
会

の
中

で
の

合
意

形
成

の
み

な
ら

ず
、

た
と

え
ば

 熟
議

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

的
な

制
度

を
活

用
し

て
、

市
民

参
加

の
も

と
に

よ
り

幅
広

い
 合

意
形

成
の

プ
ロ

セ
ス

を
促

進
す

る
た

め
に

、
積

極
的

な
役

割
を

担
う

・
・
・
と

 い
っ

た
新

た
な

役
割

の
可

能
性

を
、

是
非

、
検

討
・
明

記
し

て
頂

き
た

い
と

存
じ

ま
す

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

77
第

２
章

議
会

の
責

務
議

会
の

責
務

議
会

は
議

決
機

関
で

あ
る

こ
と

を
記

載
す

る
べ

き
議

会
各

会
派

等

78
第

２
章

議
会

の
責

務
議

会
の

責
務

議
会

の
責

務
：
「
市

長
等

の
監

視
」
よ

り
も

「
政

策
の

立
案

等
」
が

重
要

で
、

表
記

順
が

逆
だ

と
思

う
。

職
員

意
見

79
第

２
章

議
会

の
責

務
議

会
の

責
務

多
く
の

市
民

が
反

対
し

て
い

た
と

し
て

も
決

断
、

決
定

、
実

行
す

べ
き

こ
と

は
あ

る
。

俯
瞰

的
に

市
民

生
活

全
体

を
見

渡
し

、
将

来
の

武
蔵

野
市

を
見

据
え

、
多

く
の

市
民

の
意

思
と

は
異

な
っ

て
い

て
も

、
苦

渋
の

選
択

を
す

る
こ

と
が

ま
さ

に
議

会
の

責
務

だ
と

思
う

。
職

員
意

見

80
第

２
章

議
会

の
責

務
議

会
の

責
務

議
会

基
本

条
例

に
つ

い
て

は
検

討
過

程
や

議
論

の
内

容
に

関
す

る
情

報
提

供
が

な
い

た
め

、
整

合
性

が
ど

の
よ

う
に

図
ら

れ
て

い
る

の
か

わ
か

り
ま

せ
ん

。
職

員
意

見

81
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
長

等
の

責
務

市
長

の
強

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

で
前

例
の

な
い

事
に

も
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
を

責
務

と
考

え
る

。
市

民
が

求
め

る
こ

と
は

前
例

の
な

い
事

が
多

い
は

ず
で

、
色

々
な

意
見

が
あ

る
の

は
事

実
な

の
で

、
や

は
り

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
決

断
力

が
必

要
だ

。

ご
意

見
の

趣
旨

は
理

解
で

き
る

が
、

こ
の

条
例

は
自

治
及

び
市

政
運

営
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
、

市
民

・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

82
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
長

等
の

責
務

市
長

等
の

責
務

：
「
市

民
満

足
度

」
と

い
う

具
体

的
表

現
に

違
和

感
が

あ
る

。
同

満
足

度
の

評
価

方
法

は
定

義
さ

れ
て

い
る

の
か

。

市
民

満
足

度
の

評
価

方
法

の
定

義
に

つ
い

て
は

懇
談

会
で

は
回

答
で

き
な

い
が

、
市

長
の

責
務

に
つ

い
て

、
業

務
の

監
督

者
と

し
て

職
員

の
育

成
、

職
場

管
理

の
面

で
果

た
す

べ
き

役
割

の
記

述
が

必
要

で
は

、
と

い
う

議
論

が
な

さ
れ

た
。

職
員

意
見

議
会

と
関

係
す

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
議

会
基

本
条

例
と

整
合

を
図

っ
た

上
で

規
定

す
る

必
要

が
あ

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

83
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
長

の
環

境
市

長
は

す
べ

て
を

把
握

す
る

た
め

に
正

確
な

情
報

の
入

手
と

そ
れ

に
対

す
る

正
確

な
判

断
を

下
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
市

長
が

よ
り

良
い

働
き

が
で

き
る

よ
う

な
環

境
を

整
え

る
の

も
周

り
の

人
間

の
務

め
な

の
で

は
な

い
か

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

84
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
長

の
責

務
議

会
の

役
割

市
長

等
の

責
務

と
し

て
「
市

民
意

見
を

把
握

し
、

市
政

に
適

切
に

反
映

す
る

」
と

あ
り

ま
す

が
、

市
民

の
意

見
を

代
弁

す
る

た
め

に
議

員
が

い
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

自
治

法
逐

条
解

説
に

も
、

住
民

総
会

を
開

く
こ

と
が

実
際

困
難

な
の

で
、

代
表

を
選

ん
で

模
擬

住
民

総
会

や
る

と
い

う
趣

旨
の

記
載

が
あ

っ
た

よ
う

に
思

う
。

議
員

も
そ

う
だ

が
、

市
長

と
し

て
の

責
務

で
も

あ
る

と
考

え
る

。
職

員
意

見

85
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
長

の
役

割
市

長
の

役
割

と
し

て
「
市

」
を

ア
ピ

ー
ル

し
て

欲
し

い
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

86
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
民

自
治

の
進

展
「
市

長
等

の
責

務
」
に

「
市

民
満

足
度

の
向

上
」
と

あ
り

ま
す

が
、

自
治

基
本

条
例

で
す

の
で

、
「
市

民
自

治
の

進
展

」
と

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

「
市

民
自

治
の

進
展

」
は

こ
の

条
例

の
目

的
と

な
る

の
で

、
市

長
等

の
責

務
の

一
つ

と
し

て
市

民
満

足
度

の
向

上
を

上
げ

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

87
第

２
章

市
長

等
の

責
務

市
民

と
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

情
報

の
「
提

供
」
と

い
う

言
葉

は
、

情
報

が
市

の
も

の
で

あ
る

と
い

う
意

味
あ

い
が

あ
り

、
情

報
共

有
や

情
報

公
開

請
求

が
市

民
の

権
利

で
あ

る
と

い
う

意
味

が
感

じ
ら

れ
ま

せ
ん

。
例

え
ば

、
「
様

々
な

情
報

を
積

極
的

に
公

表
・
開

示
し

、
市

民
と

の
情

報
共

有
を

図
り

ま
す

。
」
と

す
る

の
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

第
3
章

参
加

と
協

働
　

情
報

共
有

の
と

こ
ろ

で
ご

意
見

の
趣

旨
は

記
載

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

88
第

２
章

市
長

等
の

責
務

文
書

保
存

に
つ

い
て

文
書

作
成

と
保

管
義

務
に

関
す

る
規

定
を

追
加

し
て

く
だ

さ
い

。
文

書
を

作
ら

な
い

、
保

管
し

な
い

こ
と

に
よ

っ
て

情
報

が
葬

ら
れ

、
市

民
の

知
る

権
利

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
無

い
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

文
書

作
成

及
び

保
管

に
つ

い
て

は
武

蔵
野

市
文

書
管

理
規

則
及

び
武

蔵
野

市
歴

史
公

文
書

等
の

管
理

に
関

す
る

条
例

で
別

途
規

定
さ

れ
て

い
る

が
、

情
報

共
有

の
前

提
と

な
る

重
要

な
要

素
で

あ
る

た
め

、
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
の

項
目

に
追

加
す

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

89
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務

正
直

行
政

や
議

会
が

何
を

行
っ

て
い

る
の

か
分

か
り

づ
ら

い
し

、
知

ろ
う

に
も

専
門

用
語

が
多

い
。

コ
ミ

セ
ン

等
を

活
用

し
て

、
少

数
派

の
意

見
を

拾
い

上
げ

る
仕

組
み

が
必

要
で

、
市

民
と

の
話

し
合

い
の

場
の

提
供

を
市

側
の

責
務

と
し

て
欲

し
い

。

ご
意

見
い

た
だ

い
た

方
法

も
含

め
、

議
会

も
市

長
等

も
市

民
と

の
情

報
共

有
に

つ
い

て
努

力
す

べ
き

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

90
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
率

先
し

て
新

し
い

こ
と

に
取

り
組

む
べ

き
だ

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

91
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
市

の
決

算
は

不
透

明
で

、
ま

た
、

市
民

の
ニ

ー
ズ

が
把

握
さ

れ
て

い
る

と
い

う
実

感
が

な
い

。
分

か
り

や
す

い
市

の
運

営
・
会

計
を

す
る

こ
と

を
市

側
の

責
務

と
す

る
べ

き
。

市
長

等
は

市
民

と
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

努
力

す
べ

き
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

92
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務

市
民

の
間

で
世

代
間

を
超

え
た

関
わ

り
を

持
つ

機
会

が
少

な
い

よ
う

に
感

じ
る

。
災

害
時

に
向

け
て

安
心

で
き

る
備

え
の

ベ
ー

ス
と

し
て

、
市

民
同

士
が

触
れ

合
う

機
会

を
増

や
す

し
く
み

づ
く
り

を
市

側
の

責
務

と
し

て
欲

し
い

。

さ
ま

ざ
ま

な
仕

組
み

づ
く
り

と
い

う
点

で
は

、
市

長
等

の
責

務
と

し
て

掲
げ

て
い

る
「
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
市

民
へ

積
極

的
に

分
か

り
や

す
く
提

供
す

る
よ

う
努

め
、

市
民

と
の

情
報

共
有

を
図

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
に

含
ま

れ
る

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

93
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
市

民
と

の
接

点
を

増
や

し
て

幅
広

く
意

見
を

吸
収

す
る

こ
と

を
市

側
の

責
務

と
し

て
欲

し
い

。
特

定
の

市
民

に
偏

ら
ず

、
普

段
あ

ま
り

市
政

に
関

わ
ら

な
い

層
の

意
見

を
吸

収
し

て
ほ

し
い

。
市

長
等

の
責

務
の

一
つ

と
し

て
「
市

民
意

見
を

把
握

し
、

市
政

に
適

切
に

反
映

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

し
ま

す
」
と

し
て

お
り

、
こ

の
中

に
含

ま
れ

る
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

94
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
誰

も
が

知
れ

る
形

で
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

を
市

側
の

責
務

と
し

て
欲

し
い

。
市

民
の

興
味

を
引

く
工

夫
や

、
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

工
夫

が
必

要
だ

。
ご

指
摘

の
方

法
等

も
含

め
、

市
長

等
は

市
民

と
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

努
力

す
べ

き
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

95
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
議

会
で

の
活

動
内

容
の

周
知

及
び

方
法

の
改

善
を

議
会

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

議
会

で
何

を
し

て
い

る
か

分
か

り
づ

ら
い

し
、

開
示

さ
れ

て
い

る
内

容
も

分
か

り
づ

ら
い

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

96
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務

議
会

の
責

務
と

し
て

、
①

本
当

に
市

に
と

っ
て

必
要

な
予

算
か

　
②

予
算

配
分

が
幅

広
い

世
代

・
地

域
へ

の
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
ほ

し
い

。
市

側
は

議
会

か
ら

監
視

さ
れ

る
だ

け
で

は
な

く
、

相
互

に
監

視
を

す
る

べ
き

だ
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

97
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
市

長
も

議
会

も
市

へ
の

誠
心

誠
意

の
政

策
を

行
う

事
を

責
務

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

98
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
透

明
性

の
高

い
情

報
公

開
を

市
側

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

市
議

会
の

活
動

内
容

も
不

透
明

で
あ

る
。

市
長

等
の

責
務

と
し

て
「
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
市

民
へ

積
極

的
に

分
か

り
や

す
く
提

供
す

る
よ

う
努

め
、

市
民

と
の

情
報

共
有

を
図

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
と

し
て

い
る

。
議

会
と

関
係

す
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

議
会

基
本

条
例

と
整

合
を

図
っ

た
上

で
規

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

議
会

と
関

係
す

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
議

会
基

本
条

例
と

整
合

を
図

っ
た

上
で

規
定

す
る

必
要

が
あ

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

99
第

２
章

市
長

等
の

責
務

議
会

・
市

長
等

の
責

務
市

と
市

民
が

関
わ

る
機

会
を

増
や

す
こ

と
を

市
側

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

関
わ

る
こ

と
で

市
民

の
満

足
度

を
現

状
把

握
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

10
0

第
２

章
市

長
等

の
責

務
議

会
・
市

長
等

の
責

務
声

を
出

し
づ

ら
い

人
の

意
見

も
聞

け
る

よ
う

に
、

市
民

の
意

見
を

広
く
聞

け
る

仕
組

み
づ

く
り

を
す

る
こ

と
を

市
側

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

10
1

第
２

章
市

長
等

の
責

務
議

会
・
市

長
等

の
責

務
市

民
の

全
体

最
適

と
部

分
最

適
の

両
方

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
追

求
す

る
こ

と
を

市
側

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

さ
ら

に
「
責

務
」
で

は
な

く
「
責

任
」
と

し
、

信
賞

必
罰

の
考

え
を

入
れ

る
べ

き
だ

。

前
段

に
つ

い
て

は
、

市
長

等
の

責
務

と
し

て
「
市

長
は

市
の

代
表

者
と

し
て

市
政

全
体

を
総

合
的

に
調

整
し

、
公

正
か

つ
誠

実
に

市
政

の
執

行
に

あ
た

る
責

務
を

負
い

ま
す

。
」
と

し
て

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

10
2

第
２

章
市

長
等

の
責

務
議

会
・
市

長
等

の
責

務
情

報
公

開
に

よ
っ

て
市

民
と

情
報

共
有

を
す

る
努

力
を

市
側

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

「
市

長
等

の
責

務
」
と

し
て

記
載

し
て

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

10
3

第
２

章
市

長
等

の
責

務
議

会
・
市

長
等

の
責

務
行

政
の

行
動

の
妥

当
性

の
確

認
を

市
側

の
責

務
と

し
て

欲
し

い
。

例
え

ば
実

際
に

行
わ

れ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

欲
し

い
。

第
5
章

 行
政

の
政

策
活

動
の

原
則

　
行

政
評

価
の

と
こ

ろ
で

記
載

し
て

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

10
4

第
２

章
市

長
等

の
責

務
議

会
・
市

長
等

の
責

務
市

民
満

足
度

N
o
.1

を
目

指
す

具
体

策
を

明
言

す
べ

き
だ

。
ご

意
見

の
趣

旨
は

理
解

で
き

る
が

、
こ

の
条

例
は

自
治

及
び

市
政

運
営

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

定
め

、
市

民
・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
る

。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

10
5

第
２

章
市

民
の

役
割

議
会

の
監

視
議

会
が

市
長

を
監

視
す

る
仕

組
み

が
あ

る
な

ら
そ

の
議

会
を

監
視

す
る

の
が

市
民

だ
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

10
6

第
２

章
市

民
の

役
割

子
ど

も
た

ち
の

学
び

市
の

将
来

に
配

慮
す

る
こ

と
の

担
保

と
し

て
、

教
育

の
場

で
も

っ
と

武
蔵

野
市

の
こ

と
を

子
供

た
ち

に
学

ば
せ

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
子

供
た

ち
は

自
分

の
住

ん
で

い
る

ま
ち

に
関

心
が

な
さ

す
ぎ

る
幼

児
期

か
ら

武
蔵

野
市

に
触

れ
る

時
間

を
も

っ
と

作
る

必
要

性
を

切
に

感
じ

る
。

条
例

の
内

容
の

周
知

に
つ

い
て

は
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

幅
広

い
世

代
に

分
か

り
や

す
い

も
の

を
整

備
す

る
よ

う
努

め
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

10
7

第
２

章
市

民
の

役
割

事
業

者
の

役
割

せ
っ

か
く
市

民
と

事
業

者
を

分
け

て
定

義
付

け
し

て
い

る
の

に
事

業
者

の
役

割
や

事
業

者
へ

の
期

待
が

全
く
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。

在
勤

者
や

在
学

生
よ

り
も

熱
心

に
武

蔵
野

市
の

こ
と

を
考

え
て

、
様

々
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
事

業
者

は
た

く
さ

ん
あ

る
。

そ
う

し
た

事
業

者
の

こ
と

も
大

切
に

取
り

扱
う

べ
き

。

事
業

者
の

定
義

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

10
8

第
２

章
市

民
の

役
割

市
長

等
の

責
務

自
治

基
本

条
例

は
市

職
員

へ
の

影
響

が
一

番
大

き
い

と
思

う
が

、
職

員
に

関
す

る
記

載
が

第
5
章

ま
で

出
て

こ
な

い
の

で
、

市
長

等
の

責
務

と
合

わ
せ

て
記

載
さ

れ
た

方
が

わ
か

り
や

す
い

と
思

う
。

職
員

は
「
市

長
等

の
補

助
機

関
」
で

あ
る

の
で

、
そ

の
旨

明
示

的
な

規
定

を
お

く
こ

と
と

し
、

第
5
章

の
な

か
で

規
定

す
る

こ
と

と
し

た
。

職
員

意
見

10
9

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
権

利
「
市

民
の

権
利

」
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

検
討

さ
れ

た
の

か
。

議
会

各
会

派
等

11
0

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
権

利

武
蔵

野
地

方
自

治
法

の
よ

う
に

住
民

自
治

と
団

体
自

治
の

こ
と

が
多

く
、

住
民

が
ど

う
い

う
権

利
を

持
っ

て
い

る
か

と
い

う
権

利
条

項
が

余
り

な
い

な
と

感
じ

ま
し

た
。

し
た

が
っ

て
、

や
や

武
蔵

野
市

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

法
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

印
象

に
感

じ
ま

し
た

。
そ

う
い

う
点

で
、

権
利

条
項

を
「
総

則
」

の
後

ぐ
ら

い
に

持
っ

て
き

て
、

そ
の

後
に

「
役

割
」
の

問
題

が
出

て
く
る

の
で

は
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。

市
民

意
見

交
換

会

11
1

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
責

務
市

民
は

本
来

主
権

者
で

あ
る

か
ら

、
参

加
や

参
画

し
て

い
く
こ

と
と

い
う

の
は

、
全

部
自

分
事

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
で

も
あ

り
、

そ
れ

が
結

局
は

自
分

た
ち

の
も

の
、

自
分

た
ち

も
責

任
を

負
う

と
い

う
こ

と
に

な
れ

ば
、

そ
れ

は
責

務
で

は
な

い
か

。
議

会
各

会
派

等

11
2

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
責

務
市

民
は

役
割

、
議

員
も

役
割

。
非

常
に

や
わ

ら
い

か
い

言
葉

で
言

っ
て

い
る

ん
で

す
が

、
む

し
ろ

市
民

も
責

務
が

あ
る

と
言

い
切

っ
た

ほ
う

が
い

い
の

で
は

な
い

か
。

投
票

に
行

く
こ

と
が

、
市

民
と

し
て

の
第

一
の

責
務

で
は

な
い

か
。

そ
う

い
う

こ
と

を
書

か
な

い
と

い
け

な
い

の
で

は
な

い
か

。

市
民

意
見

交
換

会

11
3

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
責

務

憲
法

な
ど

で
も

勤
労

、
納

税
、

子
ど

も
に

教
育

を
受

け
さ

せ
る

と
い

う
３

つ
の

義
務

を
掲

げ
、

そ
れ

に
対

す
る

も
の

と
し

て
初

め
て

権
利

が
認

め
ら

れ
る

と
い

う
こ

と
で

す
の

で
、

そ
う

い
う

関
係

性
が

あ
っ

て
初

め
て

最
高

規
範

と
い

う
価

値
も

生
ま

れ
て

く
る

ん
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

ぜ
ひ

「
役

割
」
で

は
な

く
、

は
っ

き
り

「
責

務
」
と

言
っ

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

あ
ま

り
、

市
民

の
権

利
ば

か
り

を
主

張
し

て
も

し
ょ

う
が

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

市
民

意
見

交
換

会

他
の

自
治

体
で

は
市

民
の

責
務

（
義

務
）
に

対
す

る
権

利
、

と
い

う
こ

と
で

項
目

を
設

け
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
る

が
、

懇
談

会
の

議
論

に
お

い
て

は
、

情
報

共
有

の
項

目
の

中
の

「
知

る
権

利
」
な

ど
権

利
条

項
に

つ
い

て
は

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
の

中
に

入
っ

て
い

る
た

め
、

単
独

の
項

目
と

し
て

は
設

け
な

い
と

い
う

整
理

が
な

さ
れ

た
。

市
民

に
行

政
側

と
同

じ
「
責

務
」
と

い
う

言
葉

で
縛

り
を

か
け

る
こ

と
に

は
違

和
感

が
あ

る
の

で
、

最
も

表
現

を
弱

め
「
市

民
の

役
割

」
と

す
る

と
い

う
整

理
を

し
て

い
る

。

市
長

等
の

責
務

の
一

つ
と

し
て

「
市

民
意

見
を

把
握

し
、

市
政

に
適

切
に

反
映

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

し
ま

す
」
と

し
て

お
り

、
こ

の
中

に
含

ま
れ

る
と

考
え

る
。

41



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

11
4

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
責

務

自
治

の
主

体
は

市
民

で
あ

る
な

ら
、

権
利

と
共

に
義

務
が

あ
り

“
責

務
”
で

良
い

の
で

は
な

い
か

。
自

治
の

主
体

は
市

民
(住

民
)で

あ
る

こ
と

は
言

う
ま

で
も

な
い

こ
と

で
し

ょ
う

。
権

利
に

は
必

ず
義

務
が

伴
い

ま
す

。
不

完
全

な
制

度
で

あ
っ

て
も

投
票

す
る

と
い

う
義

務
が

果
た

さ
れ

な
け

れ
ば

権
利

を
放

棄
し

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ

の
条

例
が

市
民

か
ら

の
発

議
で

あ
る

な
ら

ば
、

堂
々

と
市

民
の

“
責

務
”

と
言

え
ば

よ
い

し
、

市
民

の
“
責

務
”
の

第
一

は
自

ら
の

声
を

“
投

票
”
で

行
使

す
る

こ
と

で
す

。

市
民

の
具

体
的

な
義

務
・
責

務
を

特
定

す
る

こ
と

は
難

し
い

た
め

、
自

治
の

主
体

と
し

て
の

心
構

え
な

ど
を

「
市

民
の

役
割

」
と

す
る

と
い

う
整

理
を

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

11
5

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
活

性
化

す
る

こ
と

は
市

民
の

役
割

だ
。

強
制

で
は

な
い

形
で

、
軽

い
気

持
ち

で
挨

拶
が

出
来

る
習

慣
が

重
要

。
隣

に
ど

ん
な

人
が

住
ん

で
い

る
か

わ
か

ら
な

い
現

状
は

、
災

害
時

に
混

乱
を

生
む

。
ま

さ
し

く
「
市

民
の

役
割

」
で

記
載

し
て

い
る

内
容

と
思

わ
れ

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

11
6

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

に
プ

ラ
イ

ド
を

持
つ

こ
と

が
市

民
の

役
割

と
考

え
る

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

11
7

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

民
の

役
割

と
し

て
、

近
所

の
方

を
は

じ
め

、
市

に
対

し
て

関
心

を
持

つ
べ

き
だ

。
他

人
の

迷
惑

を
考

え
ず

、
最

低
限

の
ル

ー
ル

を
守

ら
な

い
人

が
い

る
。

災
害

時
に

ど
う

動
い

た
ら

良
い

か
も

不
明

。
ご

意
見

の
と

お
り

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

11
8

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

が
発

信
す

る
情

報
や

イ
ベ

ン
ト

等
に

能
動

的
に

反
応

す
る

こ
と

は
市

民
の

役
割

と
考

え
る

。
市

の
政

策
に

足
り

な
い

と
こ

ろ
に

気
づ

く
な

ど
、

多
角

的
な

視
点

や
場

合
に

よ
っ

て
は

批
判

的
な

目
も

必
要

。
ご

意
見

の
と

お
り

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

11
9

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
ご

近
所

と
の

挨
拶

で
緩

い
関

係
を

作
っ

て
お

く
こ

と
は

市
民

の
役

割
だ

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
0

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
主

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

参
加

す
る

こ
と

、
楽

し
む

こ
と

、
人

と
つ

な
が

る
こ

と
は

市
民

の
役

割
だ

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
1

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
関

心
を

持
っ

て
情

報
共

有
・
情

報
収

集
を

行
う

事
は

市
民

の
役

割
で

あ
る

。
市

か
ら

の
情

報
開

示
は

さ
れ

て
い

る
が

、
市

民
の

関
心

が
な

い
、

チ
ェ

ッ
ク

や
共

有
が

で
き

て
い

な
い

現
状

が
あ

る
。

ご
意

見
の

趣
旨

は
理

解
で

き
る

。
そ

の
た

め
こ

の
条

例
で

自
治

及
び

市
政

運
営

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

定
め

、
市

民
・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
2

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
地

域
の

人
々

と
幅

広
い

交
流

を
心

掛
け

る
こ

と
は

市
民

の
役

割
と

考
え

る
。

異
世

代
の

人
と

の
交

流
が

少
な

い
現

状
が

あ
る

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
3

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
責

任
を

持
っ

て
市

長
や

議
員

を
選

出
す

る
た

め
に

、
選

挙
に

行
く
こ

と
は

市
民

の
役

割
だ

。
選

挙
に

参
加

す
る

権
利

は
憲

法
、

法
律

で
定

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
こ

の
条

例
で

改
め

て
定

め
る

も
の

で
は

な
い

と
い

う
整

理
を

し
て

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

12
4

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

の
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

は
市

民
の

役
割

だ
。

参
加

す
れ

ば
意

見
を

発
信

す
る

こ
と

も
で

き
る

し
、

市
が

ど
う

な
ろ

う
と

し
て

い
る

か
を

市
民

が
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
5

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

民
の

役
割

と
権

利
の

両
方

を
併

記
し

て
ほ

し
い

。

他
の

自
治

体
で

は
市

民
の

責
務

（
義

務
）
に

対
す

る
権

利
、

と
い

う
こ

と
で

項
目

を
設

け
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
る

が
、

懇
談

会
の

議
論

に
お

い
て

は
、

情
報

共
有

の
項

目
に

お
け

る
「
知

る
権

利
」
な

ど
権

利
条

項
に

つ
い

て
は

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
の

中
に

入
っ

て
い

る
た

め
、

単
独

の
項

目
と

し
て

は
設

け
な

い
と

い
う

整
理

が
な

さ
れ

た
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
6

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

民
が

議
会

や
市

長
等

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
を

市
民

の
役

割
と

す
べ

き
だ

。
議

員
や

市
長

等
が

役
割

を
果

た
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

ご
意

見
の

趣
旨

は
理

解
で

き
る

。
そ

の
た

め
こ

の
条

例
で

自
治

及
び

市
政

運
営

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

定
め

、
市

民
・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
7

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
災

害
時

な
ど

の
地

域
安

全
の

監
視

は
市

民
の

役
割

と
す

べ
き

だ
。

地
域

に
住

む
者

と
し

て
意

識
を

持
つ

こ
と

は
必

要
で

あ
る

。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

市
民

の
役

割
の

「
自

治
の

主
体

で
あ

り
、

民
主

主
義

の
担

い
手

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
て

行
動

す
る

」
と

い
う

項
目

に
つ

い
て

は
正

に
そ

う
い

っ
た

趣
旨

を
含

め
る

意
味

で
盛

り
込

ん
で

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

12
8

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
施

策
を

知
り

、
必

要
に

応
じ

て
声

を
上

げ
る

こ
と

も
市

民
の

役
割

だ
。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

12
9

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

民
の

役
割

と
し

て
、

積
極

的
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
参

加
す

る
べ

き
だ

。
今

の
時

代
だ

か
ら

こ
そ

、
自

発
的

に
人

脈
を

創
る

こ
と

が
重

要
だ

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

13
0

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
「
民

主
主

義
の

担
い

手
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
行

動
し

ま
す

」
と

い
う

表
現

が
分

か
り

に
く
く
、

重
た

い
気

が
す

る
。

趣
旨

・
説

明
の

「
安

心
し

て
生

活
で

き
る

環
境

を
自

ら
守

る
よ

う
に

努
め

ま
す

」
く
ら

い
の

ほ
う

が
良

い
と

思
う

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
条

例
案

作
成

と
、

条
例

が
で

き
た

の
ち

の
説

明
の

段
階

で
の

工
夫

が
必

要
と

考
え

る
。

職
員

意
見
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

13
1

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
「
市

民
は

、
お

互
い

の
自

由
と

人
格

を
尊

重
」
の

中
の

自
由

と
い

う
の

が
武

蔵
野

市
民

ら
し

い
キ

ー
ワ

ー
ド

だ
と

思
う

。
自

治
会

が
な

く
、

個
人

の
自

由
意

志
と

自
発

性
に

よ
っ

て
市

政
の

方
向

性
を

決
め

て
実

践
し

て
き

た
こ

と
の

核
の

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

職
員

意
見

13
2

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

民
の

役
割

：
①

未
来

の
人

の
こ

と
、

②
今

の
人

の
こ

と
を

明
記

し
て

い
る

が
、

③
過

去
の

人
の

こ
と

の
明

記
は

い
ら

な
い

か
。

今
ま

で
武

蔵
野

市
を

作
っ

て
き

た
先

人
へ

の
謝

意
を

明
記

す
れ

ば
、

歴
史

的
遺

産
の

保
全

な
ど

に
繋

が
る

と
思

う
。

歴
史

的
経

緯
に

つ
い

て
は

、
前

文
で

記
載

す
る

整
理

を
し

て
い

る
。

職
員

意
見

13
3

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
に

つ
い

て
「
市

民
は

自
治

主
体

で
あ

り
」
を

「
市

民
は

主
権

者
で

あ
り

」
と

し
て

い
た

だ
き

た
い

「
主

権
者

」
と

い
う

言
葉

は
国

民
全

体
に

対
す

る
概

念
で

あ
り

、
都

道
府

県
・
市

町
村

単
位

の
主

権
者

と
い

う
概

念
は

な
い

も
の

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

本
条

例
で

は
「
市

民
」

を
居

住
者

に
限

ら
ず

通
勤

・
通

学
や

活
動

す
る

人
も

含
め

て
幅

広
く
定

義
し

、
市

民
参

加
の

対
象

と
し

て
い

る
た

め
、

そ
の

場
合

「
主

権
者

」
と

い
う

言
葉

は
適

当
で

は
な

い
と

い
う

判
断

の
も

と
、

「
主

権
者

」
で

は
な

く
「
主

体
」
と

い
う

言
葉

を
使

用
し

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

13
4

第
２

章
市

民
の

役
割

役
割

と
い

う
表

現
に

つ
い

て

「
行

政
側

と
同

じ
よ

う
に

市
民

の
側

に
「
責

務
」
と

い
う

言
葉

で
縛

り
を

か
け

る
こ

と
に

は
違

和
感

が
あ

る
」
と

の
意

見
に

違
和

感
を

覚
え

る
。

武
蔵

野
市

は
市

民
参

加
に

よ
る

市
政

運
営

の
伝

統
が

あ
り

、
市

民
は

議
会

、
市

長
と

対
等

な
立

場
で

市
政

に
参

加
し

て
き

た
。

そ
れ

は
市

民
自

ら
が

市
政

に
責

務
を

負
う

こ
と

を
含

め
て

い
る

。
従

っ
て

「
役

割
」
で

は
な

く
「
責

務
」
と

明
記

す
べ

き
で

あ
る

。

職
員

意
見

13
5

第
２

章
市

民
の

役
割

役
割

と
い

う
表

現
に

つ
い

て

市
民

が
自

治
の

主
体

で
あ

る
な

ら
ば

、
「
権

利
」
が

あ
れ

ば
「
責

任
」
が

あ
る

こ
と

を
き

ち
ん

と
書

い
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

る
。

市
民

に
は

「
市

民
自

治
」
を

行
う

た
め

に
様

々
な

権
利

が
あ

り
、

そ
の

権
利

を
保

持
す

る
た

め
の

「
努

力
」
や

「
責

任
」
も

求
め

る
と

こ
ろ

に
「
自

治
基

本
条

例
」
の

本
質

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

る
。

職
員

意
見

13
6

第
２

章
市

民
の

役
割

役
割

と
い

う
表

現
に

つ
い

て

市
民

の
「
役

割
」
と

い
う

言
葉

を
、

「
責

務
」
に

置
き

換
え

 る
べ

き
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

。
こ

こ
で

は
、

あ
く
ま

で
、

市
民

が
自

治
の

主
体

 で
あ

る
こ

と
、

そ
し

て
「
民

主
主

義
の

担
い

手
」
で

あ
る

こ
と

の
自

覚
と

、
そ

の
 自

覚
に

基
づ

い
て

の
行

動
を

促
す

と
い

う
点

を
、

強
調

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

13
7

第
２

章
市

長
等

の
責

務
議

会
・
市

長
等

の
責

務

代
表

質
問

が
な

い
等

無
所

属
議

員
へ

の
意

見
を

伝
え

に
く
い

し
、

伝
わ

り
に

く
い

と
い

う
意

見
が

グ
ル

ー
プ

の
中

で
あ

っ
た

。
よ

り
活

動
が

わ
か

る
よ

う
に

、
通

年
会

期
制

の
導

入
や

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
活

用
も

考
え

ら
れ

る
。

議
会

・
市

長
等

の
活

動
を

可
視

化
す

る
こ

と
を

責
務

と
し

て
欲

し
い

。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

13
8

第
２

章
市

民
の

役
割

市
民

の
役

割
市

議
会

に
つ

い
て

関
心

を
持

つ
こ

と
は

市
民

の
役

割
で

あ
る

。
議

会
や

行
政

を
監

視
す

る
こ

と
を

市
民

の
努

力
義

務
な

い
し

義
務

と
す

る
こ

と
に

は
抵

抗
が

あ
る

も
の

の
、

権
利

で
あ

る
こ

と
は

確
か

で
あ

る
か

ら
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

13
9

第
３

章
情

報
共

有
会

議
の

あ
り

方
に

つ
い

て
会

議
の

非
公

開
に

つ
い

て
は

恣
意

的
で

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

と
考

え
る

。
非

公
開

と
す

る
状

況
に

つ
い

て
は

列
挙

す
べ

き
。

ご
指

摘
の

と
お

り
で

、
非

公
開

と
す

る
会

議
は

情
報

公
開

条
例

に
定

め
る

非
開

示
情

報
が

内
容

に
含

ま
れ

る
も

の
、

と
想

定
し

て
い

る
。

議
会

各
会

派
等

14
0

第
３

章
情

報
共

有
会

議
の

定
義

「
情

報
共

有
」
の

「
趣

旨
・
説

明
」
に

「
公

開
と

す
る

会
議

は
ー

」
と

あ
り

ま
す

が
、

こ
れ

だ
と

市
の

職
員

と
有

識
者

の
み

で
構

成
さ

れ
る

会
議

は
公

開
さ

れ
な

く
な

り
か

ね
ま

せ
ん

。
公

開
の

対
象

を
広

く
と

る
よ

う
な

文
言

を
提

案
し

て
い

た
だ

け
ま

せ
ん

か
。

骨
子

案
素

案
に

お
い

て
も

、
市

長
等

が
設

置
す

る
審

議
会

・
調

査
会

・
懇

談
会

・
研

究
会

な
ど

、
有

識
者

や
市

民
等

、
市

の
職

員
だ

け
で

は
な

く
外

部
の

委
員

が
構

成
員

に
な

る
会

議
は

公
開

対
象

と
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

14
1

第
３

章
情

報
共

有
職

員
が

コ
ミ

セ
ン

に
赴

く
な

ど
、

市
の

方
か

ら
市

民
に

歩
み

寄
り

、
市

民
の

話
を

直
接

聴
い

て
欲

し
い

。
そ

の
方

が
市

民
と

し
て

も
手

間
が

な
い

し
、

市
も

市
民

の
意

見
を

把
握

で
き

る
と

思
う

。

ご
意

見
の

趣
旨

は
、

第
5
章

行
政

の
政

策
活

動
の

原
則

の
職

員
の

責
務

に
お

い
て

「
自

ら
が

自
治

の
担

い
手

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
」
と

記
載

し
て

お
り

、
そ

の
中

に
含

ま
れ

る
も

の
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

14
2

第
３

章
情

報
共

有
情

報
取

得
手

段
の

多
様

化
が

大
切

で
あ

る
。

「
知

る
権

利
を

保
障

す
る

」
か

ら
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

に
繋

が
っ

て
い

く
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

14
3

第
３

章
情

報
共

有
現

状
は

情
報

が
大

量
す

ぎ
て

分
か

り
づ

ら
い

の
で

、
関

心
を

持
つ

人
を

増
や

す
た

め
に

も
、

精
査

し
て

重
要

な
情

報
を

ま
と

め
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

14
4

第
３

章
情

報
共

有
相

手
に

伝
わ

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
こ

と
が

情
報

共
有

に
お

い
て

大
切

だ
。

一
方

通
行

の
伝

達
で

は
意

味
が

な
い

。
そ

の
意

味
で

情
報

の
「
開

示
」
で

は
な

く
「
共

有
」
と

い
う

表
現

を
用

い
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

市
民

の
具

体
的

な
義

務
・
責

務
を

特
定

す
る

こ
と

は
難

し
い

た
め

、
自

治
の

主
体

と
し

て
の

心
構

え
な

ど
を

「
市

民
の

役
割

」
と

す
る

と
い

う
整

理
を

し
て

い
る

。

議
会

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

は
議

会
と

十
分

に
協

議
を

行
い

、
議

会
で

検
討

中
で

あ
る

議
会

基
本

条
例

と
の

整
合

を
図

っ
た

う
え

で
自

治
基

本
条

例
案

を
作

成
す

る
。

情
報

共
有

に
お

い
て

大
事

な
こ

と
（
W

S
で

の
テ

ー
マ

）
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

14
5

第
３

章
情

報
共

有
必

要
な

人
に

必
要

な
情

報
が

届
く
こ

と
が

大
切

な
の

で
、

今
ま

で
市

政
に

興
味

が
な

か
っ

た
若

い
人

や
働

く
人

な
ど

へ
の

き
っ

か
け

づ
く
り

が
大

事
だ

。
自

分
に

関
わ

り
が

な
い

と
知

ろ
う

と
す

る
機

会
も

な
い

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

14
6

第
３

章
情

報
共

有
情

報
を

得
る

側
も

得
よ

う
と

積
極

的
に

努
力

を
す

る
べ

き
だ

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

14
7

第
３

章
情

報
共

有
項

目
一

覧
や

見
出

し
を

工
夫

し
、

シ
ン

プ
ル

で
検

索
し

や
す

い
こ

と
が

情
報

共
有

に
お

い
て

大
切

だ
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

14
8

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
の

対
象

「
会

議
録

の
公

開
」
に

つ
い

て
記

載
が

あ
る

が
、

市
職

員
の

負
担

増
に

つ
な

が
ら

な
い

か
？

会
議

録
作

成
の

外
注

を
認

め
る

な
ど

の
配

慮
も

合
わ

せ
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

第
２

章
に

は
、

市
長

等
の

責
務

と
し

て
、

「
職

員
が

十
分

に
力

を
発

揮
で

き
る

環
境

を
整

え
、

仕
事

の
質

の
向

上
を

図
る

こ
と

」
が

記
載

さ
れ

て
い

る
の

で
、

業
務

負
担

軽
減

の
視

点
で

も
、

検
討

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
考

え
る

。

懇
談

会
に

お
い

て
、

策
定

過
程

に
お

け
る

情
報

公
開

の
一

環
と

し
て

会
議

の
及

び
会

議
録

も
原

則
公

開
と

す
る

と
い

う
議

論
が

な
さ

れ
、

骨
子

案
素

案
に

記
載

し
て

い
る

。
職

員
の

業
務

負
担

軽
減

に
つ

い
て

は
当

然
考

え
な

く
て

は
な

ら
な

い
重

要
な

問
題

で
、

そ
の

た
め

の
対

策
や

手
法

を
検

討
す

る
べ

き
で

あ
る

。

職
員

意
見

14
9

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
の

対
象

会
議

の
公

開
非

公
開

の
判

断
は

、
こ

れ
ま

で
会

議
体

に
委

ね
ら

れ
て

き
た

が
、

条
例

制
定

後
も

、
正

当
性

の
判

断
を

含
め

、
会

議
体

に
委

ね
ら

れ
る

も
の

と
考

え
て

良
い

の
か

、
そ

れ
と

も
正

当
性

に
つ

い
て

は
予

め
限

定
さ

れ
る

の
か

、
そ

の
辺

り
が

よ
く
わ

か
ら

な
い

。

本
条

例
は

他
の

条
例

の
解

釈
の

基
準

と
な

る
基

本
的

な
条

例
で

あ
る

た
め

、
骨

子
案

素
案

の
と

お
り

「
原

則
公

開
と

す
る

」
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
そ

の
上

で
会

議
で

扱
う

事
案

に
応

じ
て

非
公

開
と

す
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

の
判

断
は

そ
れ

ぞ
れ

の
会

議
体

が
行

う
も

の
と

考
え

る
。

職
員

意
見

15
0

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
の

対
象

武
蔵

野
市

が
他

の
自

治
体

に
先

ん
じ

て
情

報
公

開
条

例
を

制
定

し
、

長
期

計
画

を
は

じ
め

と
す

る
計

画
策

定
に

お
い

て
政

策
情

報
の

公
開

を
し

て
き

た
の

は
、

情
報

の
公

開
が

市
民

自
治

に
つ

な
が

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
本

文
に

も
そ

の
主

旨
が

伝
わ

る
よ

う
な

記
述

を
入

れ
て

い
た

だ
き

た
い

。

市
民

自
治

の
推

進
に

向
け

た
情

報
公

開
の

重
要

性
に

つ
い

て
盛

り
込

め
る

よ
う

、
条

例
案

作
成

の
際

に
検

討
す

る
。

職
員

意
見

15
1

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
の

対
象

情
報

共
有

の
部

分
で

す
が

、
情

報
公

開
が

「
市

民
参

加
」
そ

し
て

「
協

働
」
を

 担
保

す
る

も
の

で
あ

る
な

ら
ば

、
「
公

共
的

な
責

任
を

負
う

事
業

者
や

市
民

団
体

等
」
 を

情
報

共
有

の
対

象
に

含
め

な
け

れ
ば

、
現

実
に

そ
ぐ

わ
な

い
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
と

り
わ

け
現

在
で

は
、

P
P

P
等

の
手

法
に

お
い

 て
、

民
間

企
業

が
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

供
給

主
体

と
な

る
ケ

ー
ス

も
散

見
し

ま
す

。
 こ

の
点

は
ぜ

ひ
、

考
慮

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

責
任

の
主

体
と

し
て

、
市

長
等

及
び

市
議

会
だ

け
で

な
く
、

さ
ら

に
「
公

共
的

な
責

任
を

負
う

事
業

者
や

市
民

団
体

等
」
を

含
め

る
べ

き
か

に
つ

い
て

は
今

後
条

例
案

作
成

の
際

に
検

討
し

て
い

く
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

15
2

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
の

取
組

み

情
報

公
開

に
つ

い
て

、
憲

法
に

相
当

す
る

自
治

基
本

条
例

の
中

で
、

ど
う

い
う

意
味

を
持

つ
の

か
を

明
記

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

つ
ま

り
、

情
報

共
有

の
た

め
に

不
可

欠
な

も
の

で
、

そ
の

た
め

に
積

極
的

に
こ

う
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
を

、
こ

の
条

例
の

中
で

制
定

す
べ

き
だ

と
考

え
ま

す
。

行
政

の
公

正
と

透
明

性
を

確
保

し
、

市
民

の
市

政
参

加
を

推
進

す
る

た
め

に
、

市
民

と
の

情
報

共
有

、
市

民
へ

の
情

報
提

供
は

、
不

可
欠

な
要

素
で

あ
る

。
本

条
例

の
基

本
原

則
の

う
ち

の
一

つ
と

し
て

も
位

置
付

け
て

い
る

。
そ

れ
が

十
分

に
担

保
さ

れ
る

内
容

と
な

る
よ

う
、

条
例

案
の

作
成

を
行

っ
て

い
く
。

市
民

意
見

交
換

会

15
3

第
３

章
情

報
共

有
情

報
公

開
終

わ
っ

て
か

ら
の

公
開

で
は

遅
す

ぎ
る

。
策

定
過

程
で

の
論

点
、

争
点

を
明

確
に

し
た

う
え

で
公

開
し

、
市

民
が

自
分

事
と

し
て

考
え

ら
れ

る
仕

組
み

が
必

要
と

考
え

る
。

議
会

各
会

派
等

15
4

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
情

報
公

開
条

例
に

基
づ

き
意

思
形

成
過

程
の

情
報

共
有

に
関

し
て

は
深

化
を

求
め

る
。

議
会

各
会

派
等

15
5

第
３

章
情

報
共

有
情

報
共

有
の

対
象

行
政

の
公

正
と

透
明

性
を

確
保

す
る

た
め

に
も

、
政

策
過

程
・
計

画
の

策
定

過
程

等
に

つ
い

て
、

市
民

に
対

し
て

、
で

き
る

だ
け

明
ら

か
に

し
て

い
く
が

望
ま

し
い

と
考

え
る

。
職

員
意

見

15
6

第
３

章
情

報
共

有
情

報
の

提
供

欲
し

い
情

報
と

提
供

さ
れ

て
い

る
情

報
が

マ
ッ

チ
ン

グ
し

て
い

な
い

。
条

例
案

の
作

成
と

並
行

し
て

、
欲

し
い

人
の

と
こ

ろ
に

欲
し

い
情

報
が

届
く
よ

う
、

随
時

検
討

し
て

い
く
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

15
7

第
３

章
情

報
共

有
そ

の
他

住
民

投
票

は
、

一
種

の
最

終
手

段
か

非
常

手
段

で
あ

っ
て

、
実

際
に

は
そ

れ
以

外
の

、
例

え
ば

「
情

報
共

有
」
、

「
市

民
参

加
」
、

「
協

働
」
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
と

い
う

こ
と

が
き

ち
ん

と
確

立
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
、

住
民

投
票

以
上

に
重

要
だ

と
思

う
。

こ
の

武
蔵

野
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

に
積

み
上

げ
て

き
た

様
々

な
議

論
が

あ
る

と
思

う
の

で
、

実
際

の
条

例
を

策
定

す
る

際
に

は
、

そ
う

い
う

議
論

を
ぜ

ひ
酌

み
上

げ
る

努
力

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

市
と

市
民

の
情

報
共

有
に

よ
っ

て
市

民
参

加
が

進
み

、
そ

れ
が

協
働

に
繋

が
り

、
そ

の
サ

イ
ク

ル
が

回
る

こ
と

に
よ

っ
て

自
治

の
推

進
が

図
ら

れ
る

た
め

、
情

報
共

有
・
市

民
参

加
・
協

働
は

３
つ

の
大

き
な

柱
と

し
て

基
本

原
則

に
も

組
み

込
ん

で
い

る
。

ま
た

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

大
事

に
す

る
と

い
う

市
の

姿
勢

を
本

条
例

で
改

め
て

示
す

こ
と

も
大

切
と

考
え

て
い

る
。

ご
指

摘
の

通
り

、
条

例
案

作
成

の
段

階
で

こ
れ

ら
の

議
論

を
さ

ら
に

深
め

て
い

く
。

市
民

意
見

交
換

会

情
報

共
有

に
お

い
て

大
事

な
こ

と
（
W

S
で

の
テ

ー
マ

）

懇
談

会
の

議
論

に
お

い
て

も
、

情
報

を
公

表
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

に
つ

い
て

は
た

び
た

び
議

論
と

な
っ

た
が

、
「
案

件
に

よ
る

た
め

、
一

律
の

定
め

を
設

け
る

こ
と

は
困

難
」
と

い
う

意
見

が
出

た
こ

と
を

受
け

た
結

果
、

骨
子

案
素

案
の

「
市

は
、

市
の

保
有

す
る

情
報

を
市

民
に

適
時

適
切

に
公

表
し

、
分

か
り

や
す

い
情

報
公

開
に

努
め

る
」
と

い
う

表
現

に
な

っ
て

い
る

。

44



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

15
8

第
３

章
情

報
共

有
用

語
の

定
義

情
報

公
表

と
い

う
の

は
、

市
民

の
請

求
を

待
た

ず
に

、
市

が
一

般
市

民
に

対
し

て
さ

ま
ざ

ま
な

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
て

公
表

す
る

こ
と

で
あ

り
、

情
報

公
開

と
い

う
の

は
、

情
報

公
開

請
求

者
の

請
求

に
応

じ
て

公
開

す
る

も
の

で
、

両
者

は
対

象
も

手
続

も
違

う
も

の
で

す
。

情
報

公
表

と
情

報
公

開
の

両
方

が
そ

ろ
っ

て
市

民
と

市
が

情
報

共
有

で
き

る
こ

と
に

な
り

ま
す

が
、

素
案

に
お

い
て

は
両

者
が

混
同

さ
れ

、
あ

る
い

は
誤

用
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
思

う
の

で
、

そ
の

点
は

直
し

て
い

た
だ

い
た

ほ
う

が
い

い
と

思
い

ま
す

。

ご
指

摘
い

た
だ

い
た

、
情

報
の

公
表

と
公

開
の

表
現

に
つ

い
て

は
骨

子
案

素
案

全
般

に
つ

い
て

再
度

見
直

し
を

行
う

。
市

民
意

見
交

換
会

15
9

第
３

章
情

報
共

有
わ

か
り

や
す

い
早

め
の

公
開

情
報

公
開

に
つ

い
て

、
市

民
が

情
報

を
つ

か
む

に
は

常
に

自
ら

ア
ン

テ
ナ

を
張

っ
て

意
識

し
て

い
な

い
と

必
要

な
情

報
は

入
っ

て
こ

な
い

よ
う

に
感

じ
る

。
も

っ
と

広
く
わ

か
り

や
す

く
、

早
め

に
公

開
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
か

が
課

題
で

あ
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

16
0

第
３

章
情

報
共

有
一

方
通

行
で

終
わ

ら
な

い
こ

と
や

、
市

民
の

メ
リ

ッ
ト

や
デ

メ
リ

ッ
ト

を
明

確
化

し
て

情
報

提
供

を
行

う
事

が
大

切
だ

。
ま

た
、

情
報

は
多

す
ぎ

て
も

分
か

ら
な

い
の

で
精

査
が

必
要

だ
。

情
報

提
供

の
タ

イ
ミ

ン
グ

も
大

切
で

あ
る

。
決

ま
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

16
1

第
３

章
情

報
共

有
現

在
の

情
報

の
参

照
先

は
紙

か
電

子
媒

体
か

で
二

極
化

し
て

い
る

が
、

複
数

の
媒

体
で

情
報

受
取

の
頻

度
が

選
べ

、
関

心
が

持
て

る
よ

う
な

仕
組

み
を

つ
く
る

こ
と

が
情

報
共

有
に

お
い

て
大

切
で

あ
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

16
2

第
３

章
情

報
共

有
情

報
公

開
情

報
公

開
請

求
は

具
体

的
に

は
「
武

蔵
野

市
情

報
公

開
条

例
」
の

定
め

る
処

に
な

り
ま

す
が

、
　

自
治

基
本

条
例

が
、

「
武

蔵
野

市
情

報
公

開
条

例
」
の

解
釈

の
基

準
と

し
て

生
か

さ
れ

る
様

に
、

「
市

は
情

報
公

開
請

求
に

積
極

的
に

応
え

ま
す

。
」
と

の
文

言
を

加
入

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

行
政

文
書

の
開

示
に

つ
い

て
は

、
情

報
公

開
条

例
第

９
条

に
市

の
義

務
と

し
て

定
め

ら
れ

て
い

る
。

本
条

例
に

お
い

て
は

、
情

報
共

有
に

関
す

る
市

長
等

及
び

市
議

会
の

責
務

な
ど

、
大

枠
の

部
分

を
定

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

16
3

第
３

章
情

報
共

有
情

報
公

開
と

市
民

参
加

情
報

公
開

の
状

況
を

評
価

す
る

制
度

を
設

け
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

年
度

ご
と

に
ど

の
程

度
の

情
報

が
公

開
さ

れ
た

の
か

を
分

か
り

や
す

く
公

表
す

る
な

ど
し

て
、

常
に

改
善

を
図

る
シ

ス
テ

ム
に

な
っ

て
い

る
こ

と
が

必
須

で
す

。

情
報

共
有

に
関

す
る

詳
細

に
つ

い
て

は
情

報
公

開
条

例
で

定
め

ら
れ

て
い

る
た

め
、

本
条

例
に

お
い

て
は

、
情

報
共

有
に

関
す

る
市

長
等

及
び

市
議

会
の

責
務

な
ど

、
大

枠
の

部
分

を
定

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

16
4

第
３

章
情

報
共

有
2
0
1
6
年

1
2
月

に
施

行
さ

れ
て

お
り

ま
す

官
民

デ
ー

タ
活

用
推

進
基

本
法

の
武

蔵
野

市
で

の
条

例
化

を
見

据
え

た
も

の
に

深
め

る
べ

き
で

あ
る

。

情
報

共
有

に
関

す
る

詳
細

に
つ

い
て

は
情

報
公

開
条

例
で

定
め

ら
れ

て
い

る
た

め
、

本
条

例
に

お
い

て
は

、
情

報
共

有
に

関
す

る
市

長
等

及
び

市
議

会
の

責
務

な
ど

、
大

枠
の

部
分

を
定

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

官
民

デ
ー

タ
活

用
推

進
基

本
法

に
基

づ
く

デ
ー

タ
の

活
用

に
つ

い
て

は
総

合
情

報
化

基
本

計
画

に
お

い
て

位
置

付
け

、
検

討
を

し
て

い
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

16
5

第
３

章
市

民
参

加
「
重

要
な

」
の

捉
え

方
市

民
参

加
に

お
い

て
「
重

要
な

」
も

の
と

は
ど

う
考

え
て

い
く
の

か
。

議
会

各
会

派
等

16
6

第
３

章
市

民
参

加
「
重

要
な

」
の

捉
え

方
「
重

要
な

」
の

捉
え

方
に

つ
い

て
、

ど
う

決
め

て
い

く
の

か
。

そ
も

そ
も

定
義

す
る

必
要

が
あ

る
か

ど
う

か
。

職
員

意
見

16
7

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
市

民
参

加
の

対
象

事
項

は
各

々
で

解
釈

が
異

な
る

（
特

に
「
重

要
な

計
画

、
重

要
な

条
例

」
）
の

で
、

具
体

的
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
。

議
会

各
会

派
等

16
8

第
３

章
市

民
参

加
学

習
機

会
の

提
供

教
育

委
員

会
所

管
の

と
こ

ろ
で

、
も

う
少

し
総

合
的

な
市

民
生

活
に

か
か

わ
る

よ
う

な
課

題
の

学
習

を
活

性
化

し
て

い
け

る
と

、
市

民
参

加
が

充
実

し
て

い
く
か

と
思

い
ま

す
の

で
、

そ
の

あ
た

り
を

位
置

づ
け

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

教
育

委
員

会
で

は
、

武
蔵

野
市

立
の

小
中

学
校

に
お

い
て

特
設

教
科

と
し

て
「
武

蔵
野

市
民

科
」
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
今

後
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

武
蔵

野
市

民
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

作
成

委
員

会
を

設
置

し
、

必
要

な
情

報
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

市
民

意
見

交
換

会

16
9

第
３

章
市

民
参

加
協

働
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
協

働
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
関

し
て

は
条

文
化

せ
ず

前
文

へ
の

書
き

込
み

で
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

「
協

働
」
に

つ
い

て
は

自
治

の
推

進
に

向
け

て
、

こ
の

条
例

の
基

本
原

則
と

し
て

示
し

て
い

る
。

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い

て
は

、
武

蔵
野

市
の

特
徴

の
一

つ
で

あ
る

の
で

、
前

文
で

歴
史

的
背

景
等

を
記

載
し

た
上

で
、

考
え

方
を

条
文

と
し

て
記

載
す

る
と

い
う

整
理

を
し

て
い

る
。

議
会

各
会

派
等

17
0

第
３

章
市

民
参

加
市

民
憲

章
の

制
定

「
市

民
参

加
」
を

具
体

化
す

る
た

め
の

 手
段

と
し

て
、

事
前

手
続

き
と

事
後

評
価

を
一

連
的

・
制

度
的

に
条

例
化

・
体

系
化

す
る

こ
と

を
目

指
す

の
で

あ
れ

ば
、

「
市

民
憲

章
」
の

制
定

が
検

討
さ

れ
る

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

現
行

の
法

体
系

に
は

ご
意

見
の

趣
旨

の
よ

う
な

概
念

が
な

い
た

め
、

自
治

に
関

す
る

基
本

条
例

と
し

て
、

そ
の

他
の

条
例

は
こ

の
基

本
条

例
に

整
合

性
を

保
つ

よ
う

努
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
、

と
い

う
位

置
づ

け
に

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

懇
談

会
の

議
論

に
お

い
て

も
、

情
報

を
公

表
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

と
、

わ
か

り
や

す
さ

に
つ

い
て

は
た

び
た

び
議

論
と

な
っ

た
。

そ
の

結
果

、
骨

子
案

素
案

の
「
市

は
、

市
の

保
有

す
る

情
報

を
市

民
に

適
時

適
切

に
公

表
し

、
分

か
り

や
す

い
情

報
公

開
に

努
め

る
」
と

い
う

表
現

に
な

っ
て

い
る

。
そ

れ
を

担
保

す
る

た
め

の
仕

組
み

は
条

例
案

の
作

成
と

合
わ

せ
て

検
討

し
て

い
く
。

情
報

共
有

に
お

い
て

大
事

な
こ

と
（
W

S
で

の
テ

ー
マ

）

懇
談

会
で

は
、

市
民

の
権

利
義

務
に

関
わ

る
内

容
を

含
む

も
の

、
市

民
と

の
関

係
を

規
定

す
る

も
の

は
重

要
な

計
画

・
条

例
に

入
る

と
い

う
整

理
を

し
て

い
る

が
、

今
後

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

は
、

具
体

的
に

ど
う

い
っ

た
内

容
が

含
ま

れ
る

の
か

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

45



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

17
1

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
参

加
で

き
る

人
は

減
っ

て
い

る
が

、
参

加
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

は
あ

る
人

は
多

い
。

各
段

階
で

主
体

的
に

市
民

が
参

加
で

き
る

仕
組

み
を

つ
く
る

と
い

う
エ

ッ
セ

ン
ス

は
入

れ
る

べ
き

。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

そ
の

た
め

こ
の

条
例

で
自

治
及

び
市

政
運

営
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
、

市
民

・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
と

考
え

る
。

議
会

各
会

派
等

17
2

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加

今
の

社
会

保
障

制
度

の
中

に
お

い
て

、
市

民
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

姿
、

そ
う

い
う

人
た

ち
が

支
え

て
い

た
だ

い
て

い
る

と
い

う
社

会
資

源
の

温
か

み
や

そ
の

大
切

さ
、

そ
の

声
を

反
映

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

、
今

の
自

治
体

の
果

た
す

べ
き

役
割

の
中

で
大

変
大

き
な

意
味

を
占

め
て

い
る

。
市

民
の

権
利

と
い

う
こ

と
と

は
ま

た
別

の
問

題
と

し
て

、
市

民
参

加
に

も
な

る
の

か
も

し
れ

な
い

が
、

ど
の

よ
う

な
議

論
が

あ
っ

た
の

か
を

伺
い

た
い

。

ご
意

見
の

と
お

り
で

、
市

民
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
力

に
つ

い
て

は
主

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

項
目

に
お

い
て

話
題

に
出

て
「
自

治
基

本
条

例
の

中
に

位
置

づ
け

る
に

し
て

も
、

今
ま

で
武

蔵
野

が
培

っ
て

き
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
か

け
離

れ
な

い
よ

う
に

慎
重

に
考

え
る

必
要

が
あ

る
」
と

い
っ

た
議

論
が

な
さ

れ
た

。

市
民

意
見

交
換

会

17
3

第
３

章
市

民
参

加
主

役
で

あ
る

市
民

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
く
、

利
用

し
や

す
く
、

参
加

し
や

す
い

し
く
み

が
必

要
だ

。
市

民
の

目
線

に
立

っ
て

市
民

参
加

を
考

え
て

欲
し

い
。

例
え

ば
市

政
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
広

げ
て

そ
こ

で
の

市
民

参
加

を
可

能
に

す
る

な
ど

。

ご
意

見
の

と
お

り
で

、
市

民
に

と
っ

て
参

加
し

や
す

い
仕

組
み

を
つ

く
る

の
は

市
の

役
割

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

17
4

第
３

章
市

民
参

加
発

生
し

た
問

題
に

対
し

て
、

ど
こ

に
連

絡
す

れ
ば

よ
い

の
か

と
、

そ
の

後
ど

う
扱

わ
れ

た
か

が
わ

か
る

と
便

利
で

あ
り

、
且

つ
市

民
参

加
意

欲
も

向
上

す
る

の
で

、
相

談
窓

口
の

明
確

化
と

市
民

参
加

の
結

果
を

開
示

す
る

こ
と

が
大

切
と

考
え

る
。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

市
民

参
加

の
項

目
に

お
い

て
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

で
出

さ
れ

た
意

見
に

対
し

て
応

答
す

る
こ

と
を

市
長

等
の

側
に

義
務

付
け

て
い

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

17
5

第
３

章
市

民
参

加
市

民
に

対
し

て
き

っ
か

け
づ

く
り

を
行

い
、

市
政

に
関

心
を

持
た

せ
る

こ
と

が
大

切
だ

。
ご

意
見

の
と

お
り

と
考

え
る

。
市

民
参

加
の

項
目

の
「
参

加
の

機
会

を
整

備
す

る
」
に

そ
う

い
っ

た
内

容
も

含
ま

れ
る

と
解

す
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

17
6

第
３

章
市

民
参

加
市

が
①

市
民

の
参

加
努

力
を

認
め

る
仕

組
み

お
よ

び
②

市
民

が
気

軽
に

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
作

り
、

市
民

も
関

心
を

持
つ

こ
と

が
大

切
だ

。
ご

意
見

の
と

お
り

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

17
7

第
３

章
市

民
参

加
気

軽
に

参
加

で
き

る
仕

組
み

と
、

「
楽

し
そ

う
だ

」
と

い
う

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

働
か

せ
る

こ
と

が
大

切
だ

。
ま

た
参

加
し

た
こ

と
へ

の
反

応
が

か
え

っ
て

く
る

こ
と

も
大

切
だ

。
ご

意
見

の
と

お
り

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

17
8

第
３

章
市

民
参

加
参

加
す

る
こ

と
で

自
分

た
ち

が
住

む
市

が
良

く
な

る
と

お
も

う
の

で
、

市
民

が
主

体
性

、
積

極
性

を
持

っ
て

参
加

す
る

こ
と

が
大

切
だ

。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

市
民

の
役

割
の

「
自

治
の

主
体

で
あ

り
、

民
主

主
義

の
担

い
手

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
て

行
動

す
る

」
と

い
う

項
目

に
つ

い
て

は
正

に
そ

う
い

っ
た

趣
旨

を
含

め
る

意
味

で
盛

り
込

ん
で

い
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

17
9

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
を

す
る

方
法

を
も

っ
と

伝
え

て
欲

し
い

。
ご

意
見

の
と

お
り

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

18
0

第
３

章
市

民
参

加
参

加
し

な
け

れ
ば

何
も

生
ま

れ
な

い
の

で
、

理
由

は
何

で
あ

れ
ま

ず
は

参
加

す
る

こ
と

が
大

切
だ

。
市

民
は

興
味

関
心

が
な

い
と

意
見

を
伝

え
た

い
と

思
わ

な
い

が
、

ま
ず

は
参

加
し

な
い

と
関

心
を

持
つ

き
っ

か
け

も
な

い
。

市
民

の
参

加
を

促
す

た
め

に
市

が
仕

掛
け

を
す

る
こ

と
も

大
切

だ
。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

18
1

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
に

つ
い

て

市
民

参
加

に
は

「
学

び
」
が

必
要

で
あ

る
の

で
、

「
地

域
の

課
題

や
市

政
に

関
す

る
学

び
の

支
援

」
を

条
文

に
入

れ
る

。
学

び
の

場
を

提
供

、
学

ぶ
情

報
を

提
供

、
成

果
の

活
用

支
援

な
ど

。
五

期
長

計
の

調
整

計
画

に
は

「
参

加
と

学
び

の
循

環
」
（
3
4
頁

）
、

市
民

活
動

促
進

基
本

計
画

改
定

計
画

に
は

重
点

施
策

と
し

て
「
市

民
活

動
に

関
す

る
学

び
の

機
会

の
提

供
」
（
6
頁

、
1
8
頁

、
重

点
施

策
）
、

こ
れ

か
ら

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
検

討
委

員
会

提
言

に
も

「
学

び
の

場
の

確
保

」
（
1
3
頁

）
が

あ
り

、
武

蔵
野

市
は

学
び

と
市

民
活

動
（
参

加
）
の

関
係

を
重

視
し

て
き

た
。

今
後

ま
す

ま
す

必
要

に
な

る
と

思
う

。

「
学

び
」
に

つ
い

て
の

条
文

を
入

れ
る

か
ど

う
か

は
、

こ
の

条
例

の
目

的
に

照
ら

し
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
ご

意
見

の
趣

旨
に

つ
い

て
は

前
文

の
と

こ
ろ

で
改

め
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

18
2

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
に

つ
い

て
主

権
者

た
る

市
民

に
対

し
て

は
、

参
加

の
機

会
を

「
保

障
」
と

す
べ

き
で

す
。

市
政

に
参

加
す

る
権

利
を

「
保

障
」
し

た
上

で
の

こ
と

に
な

る
が

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
整

理
す

る
必

要
が

あ
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

18
3

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
に

つ
い

て
市

民
参

加
の

対
象

事
項

が
、

か
な

り
限

定
的

と
さ

れ
て

い
る

の
は

、
疑

問
で

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

18
4

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
に

つ
い

て

市
民

参
加

の
方

法
と

し
て

、
市

民
委

員
参

画
を

必
須

と
す

る
べ

き
で

す
し

、
多

様
な

方
式

を
盛

り
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
無

作
為

抽
選

市
民

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
ア

ン
ケ

ー
ト

の
よ

う
な

も
の

で
す

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
は

、
手

を
上

げ
る

市
民

も
含

め
る

べ
き

で
す

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

こ
れ

ま
で

市
民

参
加

の
方

法
に

つ
い

て
明

文
化

さ
れ

た
規

定
が

な
か

っ
た

た
め

、
本

条
例

に
お

い
て

市
民

の
市

政
参

加
の

権
利

を
保

障
す

る
こ

と
を

位
置

づ
け

る
た

め
に

本
項

目
を

設
け

て
い

る
。

長
期

計
画

や
重

要
な

条
例

の
制

定
・
改

廃
等

に
つ

い
て

は
こ

れ
ま

で
任

意
で

行
っ

て
い

た
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
募

集
と

応
答

、
及

び
意

見
交

換
会

の
開

催
を

原
則

と
し

て
行

う
こ

と
を

新
た

に
制

度
化

す
る

も
の

で
、

対
象

事
項

を
限

定
す

る
趣

旨
で

は
な

い
が

、
わ

か
り

に
く
い

点
に

つ
い

て
は

表
記

を
改

め
る

。

市
民

参
加

に
お

い
て

大
事

な
こ

と
（
W

S
で

の
テ

ー
マ

）
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

18
5

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

対
象

事
項

計
画

策
定

の
場

合
、

中
間

の
ま

と
め

等
に

対
す

る
意

見
交

換
は

、
市

で
は

な
く
、

委
員

会
等

が
実

施
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
市

が
、

委
員

会
等

に
対

し
て

パ
ブ

コ
メ

の
実

施
を

求
め

る
、

と
い

う
こ

と
で

よ
い

の
か

。
制

度
化

さ
れ

た
場

合
は

、
委

員
会

等
が

行
う

も
の

と
考

え
る

。
職

員
意

見

18
6

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

対
象

事
項

市
が

施
工

す
る

工
事

等
は

市
民

意
見

を
聞

く
と

あ
る

が
、

都
が

施
工

す
る

工
事

に
つ

い
て

も
本

条
例

を
基

に
市

民
意

見
を

聞
い

て
も

ら
う

よ
う

働
き

か
け

る
こ

と
に

な
る

か
？

（
「
市

長
等

が
実

施
す

る
」
と

始
ま

っ
て

い
る

の
で

対
象

外
に

読
め

る
が

、
市

民
の

立
場

か
ら

す
る

と
施

工
者

が
誰

で
あ

れ
意

見
は

言
い

た
い

と
思

わ
れ

る
。

）

こ
の

条
例

の
目

的
か

ら
す

る
と

、
ご

意
見

の
趣

旨
は

こ
の

条
例

と
直

接
に

は
関

わ
ら

な
い

と
思

わ
れ

る
が

、
第

６
章

の
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
の

中
で

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
く
こ

と
は

考
え

ら
れ

る
と

思
う

。

職
員

意
見

18
7

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

対
象

事
項

市
民

参
加

の
範

囲
が

、
計

画
策

定
へ

の
意

見
提

出
や

公
募

委
員

と
し

て
の

参
加

な
ど

、
策

定
過

程
に

お
け

る
狭

い
範

囲
の

よ
う

に
受

け
取

れ
る

。
計

画
策

定
に

参
加

し
、

決
定

し
、

実
行

す
る

こ
と

ま
で

が
市

民
参

加
で

あ
り

、
自

治
で

あ
る

と
思

う
。

職
員

意
見

18
8

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

対
象

事
項

市
長

等
が

実
施

す
る

市
民

参
加

の
対

象
事

項
と

し
て

、
長

期
計

画
の

策
定

の
み

な
ら

ず
『
 推

進
に

関
与

』
を

追
加

し
て

欲
し

い
。

策
定

の
み

で
な

く
、

実
施

状
況

を
チ

ェ
ッ

ク
検

討
す

る
こ

と
ま

で
参

加
と

す
る

べ
き

だ
。

（
第

5
期

武
蔵

野
市

廃
棄

物
処

理
基

本
計

画
に

お
け

る
市

民
会

議
の

よ
う

に
）

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

18
9

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

手
続

公
共

施
設

建
設

等
に

よ
り

影
響

を
受

け
る

地
域

の
市

民
に

対
し

、
市

は
意

見
を

述
べ

る
機

会
を

確
保

：
「
小

規
模

な
施

設
整

備
で

近
隣

利
害

関
係

者
に

説
明

」
は

、
本

条
例

に
明

記
す

る
こ

と
で

民
間

の
施

設
よ

り
も

近
隣

に
配

慮
し

過
ぎ

る
こ

と
に

な
ら

な
い

か
。

地
方

自
治

法
上

、
市

民
全

体
の

財
産

を
守

る
必

要
が

あ
り

、
市

施
設

は
市

民
全

体
の

財
産

な
の

で
、

例
え

ば
建

物
な

ど
、

近
隣

の
利

害
関

係
者

に
配

慮
す

る
こ

と
で

床
面

積
が

過
少

に
な

る
こ

と
は

、
市

民
全

体
の

財
産

を
侵

し
て

い
る

こ
と

に
な

ら
な

い
か

。

近
隣

で
生

活
に

影
響

を
受

け
る

方
々

の
「
意

見
を

聞
く
機

会
を

設
け

る
」
と

し
て

お
り

、
そ

の
こ

と
が

イ
コ

ー
ル

「
配

慮
し

て
床

面
積

を
過

少
に

す
る

」
こ

と
に

は
な

ら
な

い
と

考
え

る
。

職
員

意
見

19
0

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

方
法

 重
要

な
計

画
の

策
定

な
ど

は
、

原
則

と
し

て
、

パ
ブ

コ
メ

と
意

見
交

換
会

を
実

施
す

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

パ
ブ

コ
メ

は
と

も
か

く
、

意
見

交
換

会
に

は
な

じ
ま

な
い

計
画

も
あ

る
と

思
う

が
、

例
外

規
定

は
設

け
ら

れ
る

の
か

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
も

市
民

意
見

交
換

会
も

広
く
意

見
を

求
め

る
と

い
う

同
じ

趣
旨

と
思

わ
れ

る
。

職
員

意
見

19
1

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

方
法

「
重

要
な

条
例

の
制

定
・
『
改

』
廃

」
、

「
適

切
な

」
、

「
生

活
に

影
響

を
受

け
る

地
域

」
な

ど
解

釈
が

必
要

な
表

現
が

多
い

の
で

、
運

用
が

し
や

す
い

よ
う

に
整

理
し

て
ほ

し
い

。
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
整

理
す

る
必

要
が

あ
る

。
職

員
意

見

19
2

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

方
法

自
治

の
主

体
は

市
民

で
あ

る
の

で
「
市

政
に

参
加

」
と

い
う

言
葉

よ
り

は
「
行

政
手

続
へ

の
関

与
」
と

い
っ

た
感

じ
の

ほ
う

が
良

い
と

思
う

。
市

民
は

行
政

へ
の

意
見

は
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
で

き
る

。
最

も
行

使
し

や
す

い
方

法
は

窓
口

や
電

話
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

意
見

・
提

案
・
苦

情
等

で
あ

り
、

制
度

と
し

て
は

市
長

へ
の

手
紙

が
あ

る
。

ま
ず

こ
れ

を
保

証
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

思
う

。

す
で

に
様

々
な

事
前

手
続

を
定

め
た

も
の

と
し

て
「
行

政
手

続
条

例
」
が

あ
る

た
め

、
自

治
基

本
条

例
で

は
市

民
参

加
の

基
本

原
則

を
定

め
る

も
の

と
考

え
る

。
職

員
意

見

19
3

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

方
法

ス
テ

ー
ク

ボ
ル

ダ
―

と
い

わ
れ

て
い

る
、

普
段

か
ら

市
政

に
関

わ
り

・
関

心
の

あ
る

特
定

の
市

民
だ

け
で

は
な

く
、

今
ま

で
市

政
に

あ
ま

り
関

心
を

持
っ

て
い

な
か

っ
た

人
た

ち
や

、
若

い
人

た
ち

の
掘

り
起

こ
し

が
不

可
欠

だ
と

考
え

る
。

ご
意

見
の

趣
旨

は
ご

も
っ

と
も

と
思

う
。

そ
の

た
め

こ
の

条
例

で
自

治
及

び
市

政
運

営
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
る

も
の

と
考

え
る

。
職

員
意

見

19
4

第
３

章
市

民
参

加
市

民
参

加
の

方
法

③
「
市

民
生

活
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
事

項
」
に

つ
い

て
。

市
税

の
課

税
、

固
定

資
産

の
評

価
要

領
等

、
市

民
参

加
に

適
さ

な
い

も
の

に
つ

い
て

は
で

き
な

い
こ

と
を

理
由

も
含

め
て

明
言

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

い
た

ず
ら

に
市

民
参

加
を

期
待

さ
せ

る
と

現
場

の
混

乱
に

つ
な

が
る

恐
れ

が
あ

る
。

条
例

案
を

作
成

す
る

際
に

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

19
5

第
３

章
市

民
参

加
市

民
の

権
利

「
公

共
施

設
建

設
等

に
よ

り
生

活
に

影
響

を
受

け
る

地
域

の
市

民
に

対
し

、
市

は
意

見
を

述
べ

る
機

会
を

確
保

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

し
ま

す
」
と

し
て

い
る

が
、

さ
ら

に
一

歩
進

め
て

諸
事

業
の

決
定

プ
ロ

セ
ス

へ
の

当
事

者
参

加
、

市
民

参
加

の
道

を
開

く
べ

き
で

は
な

い
か

。

懇
談

会
で

の
「
各

段
階

で
主

体
的

に
市

民
が

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
つ

く
る

」
と

い
う

エ
ッ

セ
ン

ス
を

入
れ

る
べ

き
」
と

い
う

議
論

を
踏

ま
え

、
現

在
の

記
述

と
な

っ
て

い
る

。
議

会
各

会
派

等

19
6

第
３

章
市

民
参

加
情

報
開

示
と

市
民

参
加

の
タ

イ
ミ

ン
グ

行
政

が
何

か
行

動
に

移
す

前
に

、
発

想
の

段
階

で
、

そ
の

行
動

・
計

画
に

よ
っ

て
最

も
影

響
を

受
け

る
住

民
は

誰
か

を
想

像
し

、
地

域
に

大
き

な
影

響
を

も
た

ら
す

移
転

計
画

に
最

初
か

ら
住

民
が

係
わ

る
事

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

。
必

要
な

計
画

な
ら

ば
聞

く
耳

を
持

つ
良

識
あ

る
住

民
を

信
じ

て
、

直
近

住
民

に
情

報
開

示
し

て
最

初
か

ら
話

し
合

い
の

場
を

設
け

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

ご
意

見
の

趣
旨

は
ご

も
っ

と
も

と
思

う
。

そ
の

た
め

こ
の

条
例

で
自

治
及

び
市

政
運

営
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
る

も
の

と
考

え
る

。
ま

た
懇

談
会

で
の

「
各

段
階

で
主

体
的

に
市

民
が

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
つ

く
る

」
と

い
う

エ
ッ

セ
ン

ス
を

入
れ

る
べ

き
」
と

い
う

議
論

を
踏

ま
え

、
現

在
の

記
述

と
な

っ
て

い
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

こ
れ

ま
で

市
民

参
加

の
方

法
に

つ
い

て
明

文
化

さ
れ

た
規

定
が

な
か

っ
た

た
め

、
本

条
例

に
お

い
て

市
民

の
市

政
参

加
の

権
利

を
保

障
す

る
こ

と
を

位
置

づ
け

る
た

め
に

本
項

目
を

設
け

て
い

る
。

長
期

計
画

や
重

要
な

条
例

の
制

定
・
改

廃
等

に
つ

い
て

は
こ

れ
ま

で
任

意
で

行
っ

て
い

た
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
募

集
と

応
答

、
及

び
意

見
交

換
会

の
開

催
を

原
則

と
し

て
行

う
こ

と
を

新
た

に
制

度
化

す
る

も
の

で
、

対
象

事
項

を
限

定
す

る
趣

旨
で

は
な

い
が

、
わ

か
り

に
く
い

点
に

つ
い

て
は

表
記

を
改

め
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

19
7

第
３

章
市

民
参

加
情

報
開

示
と

市
民

参
加

の
タ

イ
ミ

ン
グ

行
政

が
「
地

域
に

は
お

話
し

ま
し

た
」
と

い
う

場
合

の
「
地

域
」
の

人
た

ち
と

は
、

直
接

影
響

を
被

る
当

事
者

た
ち

で
は

な
く
、

行
政

側
の

代
弁

者
的

な
人

た
ち

と
か

、
何

か
の

意
図

が
あ

っ
て

行
政

に
物

申
す

人
々

の
場

合
が

多
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

先
ず

は
、

直
近

で
最

も
影

響
を

被
る

人
々

に
情

報
を

届
け

、
話

し
合

い
の

場
を

設
け

る
べ

き
で

あ
り

、
地

域
全

体
の

問
題

に
広

げ
る

必
要

を
当

事
者

た
ち

が
同

意
し

た
な

ら
、

上
記

の
人

た
ち

も
巻

き
込

ん
で

協
働

す
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
順

番
を

間
違

え
な

い
で

頂
き

た
い

。
心

か
ら

『
協

働
の

サ
イ

ク
ル

』
が

形
骸

化
す

る
事

な
く
、

市
民

の
生

活
に

根
付

く
こ

と
を

祈
り

ま
す

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

19
8

第
３

章
市

民
参

加

情
報

共
有

や
市

民
参

加
に

つ
い

て
の

市
民

の
チ

ェ
ッ

ク

「
情

報
共

有
」
の

項
に

は
「
適

時
適

切
に

公
表

」
、

「
市

民
参

加
」
の

項
に

は
、

「
適

切
な

方
法

」
等

の
文

言
が

あ
り

ま
す

が
、

市
が

「
適

切
」
と

判
断

し
て

も
市

民
か

ら
は

「
不

適
切

」
「
不

十
分

」
に

思
え

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
「
適

切
」
に

行
な

わ
れ

て
い

る
か

、
市

民
参

加
で

チ
ェ

ッ
ク

す
る

仕
組

み
は

作
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ご
意

見
の

趣
旨

は
ご

も
っ

と
も

と
思

う
。

そ
の

た
め

こ
の

条
例

で
自

治
及

び
市

政
運

営
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
定

め
る

も
の

と
考

え
る

。
ま

た
懇

談
会

で
は

、
「
各

段
階

で
主

体
的

に
市

民
が

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
つ

く
る

」
と

い
う

エ
ッ

セ
ン

ス
は

入
れ

る
べ

き
と

い
う

議
論

が
あ

っ
た

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

19
9

第
３

章
市

民
参

加
出

さ
れ

た
意

見
へ

の
応

答

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

へ
の

応
答

の
義

務
に

つ
い

て
記

載
が

あ
る

が
、

ど
の

程
度

の
応

答
を

求
め

る
の

か
が

課
題

と
考

え
る

。
様

々
な

意
見

が
多

く
寄

せ
ら

れ
る

中
、

「
ご

意
見

と
し

て
賜

り
ま

す
。

」
程

度
の

応
答

で
も

良
し

と
す

る
の

か
。

い
た

だ
く
意

見
に

よ
っ

て
は

、
そ

の
よ

う
な

応
答

も
可

と
し

な
い

と
、

厳
し

い
と

考
え

る
。

職
員

意
見

20
0

第
３

章
市

民
参

加
出

さ
れ

た
意

見
へ

の
応

答

「
市

民
参

加
」
の

項
に

、
「
出

さ
れ

た
意

見
に

対
し

て
応

答
す

る
義

務
」
が

書
か

れ
て

い
ま

す
が

、
現

状
で

は
、

出
さ

れ
た

意
見

に
対

し
て

「
ご

意
見

と
し

て
承

り
ま

す
」
と

い
っ

た
「
応

答
」
が

多
く
な

っ
て

い
ま

す
。

出
さ

れ
た

意
見

に
対

し
て

キ
チ

ン
と

応
答

さ
れ

る
こ

と
で

、
市

民
参

加
の

意
欲

が
高

ま
る

と
思

い
ま

す
の

で
、

出
さ

れ
た

意
見

に
則

し
た

応
答

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

規
定

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

20
1

第
３

章
市

民
参

加
パ

ブ
コ

メ
の

あ
り

方

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
も

、
本

来
議

員
が

い
て

議
会

が
あ

る
こ

と
で

担
保

さ
れ

て
い

る
と

い
う

仕
組

み
だ

と
思

う
。

現
実

的
に

市
長

が
実

施
す

る
パ

ブ
コ

メ
を

や
め

る
こ

と
は

難
し

い
と

思
う

が
、

パ
ブ

コ
メ

で
市

民
意

見
を

聞
く
必

要
が

あ
る

な
ら

、
市

長
で

は
な

く
議

員
ま

た
は

議
会

が
や

る
こ

と
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

議
会

と
関

係
す

る
部

分
に

つ
い

て
は

、
議

会
基

本
条

例
と

整
合

を
図

っ
た

上
で

規
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

20
2

第
３

章
市

民
参

加
パ

ブ
コ

メ
の

働
き

か
け

と
そ

の
後

の
議

論
の

あ
り

方

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

現
状

も
、

い
ろ

い
ろ

な
事

が
ほ

と
ん

ど
出

来
上

が
っ

て
し

ま
っ

て
も

う
変

更
す

る
気

も
な

い
が

一
応

形
だ

け
コ

メ
ン

ト
を

募
集

し
て

い
る

…
と

い
う

風
に

思
え

る
。

市
民

の
意

見
を

反
映

さ
せ

て
く
れ

る
意

思
が

あ
る

な
ら

、
も

っ
と

積
極

的
に

働
き

か
け

て
欲

し
い

し
、

パ
ブ

コ
メ

を
と

っ
た

後
の

議
論

も
真

剣
に

し
て

ほ
し

い
。

昨
年

秋
の

三
鷹

市
の

文
化

施
設

の
件

な
ど

は
画

期
的

な
例

で
、

行
政

が
市

民
の

意
見

に
こ

こ
ま

で
真

剣
に

向
き

合
う

の
は

ご
く
珍

し
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
る

が
、

と
て

も
大

切
な

こ
と

だ
と

思
う

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
や

市
民

意
見

交
換

会
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
は

任
意

に
行

っ
て

い
た

も
の

を
新

た
に

制
度

化
す

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

応
答

の
義

務
も

設
け

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

20
3

第
３

章
市

民
参

加
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

情
報

公
開

に
対

応
し

て
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

制
度

化
は

必
要

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

や
市

民
意

見
交

換
会

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

は
任

意
に

行
っ

て
い

た
も

の
を

新
た

に
制

度
化

す
る

も
の

で
あ

る
。

議
会

各
会

派
等

20
4

第
３

章
市

民
参

加
貧

困
層

の
市

民
参

加
に

つ
い

て

市
民

参
加

に
関

し
ま

し
て

は
貧

困
層

等
に

関
し

ま
し

て
は

実
質

的
に

道
を

閉
ざ

さ
れ

て
い

ま
す

現
状

を
鑑

み
、

現
状

を
打

開
す

る
政

策
の

必
要

性
を

合
わ

せ
て

唱
う

べ
き

で
あ

る
。

こ
れ

は
第

二
章

の
「
市

民
の

役
割

」
案

に
も

反
映

さ
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。

貧
困

層
等

の
方

々
に

実
質

市
民

参
加

の
道

が
閉

ざ
さ

れ
て

い
る

状
況

と
は

認
識

し
て

い
な

い
が

、
い

ず
れ

に
し

て
も

市
民

参
加

が
促

進
さ

れ
る

よ
う

、
こ

の
条

例
で

自
治

及
び

市
政

運
営

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

定
め

、
市

民
・
市

議
会

・
市

長
等

の
役

割
を

明
文

化
す

る
も

の
と

考
え

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

20
5

第
３

章
市

民
参

加
学

び
に

つ
い

て

市
民

参
加

の
条

文
に

、
「
学

び
」
の

支
援

を
入

れ
る

。
市

民
が

市
政

に
参

加
し

、
賢

明
な

る
市

政
の

推
進

に
貢

献
す

る
た

め
に

は
、

地
域

の
課

題
や

市
政

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
必

須
の

条
件

で
あ

る
。

効
果

的
な

市
民

参
加

を
促

そ
う

と
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
市

は
市

民
に

適
切

な
学

び
の

場
を

提
供

し
た

り
、

学
び

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

た
り

、
学

ん
だ

成
果

を
市

政
に

活
か

す
た

め
の

環
境

を
醸

成
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

「
学

び
」
に

つ
い

て
の

条
文

を
入

れ
る

か
ど

う
か

は
、

こ
の

条
例

の
目

的
に

照
ら

し
て

検
討

す
る

。
ま

た
、

ご
意

見
の

趣
旨

に
つ

い
て

は
前

文
の

と
こ

ろ
で

改
め

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

懇
談

会
で

も
ご

意
見

の
よ

う
な

議
論

が
あ

り
、

出
さ

れ
た

意
見

に
対

す
る

応
答

義
務

の
規

定
を

設
け

た
。

た
だ

、
出

さ
れ

た
意

見
の

内
容

に
よ

っ
て

は
「
ご

意
見

と
し

て
承

る
」
と

い
っ

た
応

答
が

あ
る

の
は

や
む

を
得

な
い

と
考

え
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

20
6

第
３

章
市

民
参

加
ル

ー
ル

化
の

影
響

に
つ

い
て

こ
れ

ま
で

や
っ

て
き

た
こ

と
を

ル
ー

ル
化

し
て

盛
り

込
む

と
の

説
明

が
あ

っ
た

が
、

「
重

要
な

計
画

」
と

思
わ

れ
る

計
画

で
も

、
無

作
為

抽
出

Ｗ
Ｓ

な
ど

は
実

施
し

て
い

な
い

計
画

も
多

く
あ

る
。

市
民

参
加

の
手

法
を

こ
こ

ま
で

具
体

的
に

掲
げ

、
義

務
化

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

計
画

策
定

時
に

人
員

増
が

必
要

に
な

る
ケ

ー
ス

が
増

え
る

と
思

う
。

職
員

意
見

20
7

第
３

章
市

民
参

加
ル

ー
ル

化
の

影
響

に
つ

い
て

職
員

体
制

や
人

件
費

を
考

慮
し

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

と
意

見
交

換
会

は
「
及

び
」
で

は
な

く
「
若

し
く

は
」
と

し
た

方
が

実
務

に
合

う
と

思
う

。
職

員
意

見

20
8

第
３

章
住

民
投

票
外

国
人

の
投

票
権

住
民

投
票

に
つ

い
て

の
外

国
人

の
参

加
可

能
性

に
つ

い
て

は
、

住
民

投
票

に
と

 ど
ま

ら
ず

、
ア

）
代

表
民

主
政

に
お

け
る

少
数

意
見

の
尊

重
と

い
う

観
点

、
そ

し
 て

、
イ

）
代

表
民

主
政

を
補

完
す

る
制

度
と

し
て

の
直

接
民

主
政

的
制

度
の

意
義

 の
観

点
、

の
両

面
か

ら
考

え
る

べ
き

か
と

思
い

ま
す

。
例

え
ば

、
（
外

国
人

の
方

々
 に

保
証

さ
れ

る
具

体
的

な
市

民
参

加
の

権
利

と
し

て
）
議

会
に

対
す

る
陳

情
・
請

 願
の

権
利

／
住

民
投

票
に

お
け

る
発

議
権

／
住

民
投

票
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
に

お
け

る
 発

言
権

や
参

加
権

／
住

民
投

票
の

投
票

権
を

、
ト

ー
タ

ル
に

検
討

し
て

い
く
べ

き
 で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

投
票

権
者

に
外

国
人

を
含

む
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

、
懇

談
会

で
も

意
見

が
分

か
れ

て
お

り
、

現
段

階
の

結
論

と
し

て
は

こ
の

条
例

に
基

づ
く
住

民
投

票
条

例
を

制
定

す
る

際
に

検
討

す
る

、
と

し
て

い
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

20
9

第
３

章
住

民
投

票
外

国
人

の
投

票
権

こ
の

骨
子

案
で

は
、

外
国

人
は

市
民

で
す

の
で

、
住

民
投

票
の

投
票

権
者

に
含

ま
れ

て
も

よ
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
件

に
つ

い
て

、
懇

談
会

と
し

て
の

意
見

を
ま

と
め

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

投
票

権
者

に
外

国
人

を
含

む
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

、
懇

談
会

で
も

意
見

が
分

か
れ

て
お

り
、

現
段

階
の

結
論

と
し

て
は

こ
の

条
例

に
基

づ
く
住

民
投

票
条

例
を

制
定

す
る

際
に

検
討

す
る

、
と

し
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

21
0

第
３

章
住

民
投

票
結

果
の

公
表

投
票

率
及

び
投

票
結

果
は

公
表

し
て

ほ
し

い
。

懇
談

会
で

は
、

住
民

投
票

の
結

果
に

つ
い

て
は

投
票

率
の

如
何

に
関

わ
ら

ず
公

表
す

る
、

と
い

う
議

論
に

至
っ

て
い

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

21
1

第
３

章
住

民
投

票
結

果
の

公
表

投
票

率
が

成
立

要
件

に
到

達
せ

ず
、

た
と

え
投

票
と

し
て

成
立

し
な

か
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
開

票
は

す
る

べ
き

だ
。

懇
談

会
で

は
、

住
民

投
票

の
結

果
に

つ
い

て
は

投
票

率
の

如
何

に
関

わ
ら

ず
公

表
す

る
、

と
い

う
議

論
に

至
っ

て
い

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

21
2

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
少

数
の

意
見

を
尊

重
し

た
い

場
合

に
署

名
が

集
め

ら
れ

な
い

、
悪

用
す

る
懸

念
の

方
が

大
き

い
。

議
会

各
会

派
等

21
3

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
に

つ
い

て

住
民

投
票

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
当

面
は

方
向

性
の

み
を

示
す

こ
と

。
高

度
情

報
化

社
会

に
お

い
て

、
情

報
操

作
を

目
的

と
し

た
フ

ェ
イ

ク
ニ

ュ
ー

ス
や

ポ
ピ

ュ
リ

ズ
ム

の
扇

動
を

図
る

動
き

が
問

題
と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

よ
う

な
状

況
を

ま
だ

社
会

体
制

と
し

て
克

服
で

き
て

い
な

い
状

況
に

お
い

て
は

、
情

報
操

作
の

影
響

を
受

け
や

す
い

１
０

代
、

２
０

代
の

若
者

に
対

す
る

、
学

校
等

に
お

け
る

情
報

教
育

の
体

制
が

整
う

な
ど

し
て

か
ら

徐
々

に
本

格
化

や
ル

ー
ル

作
り

を
行

わ
な

い
と

、
取

り
返

し
の

つ
か

な
い

失
政

を
招

く
こ

と
に

な
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

21
4

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
常

設
型

の
住

民
投

票
条

例
を

制
定

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
慎

重
な

議
論

を
要

す
る

。
議

会
各

会
派

等

21
5

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
常

設
型

の
住

民
投

票
条

例
を

制
定

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
反

対
で

あ
る

。
大

衆
迎

合
的

な
政

策
を

あ
お

る
こ

と
に

使
わ

れ
た

り
、

一
時

の
ブ

ー
ム

で
流

さ
れ

る
危

惧
が

あ
る

こ
と

、
住

民
投

票
自

体
は

現
行

制
度

で
も

可
能

な
こ

と
か

ら
で

あ
る

。
議

会
各

会
派

等

21
6

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
直

接
民

主
制

を
基

に
す

る
制

度
を

導
入

す
る

際
に

は
、

法
律

よ
り

も
厳

し
い

要
件

と
す

る
べ

き
。

直
接

民
主

制
を

導
入

し
た

集
合

体
の

行
く
末

は
、

過
去

の
歴

史
に

実
証

さ
れ

て
い

る
。

職
員

意
見

21
7

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

ハ
ー

ド
ル

乱
発

さ
れ

な
い

よ
う

に
ハ

ー
ド

ル
は

高
く
す

る
べ

き
だ

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

懇
談

会
で

も
住

民
投

票
は

多
数

者
が

少
数

者
の

権
利

を
侵

害
し

か
ね

な
い

と
い

う
危

険
も

は
ら

ん
で

お
り

、
慎

重
に

検
討

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

意
見

も
あ

っ
た

が
、

市
民

意
見

を
直

接
表

明
す

る
手

段
を

も
う

一
つ

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

自
治

の
さ

ら
な

る
推

進
に

つ
な

げ
る

と
い

う
考

え
に

至
っ

た
も

の
で

あ
る

。

こ
の

条
例

で
検

討
し

て
い

る
住

民
投

票
制

度
は

市
長

・
議

会
の

二
元

代
表

制
を

補
完

す
る

も
の

で
あ

り
、

発
議

の
要

件
の

ハ
ー

ド
ル

が
低

い
と

市
民

・
議

会
・
市

長
等

各
主

体
間

の
合

意
形

成
の

過
程

が
不

十
分

と
な

る
こ

と
や

コ
ス

ト
面

で
の

問
題

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

地
方

自
治

法
で

定
め

て
い

る
条

例
制

定
権

の
要

件
（
有

権
者

の
１

/
５

０
以

上
の

署
名

）
よ

り
も

厳
し

く
す

べ
き

と
考

え
て

い
る

。

懇
談

会
で

は
市

民
参

加
の

方
法

と
し

て
「
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

」
と

「
意

見
交

換
会

」
を

原
則

と
し

て
実

施
す

る
も

の
と

し
、

そ
の

他
の

参
加

手
法

は
問

題
ご

と
に

適
時

適
切

な
方

法
を

採
用

す
る

、
と

い
う

議
論

と
な

っ
た

。

49



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

21
8

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
に

つ
い

て

常
設

の
住

民
投

票
条

例
だ

と
、

デ
メ

リ
ッ

ト
の

部
分

が
大

き
い

よ
う

に
思

う
。

税
、

保
険

、
使

用
料

、
手

数
料

の
軽

減
、

減
免

等
の

案
件

が
出

た
場

合
、

多
く
の

方
に

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
場

合
は

、
署

名
数

が
伸

び
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
そ

の
場

合
は

市
民

の
意

見
が

反
映

さ
れ

る
面

、
そ

の
よ

う
な

案
件

が
乱

発
さ

れ
る

と
健

全
な

自
治

体
運

営
に

影
響

が
出

て
く
る

か
と

思
う

。

職
員

意
見

21
9

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
に

つ
い

て

市
長

・
議

会
の

抑
止

力
と

い
う

趣
旨

は
理

解
で

き
る

が
、

一
般

市
民

は
、

マ
ス

コ
ミ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

で
見

ら
れ

る
と

お
り

、
負

担
の

増
・
サ

ー
ビ

ス
の

減
の

よ
う

な
問

い
を

さ
れ

る
と

、
心

理
的

・
反

射
的

に
Ｎ

Ｏ
と

回
答

す
る

。
そ

れ
を

踏
ま

え
て

で
も

、
や

る
べ

き
こ

と
や

る
と

決
め

て
い

く
の

が
市

長
・
議

員
の

役
割

で
あ

り
責

任
だ

と
思

う
。

住
民

投
票

が
あ

る
こ

と
で

事
業

廃
止

・
負

担
増

が
で

き
な

く
な

り
、

持
続

可
能

な
行

政
運

営
が

実
現

し
づ

ら
く
な

る
こ

と
を

危
惧

す
る

。

職
員

意
見

22
0

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
に

つ
い

て

新
規

に
条

例
と

し
て

は
パ

ブ
コ

メ
条

例
（
手

続
条

例
の

場
合

も
）
と

住
民

投
票

条
例

が
あ

る
。

パ
ブ

コ
メ

は
既

に
行

っ
て

い
る

も
の

の
明

文
化

で
あ

る
が

、
住

民
投

票
は

ま
っ

た
く
新

し
い

制
度

で
あ

る
の

で
、

自
治

基
本

条
例

の
一

項
目

と
し

て
で

は
な

く
、

単
独

で
検

討
を

積
み

重
ね

る
必

要
が

あ
る

。
内

容
が

決
ま

っ
て

い
な

い
段

階
で

制
定

を
決

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
の

で
、

自
治

基
本

条
例

に
盛

り
込

む
の

あ
れ

ば
、

同
時

か
そ

れ
よ

り
前

に
制

定
さ

れ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。

職
員

意
見

22
1

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性

議
員

と
利

害
が

不
一

致
と

な
る

ケ
ー

ス
を

想
定

す
る

と
、

住
民

投
票

は
住

民
と

し
て

の
意

見
を

示
せ

る
最

終
手

段
な

の
で

、
制

度
と

し
て

は
必

要
と

考
え

る
。

た
だ

し
、

発
議

の
必

要
署

名
が

1
/
5
0
は

低
す

ぎ
る

、
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

は
1
/
1
0
（
１

万
人

超
）
が

適
当

で
は

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

22
2

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
本

来
は

住
民

投
票

は
や

ら
な

く
て

も
済

む
よ

う
、

情
報

公
開

、
市

民
説

明
を

行
う

こ
と

が
大

前
提

と
考

え
る

。
議

会
各

会
派

等

22
3

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
住

民
投

票
は

、
伝

家
の

宝
刀

的
な

手
段

で
あ

る
べ

き
だ

と
考

え
る

。
職

員
意

見

22
4

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

前
提

住
民

投
票

に
な

る
前

に
ど

う
に

か
で

き
る

市
政

を
目

指
す

こ
と

が
大

切
だ

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

22
5

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性

市
長

・
議

会
へ

の
市

民
の

信
頼

が
あ

れ
ば

投
票

は
不

要
な

は
ず

で
、

投
票

が
い

ら
な

い
よ

う
に

市
が

努
め

る
べ

き
と

考
え

る
の

で
、

住
民

投
票

は
不

要
と

考
え

る
。

強
い

て
言

う
な

ら
ば

個
別

設
置

型
が

あ
っ

て
も

よ
い

。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

な
お

個
別

設
置

型
の

住
民

投
票

条
例

は
現

行
の

法
制

度
で

実
施

可
能

で
あ

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

22
6

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
に

つ
い

て

常
設

型
の

住
民

投
票

条
例

に
つ

い
て

、
廃

置
分

合
・
境

界
変

更
以

外
の

案
件

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
な

内
容

が
わ

か
ら

な
い

段
階

で
先

に
ル

ー
ル

を
設

け
る

の
は

難
し

い
と

考
え

る
。

制
度

の
濫

用
の

防
止

、
柔

軟
な

制
度

設
計

が
可

能
と

い
う

個
別

設
置

の
メ

リ
ッ

ト
（
常

設
の

デ
メ

リ
ッ

ト
）
を

も
っ

と
重

視
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

（
署

名
数

や
成

立
要

件
等

は
条

例
化

の
際

の
議

論
に

委
ね

る
と

さ
れ

て
い

る
が

、
実

際
は

相
当

困
難

な
作

業
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

）

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
個

別
設

置
型

と
常

設
型

の
メ

リ
ッ

ト
デ

メ
リ

ッ
ト

を
比

較
し

た
上

で
、

い
ざ

と
い

う
と

き
に

は
議

会
の

議
決

を
経

ず
し

て
住

民
投

票
の

実
施

が
可

能
と

な
る

常
設

型
こ

そ
が

市
民

の
意

見
を

直
接

表
明

す
る

手
段

を
確

保
す

る
こ

と
に

な
り

、
市

民
自

治
の

さ
ら

な
る

推
進

に
繋

が
る

と
い

う
結

論
に

至
っ

た
。

職
員

意
見

22
7

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

あ
り

方
方

向
性

は
あ

り
と

思
う

。
「
常

設
型

の
住

民
投

票
条

例
を

定
め

ま
す

」
と

い
う

こ
と

の
み

を
書

く
の

か
。

ど
こ

ま
で

の
イ

メ
ー

ジ
で

盛
り

込
も

う
と

し
て

い
る

の
か

。

骨
子

案
素

案
の

項
目

名
の

す
ぐ

下
の

囲
み

の
部

分
を

自
治

基
本

条
例

に
入

れ
る

想
定

で
は

あ
る

が
、

住
民

投
票

に
つ

い
て

は
ど

こ
ま

で
を

自
治

基
本

条
例

に
定

め
、

ど
こ

か
ら

を
住

民
投

票
条

例
で

定
め

る
こ

と
と

す
る

か
も

、
今

後
条

例
案

の
作

成
の

際
に

検
討

し
て

い
く
。

議
会

各
会

派
等

22
8

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

あ
り

方
常

設
型

住
民

投
票

に
つ

い
て

は
、

国
民

投
票

と
の

整
合

性
を

図
る

べ
き

住
民

投
票

は
、

法
律

の
定

め
と

は
別

の
、

自
治

体
独

自
の

制
度

と
し

て
設

け
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

国
民

投
票

と
の

整
合

に
つ

い
て

は
必

ず
し

も
と

る
必

要
は

な
い

と
考

え
る

。
議

会
各

会
派

等

22
9

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

あ
り

方
常

設
型

住
民

投
票

に
つ

い
て

は
、

市
長

選
と

市
議

選
が

分
か

れ
て

実
施

さ
れ

て
い

る
武

蔵
野

市
の

現
状

か
ら

、
具

体
的

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
う

え
で

判
断

す
べ

き
。

実
際

の
運

用
は

確
か

に
重

要
な

問
題

で
あ

り
、

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
が

、
そ

れ
と

住
民

投
票

の
制

度
設

計
と

は
別

問
題

と
解

す
る

。
議

会
各

会
派

等

23
0

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
で

は
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

で
あ

っ
て

も
、

住
民

投
票

の
選

択
肢

と
し

て
残

し
て

も
よ

い
と

思
う

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

23
1

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
で

は
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

に
つ

い
て

は
予

備
投

票
を

設
け

て
は

ど
う

か
。

H
P

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
、

コ
ス

ト
を

抑
え

た
意

見
を

示
す

場
を

設
け

て
、

住
民

投
票

を
行

う
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

案
件

ご
と

に
市

民
の

意
思

を
確

認
す

る
こ

と
を

提
案

す
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

こ
の

条
例

で
検

討
し

て
い

る
住

民
投

票
制

度
は

市
長

・
議

会
の

二
元

代
表

制
を

補
完

す
る

も
の

で
あ

り
、

発
議

の
要

件
の

ハ
ー

ド
ル

が
低

い
と

市
民

・
議

会
・
市

長
等

各
主

体
間

の
合

意
形

成
の

過
程

が
不

十
分

と
な

る
こ

と
や

コ
ス

ト
面

で
の

問
題

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

地
方

自
治

法
で

定
め

て
い

る
条

例
制

定
権

の
要

件
（
有

権
者

の
１

/
５

０
以

上
の

署
名

）
よ

り
も

厳
し

く
す

べ
き

と
考

え
て

い
る

。

ご
意

見
の

と
お

り
と

考
え

る
。

懇
談

会
で

も
ご

意
見

の
趣

旨
の

よ
う

な
こ

と
も

含
め

、
様

々
な

議
論

が
あ

っ
た

が
、

一
つ

の
意

見
表

明
の

機
会

と
し

て
制

度
を

利
用

す
る

方
法

も
あ

る
の

で
、

ど
う

い
う

こ
と

を
住

民
投

票
に

か
け

る
か

否
か

の
要

件
は

つ
け

な
い

と
い

う
意

見
と

な
っ

て
い

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

23
2

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

米
軍

基
地

の
誘

致
、

原
発

関
連

施
設

、
ご

み
の

最
終

処
分

場
な

ど
も

住
民

投
票

の
対

象
と

す
る

べ
き

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

23
3

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
で

は
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

（
国

や
都

の
権

限
に

関
わ

る
事

務
な

ど
）
に

つ
い

て
は

国
や

都
で

考
え

れ
ば

良
く
、

市
税

を
使

う
必

要
は

な
い

と
思

う
の

で
、

住
民

投
票

の
対

象
と

す
べ

き
で

は
な

い
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

23
4

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
で

は
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

に
つ

い
て

は
費

用
は

か
か

る
が

何
も

変
え

ら
れ

な
い

の
で

、
住

民
投

票
の

対
象

と
す

べ
き

で
は

な
い

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

23
5

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
で

は
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

に
つ

い
て

は
、

や
っ

て
も

意
味

が
な

い
の

で
住

民
投

票
の

対
象

と
し

な
く
て

よ
い

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

23
6

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
の

ス
タ

ン
ス

を
都

や
国

に
対

し
て

表
明

す
る

だ
け

な
の

で
あ

れ
ば

、
そ

れ
は

市
民

の
代

弁
者

た
る

市
議

会
の

役
割

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

し
、

コ
ス

ト
の

関
係

か
ら

考
え

て
も

、
市

で
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

に
つ

い
て

は
住

民
投

票
の

対
象

と
す

べ
き

で
は

な
い

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

23
7

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

市
で

は
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

案
件

に
つ

い
て

は
法

的
拘

束
力

も
な

い
し

や
る

必
要

が
な

い
と

考
え

る
の

で
、

住
民

投
票

の
対

象
と

す
べ

き
で

は
な

い
。

市
民

の
意

見
を

聞
く
必

要
が

あ
れ

は
、

意
識

調
査

な
ど

に
と

ど
め

る
べ

き
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

23
8

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

事
項

国
や

都
の

権
限

に
関

わ
る

こ
と

が
対

象
と

な
っ

た
場

合
に

ど
う

す
る

の
か

。
武

蔵
野

市
が

行
う

事
務

に
限

定
す

べ
き

。
議

会
各

会
派

等

23
9

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

事
項

な
ん

で
も

か
ん

で
も

住
民

投
票

に
は

し
な

い
と

い
う

が
、

具
体

的
な

標
記

が
あ

る
と

良
い

と
思

わ
れ

る
。

職
員

意
見

24
0

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

事
項

「
廃

置
分

合
と

境
界

変
更

」
以

外
の

事
項

を
住

民
投

票
の

対
象

と
す

る
の

は
、

「
何

で
も

あ
り

」
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
常

設
型

に
な

じ
ま

な
い

（
そ

も
そ

も
住

民
投

票
の

効
果

自
体

に
疑

問
が

あ
る

が
、

「
ど

う
し

て
も

」
実

施
す

る
の

で
あ

れ
ば

個
別

設
置

型
に

す
べ

き
。

）
。

常
設

型
に

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

「
廃

置
分

合
と

境
界

変
更

」
に

限
定

す
べ

き
で

は
な

い
か

。

職
員

意
見

24
1

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

事
項

住
民

の
意

思
を

そ
の

ま
ま

市
政

に
反

映
す

る
住

民
投

票
を

自
治

基
本

条
例

に
規

定
す

る
こ

と
は

、
大

き
な

意
義

が
あ

る
と

思
う

が
、

そ
も

そ
も

様
々

な
考

え
方

や
意

見
が

あ
る

中
で

、
住

民
投

票
で

賛
否

を
問

う
と

、
市

民
間

の
断

裂
と

い
う

結
果

に
も

繋
が

り
か

ね
な

い
と

感
じ

る
。

常
設

型
に

つ
い

て
は

、
慎

重
に

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

職
員

意
見

24
2

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

対
象

事
項

『
境

界
変

更
』
も

「
必

ず
」
住

民
投

票
に

す
る

と
、

１
０

年
ほ

ど
前

に
あ

っ
た

三
鷹

駅
駅

舎
下

の
玉

川
上

水
付

近
の

よ
う

な
、

相
手

と
の

折
衝

が
必

要
な

『
境

界
変

更
』
も

住
民

投
票

を
せ

ざ
る

を
得

な
く
な

る
の

は
い

か
が

な
も

の
か

（
市

境
の

土
地

の
分

合
筆

で
も

軽
微

な
『
境

界
変

更
』
は

起
こ

り
得

る
）
。

『
廃

置
分

合
』
は

必
ず

で
も

『
境

界
変

更
』
の

「
必

ず
」
は

難
し

い
の

で
は

な
い

か
。

職
員

意
見

24
3

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性
住

民
投

票
は

、
手

段
と

し
て

あ
っ

て
も

よ
い

と
は

思
う

が
、

今
の

民
意

を
伝

え
る

方
法

を
活

用
す

れ
ば

よ
く
、

積
極

的
に

は
不

要
と

思
わ

れ
る

。
コ

ス
ト

が
心

配
で

あ
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

24
4

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性
廃

置
分

合
に

は
市

民
と

し
て

意
見

を
示

し
た

い
の

で
、

住
民

投
票

は
必

要
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

24
5

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性
案

件
に

よ
る

と
は

思
う

が
、

市
民

に
影

響
が

あ
る

事
項

で
あ

れ
ば

住
民

投
票

は
必

要
と

考
え

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

24
6

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性
住

環
境

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

は
市

民
の

直
接

的
な

意
見

を
聞

く
べ

き
な

の
で

、
住

民
投

票
は

必
要

だ
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

24
7

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性

住
民

投
票

の
制

度
が

存
在

す
る

こ
と

自
体

が
権

力
者

へ
の

監
視

機
能

と
し

て
働

く
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
し

、
単

純
に

数
的

に
ど

ち
ら

が
多

い
か

を
確

か
め

る
機

会
が

必
要

な
場

合
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

の
で

、
住

民
投

票
は

必
要

だ
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

24
8

第
３

章
住

民
投

票
住

民
投

票
の

必
要

性
条

例
を

つ
く
る

な
ど

に
あ

た
っ

て
、

市
民

の
意

見
を

聞
く
た

め
、

ま
た

市
民

が
意

見
表

明
を

す
る

場
と

し
て

住
民

投
票

は
必

要
だ

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

懇
談

会
で

も
ご

意
見

の
趣

旨
の

よ
う

な
こ

と
も

含
め

、
様

々
な

議
論

が
あ

っ
た

が
、

一
つ

の
意

見
表

明
の

機
会

と
し

て
制

度
を

利
用

す
る

方
法

も
あ

る
の

で
、

ど
う

い
う

こ
と

を
住

民
投

票
に

か
け

る
か

否
か

の
要

件
は

つ
け

な
い

と
い

う
意

見
と

な
っ

て
い

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

24
9

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
成

立
要

件
に

つ
い

て
は

、
一

定
の

投
票

率
と

す
る

か
、

有
権

者
中

の
当

該
案

件
へ

の
支

持
率

と
す

る
か

、
も

っ
と

議
論

が
必

要
と

考
え

る
。

議
会

各
会

派
等

25
0

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
5
0
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

7
0
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
1

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
5
0
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

5
0
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
2

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
4
0
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

7
0
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
3

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
5
0
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

7
0
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
4

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
6
6
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

6
6
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
5

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
5
1
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

5
1
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
6

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
で

、
有

権
者

の
4
0
％

以
上

の
人

が
投

票
に

来
て

、
そ

の
う

ち
の

う
ち

5
0
％

の
人

が
賛

成
し

た
ら

結
果

に
納

得
で

き
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

25
7

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件

住
民

投
票

の
成

立
要

件
を

投
票

率
で

決
め

る
こ

と
は

不
合

理
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

住
民

投
票

の
ボ

イ
コ

ッ
ト

運
動

を
誘

発
す

る
危

険
も

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

住
民

投
票

そ
の

も
の

が
潰

れ
ま

す
。

こ
の

要
件

は
、

む
し

ろ
住

民
投

票
を

阻
害

す
る

要
件

と
な

り
か

ね
ま

せ
ん

。
そ

の
あ

た
り

は
支

持
率

を
要

件
と

し
て

成
立

を
決

め
る

べ
き

だ
ろ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。

市
民

意
見

交
換

会

25
8

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件

市
の

合
併

や
分

割
に

つ
い

て
は

成
立

要
件

を
決

め
な

い
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

市
の

合
併

・
廃

止
・

分
割

と
か

は
、

市
の

根
幹

に
か

か
わ

る
問

題
で

す
。

こ
う

い
う

全
市

民
の

基
本

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

こ
そ

、
成

立
要

件
を

決
め

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
成

立
要

件
を

決
め

る
必

要
が

な
い

と
い

う
こ

と
に

は
、

賛
成

で
き

ま
せ

ん
。

市
民

意
見

交
換

会

25
9

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
市

の
合

併
・
廃

止
・
分

割
と

か
と

と
も

に
、

市
境

の
制

定
ま

で
住

民
投

票
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

市
境

の
こ

と
ま

で
一

緒
に

扱
っ

て
い

い
の

か
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
市

民
意

見
交

換
会

26
0

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
「
民

意
の

パ
ラ

ド
ッ

ク
ス

」
や

「
ボ

イ
コ

ッ
ト

運
動

）
 を

生
じ

さ
せ

な
い

た
め

に
、

投
票

の
成

立
要

件
に

つ
い

て
は

絶
対

必
要

で
あ

る
。

得
票

率
の

導
入

を
検

討
し

て
頂

け
ま

せ
ん

か
。

毎
日

新
聞

２
０

１
８

年
２

月
２

８
日

夕
刊

p.
2
の

「
特

集
ワ

イ
ド

」
で

も
と

り
上

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

26
1

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
投

票
率

の
制

限
は

設
け

る
べ

き
だ

と
思

う
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

26
2

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
住

民
投

票
の

成
立

要
件

を
投

票
率

５
０

％
と

す
る

こ
と

は
反

対
で

す
。

選
挙

の
投

票
率

で
さ

え
５

０
％

届
か

な
い

状
況

で
す

か
ら

、
４

０
％

程
度

で
い

い
の

で
は

な
い

か
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

26
3

第
３

章
住

民
投

票
成

立
要

件
議

題
に

よ
っ

て
制

限
を

変
え

て
も

よ
い

と
思

う
。

ど
の

課
題

に
も

共
通

の
条

例
と

し
て

予
め

制
定

し
て

お
く
「
常

設
型

」
の

住
民

投
票

条
例

の
制

定
を

案
と

し
て

い
る

の
で

、
制

限
に

つ
い

て
は

統
一

す
る

こ
と

を
想

定
し

て
い

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

26
4

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

も
し

住
民

投
票

と
し

て
成

立
し

な
く
て

も
結

果
の

開
票

・
公

表
は

し
て

欲
し

い
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

26
5

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

住
民

投
票

の
結

果
は

成
立

し
な

い
場

合
で

も
公

表
す

る
べ

き
と

考
え

る
。

議
会

各
会

派
等

26
6

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

成
立

要
件

に
関

わ
ら

ず
公

表
し

た
結

果
、

市
の

施
策

に
対

す
る

反
対

票
が

圧
倒

的
多

数
を

占
め

て
い

た
場

合
、

新
た

な
火

種
を

生
む

こ
と

に
な

る
。

小
平

の
道

路
の

件
は

、
開

票
し

な
か

っ
た

こ
と

が
最

善
の

選
択

だ
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

職
員

意
見

26
7

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

「
投

票
の

結
果

は
公

表
す

る
」
と

し
て

い
る

が
、

例
え

ば
「
成

立
要

件
に

１
票

足
り

ず
成

立
し

な
か

っ
た

場
合

で
、

そ
の

投
票

の
全

数
が

特
定

の
意

見
に

行
わ

れ
て

い
た

ケ
ー

ス
」
な

ど
に

つ
い

て
公

表
す

る
こ

と
が

善
な

の
か

？
職

員
意

見

成
立

要
件

に
つ

い
て

は
設

け
る

と
い

う
整

理
を

し
て

い
る

が
、

具
体

的
に

何
％

か
と

い
う

こ
と

に
関

し
て

は
条

例
案

作
成

の
段

階
で

検
討

す
る

。

行
政

の
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
、

実
施

し
た

結
果

に
つ

い
て

は
、

た
と

え
投

票
が

成
立

し
な

か
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

公
表

を
す

る
と

い
う

整
理

を
し

て
い

る
。

52



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

26
8

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

住
民

投
票

の
結

果
は

「
尊

重
」
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
尊

重
さ

れ
る

前
提

条
件

は
「
成

立
」
に

あ
る

は
ず

だ
が

、
住

民
投

票
と

い
う

行
為

の
重

要
性

を
考

え
れ

ば
、

上
記

の
よ

う
な

ケ
ー

ス
の

場
合

、
成

立
か

否
か

で
は

な
く
、

そ
の

投
票

内
容

自
体

が
政

治
的

課
題

に
な

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

課
題

に
な

る
こ

と
自

体
を

是
と

す
る

考
え

方
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

そ
う

で
あ

れ
ば

成
立

要
件

自
体

が
不

毛
に

な
る

こ
と

に
も

な
る

。

職
員

意
見

26
9

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

成
立

要
件

を
示

す
行

為
は

、
成

立
し

な
い

も
の

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
あ

り
、

成
立

し
な

い
も

の
を

斟
酌

す
る

よ
う

な
状

況
に

な
る

こ
と

は
本

意
で

は
な

い
は

ず
。

透
明

性
の

確
保

は
重

要
な

観
点

で
は

あ
る

が
、

先
ず

は
成

立
か

否
か

が
透

明
性

の
入

り
口

で
あ

り
、

成
立

し
な

か
っ

た
投

票
状

況
等

ま
で

も
透

明
性

と
い

う
観

点
で

公
表

の
対

象
に

す
る

こ
と

に
は

違
和

感
が

あ
る

。

職
員

意
見

27
0

第
３

章
住

民
投

票
投

票
結

果
の

公
表

成
立

し
な

か
っ

た
投

票
に

つ
い

て
は

開
票

し
な

い
と

い
う

対
応

が
正

し
い

も
の

と
考

え
る

。
職

員
意

見

27
1

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者
投

票
で

き
る

人
は

「
住

ん
で

い
る

人
」
と

す
べ

き
だ

。

骨
子

案
素

案
に

お
い

て
は

、
投

票
で

き
る

人
は

公
職

選
挙

法
に

規
定

す
る

有
権

者
と

し
て

い
る

。
住

民
基

本
台

帳
に

登
録

は
な

い
が

実
際

に
居

住
し

て
い

る
人

を
投

票
権

者
に

含
め

る
と

な
る

と
、

住
ん

で
い

る
証

明
を

別
途

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
く
な

り
、

実
質

的
に

困
難

で
あ

る
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

27
2

第
３

章
住

民
投

票
投

票
率

の
考

え
方

住
民

投
票

に
来

な
か

っ
た

人
は

そ
の

内
容

に
関

心
が

な
く
、

ど
う

な
っ

て
も

良
い

と
思

っ
て

い
る

と
い

う
事

な
の

で
、

「
有

権
者

の
何

％
が

投
票

し
た

か
」
よ

り
も

「
投

票
に

来
た

人
の

う
ち

何
％

が
賛

成
し

た
か

」
の

方
が

大
変

重
要

な
の

で
は

な
い

か
。

案
件

に
よ

っ
て

も
投

票
率

は
変

わ
る

は
ず

だ
。

現
行

の
制

度
上

、
住

民
投

票
の

結
果

に
法

的
な

拘
束

力
を

持
た

せ
る

こ
と

は
で

き
な

い
が

、
現

実
と

し
て

は
実

質
的

な
拘

束
力

が
生

ま
れ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

投
票

し
な

い
人

が
多

い
（
投

票
率

が
低

い
）
場

合
に

ま
で

、
そ

の
結

果
を

尊
重

す
る

こ
と

は
ふ

さ
わ

し
く
な

い
、

と
い

う
懇

談
会

で
の

議
論

を
踏

ま
え

て
一

定
の

成
立

要
件

を
設

け
る

必
要

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
る

。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

27
3

第
３

章
住

民
投

票
投

票
率

の
制

限
世

代
毎

の
投

票
率

の
縛

り
を

設
け

て
は

ど
う

か
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

27
4

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者

「
公

職
選

挙
法

の
有

権
者

に
準

じ
る

」
こ

と
は

適
切

だ
が

、
将

来
的

に
日

本
人

の
労

働
人

口
の

減
少

と
外

国
人

労
働

者
の

流
入

は
避

け
ら

れ
な

い
状

況
で

あ
る

た
め

、
「
公

職
選

挙
法

の
有

権
者

に
準

じ
る

」
者

以
外

を
排

除
す

る
方

向
で

は
な

く
、

一
定

の
要

件
を

満
た

せ
ば

参
加

で
き

る
方

向
で

検
討

さ
れ

て
は

ど
う

か
。

住
民

投
票

の
投

票
権

者
の

範
囲

に
つ

い
て

は
懇

談
会

に
お

い
て

も
委

員
に

よ
っ

て
見

解
が

分
か

れ
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
自

治
基

本
条

例
に

基
づ

く
住

民
投

票
条

例
の

制
定

の
際

の
議

論
に

委
ね

る
。

職
員

意
見

27
5

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者

住
民

投
票

の
投

票
権

者
に

つ
い

て
は

、
外

国
人

を
含

め
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
理

由
は

、
直

接
的

な
関

係
は

無
い

と
思

う
が

、
「
第

７
章

　
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
」
の

趣
旨

・
説

明
に

お
い

て
「
地

域
が

外
国

人
に

と
っ

て
開

か
れ

た
場

所
に

な
っ

て
い

け
る

よ
う

」
と

い
う

文
言

も
あ

り
、

そ
こ

と
の

整
合

性
を

気
に

す
る

方
も

い
る

の
で

は
な

い
か

。

職
員

意
見

27
6

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者
の

範
囲

住
民

投
票

の
で

き
る

市
民

に
は

、
定

住
外

国
人

も
含

む
べ

き
と

考
え

る
。

も
ち

ろ
ん

、
こ

れ
は

住
民

投
票

条
例

で
規

定
す

る
と

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

理
解

し
て

い
る

。
議

会
各

会
派

等

27
7

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者
外

国
人

に
投

票
権

は
付

与
す

べ
き

で
は

な
い

と
考

え
る

。
国

際
化

が
進

む
時

代
だ

か
ら

こ
そ

、
悪

意
の

あ
る

発
議

が
あ

る
こ

と
を

前
提

に
考

え
る

べ
き

と
思

う
。

職
員

意
見

27
8

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者

骨
子

案
に

出
て

く
る

「
市

民
（
有

権
者

）
」
は

こ
の

条
例

の
用

語
に

定
義

さ
れ

る
「
市

民
」
？

武
蔵

野
市

に
住

む
住

民
登

録
の

な
い

有
権

者
や

武
蔵

野
市

民
で

は
な

い
が

、
武

蔵
野

市
で

活
動

し
て

い
る

人
も

投
票

で
き

る
？

武
蔵

野
市

に
住

民
登

録
の

あ
る

住
民

に
限

ら
れ

る
と

す
れ

ば
、

こ
の

条
例

に
載

せ
る

意
味

は
？

住
民

投
票

の
項

目
で

用
い

て
い

る
市

民
（
有

権
者

）
と

い
う

言
葉

は
、

用
語

の
定

義
の

項
目

に
お

け
る

市
民

の
定

義
と

は
異

な
る

。
そ

こ
に

関
し

て
は

誤
解

の
な

い
よ

う
な

表
現

を
工

夫
す

る
。

職
員

意
見

27
9

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者
公

職
選

挙
法

は
非

常
に

制
約

的
で

あ
り

、
ま

た
曖

昧
で

あ
り

、
問

題
あ

る
法

律
で

す
。

住
民

投
票

の
ル

ー
ル

は
公

職
選

挙
法

の
規

定
に

準
ず

る
の

で
は

な
く
、

独
自

に
別

に
定

め
る

べ
き

で
す

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

28
0

第
３

章
住

民
投

票
投

票
権

者
住

民
投

票
自

体
は

公
職

選
挙

法
の

規
定

と
同

じ
で

あ
る

必
要

は
な

い
の

で
、

柔
軟

に
考

え
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

議
会

各
会

派
等

行
政

の
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
、

実
施

し
た

結
果

に
つ

い
て

は
、

た
と

え
投

票
が

成
立

し
な

か
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

公
表

を
す

る
と

い
う

整
理

を
し

て
い

る
。

住
民

投
票

の
投

票
権

者
に

外
国

人
を

含
め

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

懇
談

会
に

お
い

て
も

委
員

に
よ

っ
て

見
解

が
分

か
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

自
治

基
本

条
例

に
基

づ
く
住

民
投

票
条

例
の

制
定

の
際

の
議

論
に

委
ね

る
。

武
蔵

野
市

と
し

て
、

投
票

権
者

の
拡

大
の

範
囲

を
相

当
の

合
理

性
を

も
っ

て
定

め
る

こ
と

は
困

難
と

い
う

考
え

に
基

づ
き

、
原

則
は

公
職

選
挙

法
の

有
権

者
に

準
じ

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

28
1

第
３

章
住

民
投

票
発

議
権

発
議

権
を

5
0
分

の
１

よ
り

も
多

く
す

る
理

由
と

し
て

、
住

民
投

票
が

乱
用

さ
れ

て
い

る
、

数
千

万
円

か
か

る
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

て
い

ま
し

た
。

確
か

に
住

民
投

票
を

行
う

と
１

回
に

つ
き

3
0
0
0
万

円
ぐ

ら
い

は
か

か
り

ま
す

が
、

結
果

に
よ

っ
て

数
億

円
と

か
数

十
億

円
の

税
金

の
支

出
を

し
な

い
で

済
む

と
い

う
こ

と
も

あ
り

得
る

の
で

、
そ

れ
は

民
主

主
義

の
コ

ス
ト

と
し

て
負

担
す

べ
き

も
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

発
議

権
の

要
件

を
5
0
分

の
１

よ
り

も
高

く
決

め
る

必
要

性
は

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

市
民

が
住

民
投

票
を

発
議

す
る

際
に

は
必

要
な

署
名

数
を

集
め

れ
ば

議
会

の
議

決
を

経
ず

と
も

住
民

投
票

の
実

施
を

可
能

と
す

る
案

と
し

て
い

る
の

で
、

条
例

制
定

の
直

接
請

求
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

（
議

会
の

議
決

を
必

要
と

す
る

）
地

方
自

治
法

の
1
/
5
0

以
上

の
署

名
数

よ
り

は
厳

し
い

要
件

を
設

け
る

べ
き

と
い

う
考

え
に

基
づ

い
て

い
る

。

市
民

意
見

交
換

会

28
2

第
３

章
住

民
投

票
発

議
権

発
議

権
を

市
民

に
の

み
認

め
る

と
の

結
論

に
は

賛
成

だ
が

、
市

長
に

発
議

権
を

認
め

る
条

例
も

あ
る

た
め

、
そ

こ
に

至
っ

た
議

論
の

過
程

等
は

、
も

う
少

し
説

明
が

必
要

だ
と

思
う

。

懇
談

会
に

お
い

て
、

執
行

機
関

で
あ

る
市

長
が

議
会

の
議

決
を

通
さ

ず
に

住
民

投
票

の
発

議
が

で
き

て
し

ま
う

と
、

議
会

に
対

す
る

非
常

に
大

き
い

牽
制

権
を

市
長

が
持

つ
こ

と
に

な
り

、
そ

れ
は

非
常

に
危

険
な

こ
と

だ
と

い
う

議
論

を
踏

ま
え

て
現

在
の

案
と

な
っ

て
い

る
。

職
員

意
見

28
3

第
３

章
住

民
投

票
発

議
権

住
民

投
票

の
発

議
権

は
市

民
（
有

権
者

）
に

の
み

認
め

、
市

長
と

議
会

に
認

め
な

い
」
旨

の
規

定
を

置
い

て
し

ま
う

と
、

現
在

の
武

蔵
野

市
議

会
が

、
将

来
の

武
蔵

野
市

議
会

の
権

能
に

一
定

の
制

約
を

加
え

て
し

ま
う

こ
と

と
な

り
、

妥
当

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。

職
員

意
見

28
4

第
３

章
住

民
投

票
発

議
権

市
民

（
有

権
者

）
の

み
に

認
め

る
と

あ
る

が
、

市
長

も
議

会
も

条
例

制
定

権
を

持
っ

て
い

る
の

で
、

法
的

に
は

で
き

る
。

そ
れ

を
規

制
す

る
よ

う
な

表
現

は
い

か
が

か
と

思
う

。
議

会
各

会
派

等

28
5

第
３

章
住

民
投

票
票

の
割

り
振

り
住

民
税

を
納

め
る

金
額

に
よ

っ
て

票
を

割
り

振
っ

て
は

ど
う

か
。

投
票

の
権

利
（
市

政
へ

の
参

加
の

権
利

）
は

納
税

額
の

多
少

に
左

右
さ

れ
る

も
の

で
は

な
い

と
考

え
る

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

28
6

第
３

章
協

働
協

働
市

が
本

来
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
ま

で
、

そ
の

手
段

と
し

て
協

働
が

使
わ

れ
る

の
は

よ
く
な

い
と

思
う

。
「
協

働
」
に

つ
い

て
は

自
治

の
推

進
に

向
け

て
、

こ
の

条
例

の
基

本
原

則
と

し
て

、
そ

の
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

議
会

各
会

派
等

28
7

第
３

章
協

働
協

働
「
協

働
を

、
や

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

も
担

保
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
」
と

こ
ろ

が
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

28
8

第
３

章
協

働
協

働
「
協

働
の

そ
れ

ぞ
れ

の
主

体
は

対
等

の
立

場
と

し
ま

す
。

」
と

い
う

内
容

の
条

文
を

置
く
場

合
で

あ
っ

て
も

、
地

方
自

治
法

第
1
5
7
条

第
１

項
に

よ
り

、
市

長
が

、
公

共
的

団
体

等
を

指
揮

監
督

す
る

こ
と

が
あ

り
、

そ
の

こ
と

と
矛

盾
し

な
い

よ
う

な
表

現
と

す
べ

き
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

「
協

働
」
に

つ
い

て
は

自
治

の
推

進
に

向
け

て
、

こ
の

条
例

の
基

本
原

則
と

し
て

、
そ

の
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

職
員

意
見

28
9

第
３

章
協

働
協

働
協

働
は

、
「
対

等
」
と

い
う

表
現

で
や

ら
さ

れ
感

を
減

ら
す

と
あ

る
が

、
W

in
-
W

in
の

ニ
ュ

ア
ン

ス
を

入
れ

ら
れ

な
い

か
。

「
協

働
」
に

つ
い

て
は

自
治

の
推

進
に

向
け

て
、

こ
の

条
例

の
基

本
原

則
と

し
て

、
そ

の
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

ご
意

見
の

趣
旨

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
作

成
、

そ
の

後
の

説
明

の
段

階
で

工
夫

す
る

必
要

が
あ

る
。

職
員

意
見

29
0

第
３

章
協

働
協

働

そ
れ

ぞ
れ

の
主

体
が

対
等

で
あ

る
の

は
も

ち
ろ

ん
だ

と
思

う
。

し
か

し
、

そ
れ

ぞ
れ

立
ち

位
置

が
異

な
り

、
立

場
に

応
じ

た
対

等
さ

で
あ

る
こ

と
も

、
も

う
少

し
書

け
な

い
だ

ろ
う

か
。

職
員

は
市

民
に

同
等

の
取

り
組

み
を

求
め

る
こ

と
が

出
来

な
い

の
と

同
様

、
職

員
が

市
民

と
同

等
の

関
わ

り
を

持
つ

と
い

う
こ

と
が

、
対

等
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

と
思

う
。

職
員

意
見

29
1

第
３

章
協

働
協

働
「
協

働
」
と

い
う

用
語

を
使

用
し

な
く
て

も
条

文
は

成
り

立
つ

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

職
員

意
見

29
2

第
３

章
協

働
協

働

協
働

の
主

体
は

対
等

と
書

か
れ

て
い

ま
す

が
、

こ
こ

の
見

解
が

主
観

的
な

意
見

に
読

め
て

し
ま

う
こ

と
に

違
和

感
が

あ
る

。
市

と
市

民
と

を
対

等
に

捉
え

る
と

こ
ろ

な
ど

、
客

観
的

判
断

に
基

づ
く
も

の
で

あ
れ

ば
そ

こ
を

し
っ

か
り

と
説

明
し

た
ほ

う
が

よ
い

。
も

し
、

主
観

的
に

「
こ

う
で

あ
る

べ
き

」
な

ど
の

意
見

の
ま

ま
書

か
れ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
こ

の
ま

ま
条

例
化

す
る

こ
と

は
避

け
る

べ
き

。

職
員

意
見

29
3

第
３

章
協

働
協

働
も

っ
と

、
市

民
や

事
業

者
が

協
働

の
担

い
手

と
し

て
主

体
的

に
参

加
す

る
「
権

利
」
と

か
「
責

任
」
と

か
も

入
れ

て
も

い
い

の
で

は
？

市
が

主
導

で
あ

り
す

ぎ
る

と
感

じ
る

。
職

員
意

見

29
4

第
３

章
協

働
協

働
を

行
う

主
体

協
働

は
市

と
市

民
活

動
団

体
と

の
共

同
の

取
り

組
み

で
あ

る
の

で
、

協
働

の
と

こ
ろ

の
記

述
で

「
市

は
公

共
的

な
課

題
の

解
決

に
向

け
て

・
・
・
」
と

い
う

と
こ

ろ
を

「
関

係
す

る
市

民
活

動
団

体
と

」
に

変
更

（
追

加
）
を

し
て

欲
し

い
。

ご
意

見
の

趣
旨

に
つ

い
て

は
、

条
例

案
作

成
、

そ
の

後
の

説
明

の
段

階
で

工
夫

す
る

必
要

が
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

「
協

働
」
に

つ
い

て
は

自
治

の
推

進
に

向
け

て
、

こ
の

条
例

の
基

本
原

則
と

し
て

、
そ

の
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

骨
子

案
素

案
に

お
い

て
「
発

議
権

を
市

民
に

の
み

認
め

る
」
と

し
た

意
図

は
、

市
長

と
議

会
が

住
民

投
票

を
発

議
し

た
い

場
合

に
は

、
現

行
制

度
に

お
い

て
実

施
可

能
な

個
別

型
の

住
民

投
票

条
例

の
提

案
を

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

議
論

に
基

づ
く
も

の
で

あ
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

29
5

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
新

た
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

こ
れ

か
ら

武
蔵

野
市

が
自

治
基

本
条

例
を

つ
く
る

と
す

れ
ば

、
そ

れ
は

と
り

も
な

お
さ

ず
、

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
を

明
文

化
す

る
も

の
と

な
ろ

う
、

と
い

う
こ

と
だ

。
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

と
も

に
市

政
運

営
の

根
本

を
問

い
直

す
べ

き
時

で
あ

る
現

在
に

あ
っ

て
、

総
合

的
な

市
政

運
営

の
ル

ー
ル

と
い

う
な

ら
ば

、
新

た
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
想

と
し

て
明

文
規

定
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
。

骨
子

案
素

案
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

扱
い

そ
の

も
の

に
疑

問
を

感
じ

て
い

る
。

一
部

（
市

民
も

議
員

も
）

で
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
現

状
を

混
同

し
て

い
る

例
も

見
ら

れ
る

。
議

論
を

避
け

ず
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ご

と
の

意
見

交
換

な
ど

全
市

民
的

な
議

論
を

重
層

的
に

行
い

、
そ

う
し

た
過

程
を

経
る

中
で

、
初

め
て

、
自

治
基

本
条

例
の

存
在

意
義

が
生

ま
れ

る
の

で
は

な
い

か
。

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い

て
は

「
武

蔵
野

市
の

大
き

な
特

徴
の

一
つ

な
の

で
、

こ
の

条
例

に
も

記
載

す
べ

き
、

た
だ

し
、

具
体

的
に

規
定

し
す

ぎ
て

し
ま

う
と

自
由

な
活

動
が

逆
に

型
に

は
ま

っ
た

存
在

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
」
と

い
う

議
論

か
ら

こ
の

よ
う

な
記

載
と

な
っ

て
い

る
。

な
お

、
今

後
条

例
案

を
作

成
す

る
中

で
は

、
ご

意
見

の
と

お
り

、
全

市
的

な
議

論
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

議
会

各
会

派
等

29
6

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

市
民

自
治

、
市

民
参

加
を

こ
れ

か
ら

推
し

進
め

て
い

く
た

め
に

、
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

く
の

か
を

も
う

少
し

記
載

が
あ

っ
て

も
よ

い
か

と
思

い
ま

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

は
、

自
然

発
生

的
に

で
き

て
く
る

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
て

、
そ

こ
に

住
ん

で
い

る
人

た
ち

が
人

と
つ

な
が

っ
て

自
分

た
ち

で
つ

く
っ

て
い

こ
う

等
の

意
識

や
気

持
ち

が
育

っ
て

い
く
こ

と
、

も
う

１
つ

は
、

協
働

と
い

う
こ

と
を

通
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

は
で

き
上

が
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
そ

の
こ

と
を

条
例

の
中

で
も

う
少

し
強

く
書

い
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い

て
は

「
武

蔵
野

市
の

大
き

な
特

徴
の

一
つ

な
の

で
、

こ
の

条
例

に
も

記
載

す
べ

き
、

た
だ

し
、

具
体

的
に

規
定

し
す

ぎ
て

し
ま

う
と

自
由

な
活

動
が

逆
に

型
に

は
ま

っ
た

存
在

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
」
と

い
う

議
論

か
ら

こ
の

よ
う

な
記

載
と

な
っ

て
い

る
。

市
民

意
見

交
換

会

29
7

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

つ
い

て
は

、
自

然
発

生
的

な
も

の
が

望
ま

し
い

と
思

う
の

で
、

何
も

書
か

な
い

の
が

好
ま

し
く
、

書
く
の

で
あ

れ
ば

相
当

ゆ
る

い
規

定
が

望
ま

し
い

と
思

う
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

29
8

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
自

治
会

・
町

内
会

で
も

な
い

、
武

蔵
野

市
で

生
ま

れ
た

、
あ

る
い

は
こ

れ
か

ら
誕

生
す

る
ニ

ュ
ー

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
は

、
こ

れ
か

ら
の

激
動

の
未

来
に

ふ
さ

わ
し

い
も

の
な

の
か

も
し

れ
な

い
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

29
9

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

の
協

議

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
と

こ
ろ

の
記

述
で

、
「
市

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

に
お

け
る

市
民

の
自

主
性

及
び

主
体

性
を

最
大

限
尊

重
し

、
必

要
な

支
援

を
お

こ
な

う
も

の
と

し
ま

す
」
と

あ
る

が
、

「
必

要
な

支
援

を
お

こ
な

う
」
を

「
必

要
な

支
援

・
協

議
を

お
こ

な
う

」
と

し
て

欲
し

い
。

地
域

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

解
決

す
べ

き
課

題
は

地
域

特
有

な
課

題
が

中
心

で
、

防
災

・
福

祉
な

ど
の

全
市

的
な

課
題

は
市

が
主

体
性

を
も

っ
て

地
域

と
協

議
す

る
こ

と
が

必
要

だ
。

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い

て
は

「
武

蔵
野

市
の

大
き

な
特

徴
の

一
つ

な
の

で
、

こ
の

条
例

に
も

記
載

す
べ

き
、

た
だ

し
、

具
体

的
に

規
定

し
す

ぎ
て

し
ま

う
と

自
由

な
活

動
が

逆
に

型
に

は
ま

っ
た

存
在

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
」
と

い
う

議
論

か
ら

こ
の

よ
う

な
記

載
と

な
っ

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

30
0

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

関
す

る
表

現
方

法

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

自
然

発
生

的
に

・
・
・
と

い
う

表
現

が
す

ご
く
気

に
な

る
。

そ
ん

な
生

易
し

い
も

の
で

は
な

く
、

日
々

、
色

々
な

こ
と

を
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
や

っ
て

き
て

、
よ

う
や

く
形

に
な

っ
た

か
な

、
と

い
う

く
ら

い
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
自

然
発

生
的

に
と

い
う

と
こ

ろ
の

形
容

を
も

う
少

し
考

え
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

思
い

ま
す

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
と

こ
ろ

に
関

し
て

は
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

趣
旨

・
説

明
を

修
正

、
加

筆
す

る
。

市
民

意
見

交
換

会

30
1

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

つ
い

て

武
蔵

野
市

に
と

っ
て

、
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
」
に

は
じ

ま
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

政
策

は
重

要
で

有
る

。
４

０
年

経
っ

て
、

実
験

は
失

敗
と

い
う

よ
り

、
メ

リ
ッ

ト
も

有
っ

た
と

思
う

し
、

今
後

も
こ

の
方

式
を

と
る

な
ら

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

項
目

に
も

っ
と

ウ
ェ

イ
ト

を
も

た
せ

る
。

街
づ

く
り

、
地

域
づ

く
り

は
、

住
民

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

、
課

題
を

話
し

合
う

場
と

し
て

活
用

し
な

が
ら

行
っ

て
い

く
、

あ
る

い
は

維
持

し
て

行
か

ざ
る

を
得

な
い

の
だ

か
ら

、
こ

う
し

た
活

動
を

担
保

す
る

条
文

を
入

れ
る

。

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い

て
は

「
武

蔵
野

市
の

大
き

な
特

徴
の

一
つ

な
の

で
、

こ
の

条
例

に
も

記
載

す
べ

き
、

た
だ

し
、

具
体

的
に

規
定

し
す

ぎ
て

し
ま

う
と

自
由

な
活

動
が

逆
に

型
に

は
ま

っ
た

存
在

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
」
と

い
う

議
論

か
ら

こ
の

よ
う

な
記

載
と

な
っ

て
い

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

30
2

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

つ
い

て

自
然

発
生

的
に

で
き

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

い
う

発
想

は
理

解
で

き
ま

せ
ん

。
懇

談
会

で
の

意
見

に
あ

っ
た

よ
う

に
、

誰
か

の
大

き
な

努
力

な
し

に
は

で
き

る
と

は
と

て
も

思
え

ま
せ

ん
。

そ
の

努
力

を
後

押
し

す
る

の
が

こ
の

自
治

基
本

条
例

だ
と

思
い

ま
す

か
ら

、
そ

の
よ

う
な

文
言

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
と

こ
ろ

に
関

し
て

は
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

趣
旨

・
説

明
を

修
正

、
加

筆
す

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
議

会
各

会
派

等

30
3

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

つ
い

て

「
来

た
り

者
」
と

「
原

住
民

」
の

関
係

に
つ

い
て

も
、

前
文

の
所

で
も

述
べ

た
が

、
何

等
か

の
言

及
が

あ
る

と
よ

い
。

今
後

は
「
原

住
民

」
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
力

は
下

が
っ

て
行

か
ざ

る
を

得
な

い
だ

ろ
う

が
、

こ
の

市
を

見
る

視
点

と
し

て
大

事
だ

と
思

う
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
歴

史
的

背
景

に
つ

い
て

は
、

加
筆

す
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

55



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

30
4

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

定
義

に
つ

い
て

“
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
”
に

つ
い

て
定

義
づ

け
を

あ
ま

り
し

な
く
て

も
い

い
と

あ
る

が
、

本
市

の
“
街

づ
く
り

”
の

こ
れ

ま
で

に
お

け
る

キ
ー

ワ
ー

ド
と

し
て

、
こ

の
“
基

本
条

例
”
の

段
階

で
も

う
少

し
多

角
的

で
、

こ
の

言
葉

に
強

い
明

快
な

意
味

づ
け

が
求

め
ら

れ
る

。
自

治
と

市
政

運
営

の
た

め
“
成

り
立

ち
や

道
具

立
て

”
の

基
本

を
明

示
す

る
の

が
仮

称
で

あ
る

と
し

て
も

“
自

治
基

本
条

例
”
で

あ
る

な
ら

ば
、

“
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
”
は

第
１

章
の

“
用

語
の

定
義

”
や

“
基

本
原

則
”
に

於
い

て
触

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

に
つ

い
て

は
一

定
の

記
載

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

30
5

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

あ
り

方
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

、
時

代
と

状
況

の
変

化
を

踏
ま

え
不

断
に

見
直

し
を

図
り

、
市

民
と

市
で

共
有

す
る

」
と

い
う

趣
旨

を
書

き
込

ん
で

ほ
し

い
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

に
つ

い
て

は
一

定
の

記
載

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

市
の

歴
史

的
背

景
に

つ
い

て
は

、
条

例
案

を
作

成
す

る
際

に
改

め
て

精
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

議
会

各
会

派
等

30
6

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

あ
り

方

市
は

自
治

会
町

内
会

が
ほ

と
ん

ど
あ

る
の

に
な

い
と

言
っ

て
来

た
。

ほ
と

ん
ど

な
い

と
い

う
言

葉
は

い
つ

か
ら

そ
う

言
っ

て
来

た
の

か
。

町
内

会
・
自

治
会

が
存

在
せ

ず
と

し
て

来
た

の
は

、
時

代
の

流
れ

に
即

し
て

い
な

い
。

高
齢

者
に

は
コ

ミ
セ

ン
よ

り
も

行
政

主
導

に
よ

る
公

民
館

や
自

治
会

館
の

方
が

望
ま

し
い

。
昭

和
4
6
年

か
ら

時
代

は
変

わ
っ

て
い

る
。

コ
ミ

セ
ン

の
自

主
性

及
び

主
体

性
と

は
？

コ
ミ

セ
ン

は
部

屋
貸

し
業

で
充

分
で

あ
る

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

30
7

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

位
置

付
け

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

、
ま

ち
づ

く
り

へ
の

参
加

と
同

じ
解

釈
に

す
る

よ
う

に
話

し
合

わ
れ

て
い

た
よ

う
だ

が
、

ま
ち

づ
く
り

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
は

違
う

と
思

う
。

実
際

市
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

に
集

う
人

た
ち

は
、

地
域

に
関

心
は

あ
る

が
、

ま
ち

づ
く
り

は
行

政
の

す
る

も
の

だ
と

思
っ

て
い

る
人

も
多

く
、

そ
の

た
め

の
議

論
に

参
加

す
る

意
欲

の
あ

る
人

は
そ

の
中

の
ご

く
一

部
だ

と
感

じ
る

。
項

目
は

別
扱

い
に

す
る

べ
き

だ
と

思
う

。

ご
意

見
の

と
お

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
ま

ち
づ

く
り

は
完

全
な

る
イ

コ
ー

ル
で

は
な

い
が

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
参

加
も

、
広

義
の

意
味

の
「
参

加
」
の

一
形

態
で

あ
る

と
い

う
整

理
の

も
と

、
第

３
章

の
参

加
と

協
働

の
中

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

項
目

を
設

け
て

い
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

30
8

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

定
義

「
市

民
生

活
の

基
礎

単
位

」
と

は
ど

の
よ

う
な

意
味

か
良

く
分

か
ら

な
い

。
「
つ

な
が

り
」
と

か
で

良
い

と
思

う
。

「
武

蔵
野

市
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
想

」
に

よ
る

考
え

方
で

あ
る

。
職

員
意

見

30
9

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

定
義

市
民

は
ど

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
望

ん
で

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

市
民

主
体

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

考
え

、
作

り
上

げ
て

い
く
こ

と
が

書
か

れ
て

い
て

も
い

い
の

で
は

、
と

感
じ

る
。

「
武

蔵
野

市
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
想

」
に

も
そ

の
旨

が
書

か
れ

て
お

り
、

こ
の

条
例

で
も

そ
の

考
え

方
を

踏
襲

し
て

い
る

。
職

員
意

見

31
0

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

定
義

趣
旨

・
説

明
に

あ
る

武
蔵

野
市

の
姿

勢
と

現
在

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
条

例
に

規
定

し
て

い
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
定

義
は

か
け

は
な

れ
て

い
る

。
ま

た
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
設

置
条

例
が

ベ
ー

ス
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

違
和

感
が

あ
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
に

関
す

る
深

堀
り

や
紐

解
き

が
足

り
て

い
な

い
た

め
、

「
別

途
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
条

例
で

定
め

る
」
と

明
記

し
断

言
す

る
こ

と
は

せ
ず

、
「
地

域
を

線
で

区
切

ら
な

い
、

広
い

交
流

、
開

か
れ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
を

め
ざ

し
、

そ
の

た
め

に
「
計

画
行

政
に

よ
っ

て
、

市
民

施
設

を
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に
平

等
に

、
ま

た
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
特

殊
性

に
応

じ
て

適
切

に
配

置
し

、
市

民
自

身
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
」
こ

と
に

留
め

る
べ

き
。

こ
の

条
例

を
作

成
す

る
過

程
で

、
関

連
す

る
条

例
の

見
直

し
は

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
る

。
職

員
意

見

31
1

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
連

帯
と

い
う

表
現

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
の

項
に

「
連

帯
」
と

あ
り

ま
す

。
考

え
は

わ
か

り
ま

す
が

、
現

在
日

常
的

に
使

う
言

葉
で

は
な

く
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
の

で
、

「
市

民
同

士
の

つ
な

が
り

」
等

に
し

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
表

現
に

つ
い

て
は

、
条

例
化

す
る

際
に

検
討

す
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

31
2

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
は

（
中

略
）
市

民
生

活
の

基
礎

単
位

で
す

」
と

い
う

表
現

は
ど

う
し

て
も

堅
い

イ
メ

ー
ジ

と
な

る
。

武
蔵

野
市

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

基
本

的
な

あ
り

方
は

ビ
ラ

ミ
ッ

ド
型

で
は

な
く
、

横
つ

な
が

り
の

多
層

的
・
重

層
的

な
も

の
、

オ
ー

プ
ン

な
も

の
と

イ
メ

ー
ジ

す
べ

き
で

、
こ

の
記

述
は

柔
ら

か
な

も
の

に
改

め
て

ほ
し

い
。

「
市

民
生

活
の

基
礎

単
位

」
は

「
武

蔵
野

市
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
想

」
に

よ
る

考
え

方
で

あ
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

の
考

え
方

は
、

概
ね

ご
意

見
の

趣
旨

に
沿

っ
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

議
会

各
会

派
等

31
3

第
３

章
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

武
蔵

野
市

に
と

っ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
に

は
じ

ま
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

政
策

は
重

要
な

の
で

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

項
目

に
も

っ
と

ウ
ェ

イ
ト

を
も

た
せ

る
。

具
体

的
に

は
、

市
が

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

政
策

を
重

視
す

る
こ

と
を

明
記

す
る

と
も

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
基

盤
と

し
て

市
民

と
行

政
の

協
働

を
推

進
す

る
こ

と
を

条
文

に
入

れ
る

。
1
項

目
目

と
２

項
目

目
の

間
に

「
市

は
、

多
く
の

市
民

が
参

画
す

る
開

か
れ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
し

、
市

民
と

行
政

の
協

働
に

よ
る

快
適

で
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

を
め

ざ
し

ま
す

。
」
と

い
う

文
を

入
れ

る
。

ご
意

見
の

趣
旨

に
つ

い
て

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

条
例

に
て

対
応

す
べ

き
課

題
と

思
わ

れ
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

31
4

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

常
任

委
員

会
へ

の
出

席
に

つ
い

て
今

ま
で

通
り

の
形

（
市

長
等

が
出

席
す

る
形

）
を

明
文

化
し

て
も

ら
い

た
い

。
議

会
各

会
派

等

31
5

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

議
会

の
会

期
職

員
の

負
担

（
拘

束
時

間
）
等

を
考

え
る

と
現

行
の

形
式

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

た
だ

し
、

議
決

機
関

で
は

な
い

が
全

員
協

議
会

を
有

効
的

に
活

用
す

る
こ

と
を

求
め

る
。

議
会

各
会

派
等

31
6

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

議
会

の
会

期
通

年
制

に
つ

い
て

は
、

議
員

へ
の

門
戸

が
開

け
る

一
方

で
、

出
産

・
子

育
て

中
の

係
長

職
や

介
護

中
の

管
理

職
も

増
え

て
お

り
、

職
員

の
働

き
方

の
面

で
は

、
少

し
課

題
が

あ
る

よ
う

に
感

じ
た

。
職

員
意

見

31
7

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

行
政

報
告

の
位

置
づ

け
に

つ
い

て
定

義
の

明
確

化
は

よ
い

が
、

そ
の

事
に

よ
り

議
会

へ
の

情
報

提
供

が
狭

ま
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

ほ
し

い
。

議
会

各
会

派
等

31
8

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

合
意

形
成

に
つ

い
て

合
意

形
成

を
す

る
の

が
議

会
の

目
的

な
の

か
に

つ
い

て
は

疑
問

に
思

う
。

議
会

各
会

派
等

31
9

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

常
任

委
員

会
へ

の
出

席
に

つ
い

て

常
任

委
員

会
等

に
お

い
て

も
市

長
や

管
理

職
職

員
の

出
席

を
本

市
の

特
色

と
し

て
規

定
す

る
と

な
っ

て
い

る
が

、
最

近
の

働
き

方
改

革
の

動
向

等
を

鑑
み

る
と

、
規

定
し

て
し

ま
う

こ
と

が
本

当
に

よ
い

こ
と

な
の

か
、

将
来

の
こ

と
も

考
え

て
十

分
に

議
論

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

と
感

じ
る

。

職
員

意
見

32
0

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

反
問

権
反

問
権

を
自

治
基

本
条

例
で

規
定

す
る

こ
と

に
は

違
和

感
が

あ
る

。
議

会
基

本
条

例
で

規
定

す
る

べ
き

事
項

と
思

わ
れ

る
。

議
会

各
会

派
等

32
1

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

反
問

権
論

点
及

び
争

点
を

明
確

に
す

る
こ

と
で

あ
れ

ば
良

い
と

思
う

。
議

会
各

会
派

等

32
2

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

反
問

権

執
行

部
か

ら
の

質
問

は
原

則
許

容
す

べ
き

で
は

な
く
、

「
A

の
こ

と
で

し
ょ

う
か

、
B

の
こ

と
で

し
ょ

う
か

」
と

い
う

、
善

意
あ

る
い

は
補

充
的

な
質

問
に

限
る

こ
と

。
い

さ
さ

か
で

も
「
ど

う
い

う
趣

旨
か

」
と

い
っ

た
敵

対
的

な
言

質
の

も
の

は
許

す
べ

き
で

は
な

い
。

こ
の

よ
う

な
質

問
は

選
挙

で
選

ば
れ

た
市

長
に

限
っ

て
認

め
る

。
党

首
討

論
の

例
が

あ
る

。
他

国
に

、
執

行
部

の
質

問
を

認
め

て
い

る
例

は
、

調
べ

た
限

り
、

な
か

っ
た

。

職
員

意
見

32
3

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

反
問

権
市

長
等

か
ら

も
質

問
を

可
能

に
す

る
こ

と
は

、
議

会
運

営
の

幅
を

広
げ

る
こ

と
に

つ
な

が
れ

ば
よ

い
。

職
員

意
見

32
4

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

反
問

権
「
反

問
権

」
に

つ
い

て
記

載
で

き
た

の
は

、
す

ば
ら

し
い

と
思

う
。

「
そ

の
論

点
及

び
争

点
を

明
確

に
す

る
た

め
」
と

限
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

「
ど

の
よ

う
な

意
図

で
質

問
し

て
い

る
の

か
」
に

つ
い

て
も

反
問

で
き

る
と

良
い

と
思

う
。

職
員

意
見

32
5

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

議
会

と
の

市
長

と
の

関
係

「
市

民
自

治
」
を

進
め

る
た

め
に

、
議

会
と

市
長

は
ど

の
よ

う
な

関
係

で
あ

る
べ

き
か

、
何

を
す

べ
き

か
、

を
書

い
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。
職

員
意

見

32
6

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

議
会

と
の

市
長

と
の

関
係

議
会

の
役

割
は

主
に

「
行

政
の

監
視

機
能

」
と

「
政

策
立

案
機

能
」
で

す
。

議
会

の
現

状
を

踏
ま

え
る

と
、

政
策

立
案

機
能

は
あ

ま
り

期
待

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

行
政

監
視

機
能

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

と
思

う
。

具
体

的
に

は
、

事
務

事
業

評
価

を
議

会
の

役
割

と
す

る
こ

と
を

提
案

す
る

。

職
員

意
見

32
7

第
４

章
議

会
と

市
長

と
の

関
係

議
会

と
の

市
長

と
の

関
係

議
会

基
本

条
例

に
て

突
っ

込
ん

で
検

討
し

て
い

る
の

で
、

自
治

基
本

条
例

で
は

大
枠

を
規

定
す

る
の

み
で

よ
い

と
思

う
。

議
会

各
会

派
等

32
8

第
４

章
議

会
と

の
市

長
と

の
関

係
議

会
の

会
期

実
質

「
通

年
議

会
」
と

い
う

体
制

を
と

っ
て

い
る

。
必

要
性

は
あ

る
の

か
。

議
会

各
会

派
等

32
9

第
４

章
議

会
と

の
市

長
と

の
関

係
議

会
と

の
市

長
と

の
関

係

「
二

元
代

表
制

」
と

い
う

表
現

を
用

い
た

方
が

解
り

や
す

い
。

特
に

子
ど

も
の

と
き

か
ら

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
認

識
し

て
お

く
べ

き
だ

か
ら

、
用

語
は

大
切

だ
と

思
う

。
他

自
治

体
の

自
治

基
本

条
例

や
議

会
の

説
明

等
で

も
、

具
体

的
な

説
明

だ
け

の
も

の
が

多
い

が
、

な
ぜ

「
二

元
代

表
制

」
の

語
を

用
い

な
い

の
か

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

33
0

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則

少
子

高
齢

化
に

よ
り

、
人

口
オ

ー
ナ

ス
と

な
る

今
後

・
未

来
で

は
、

市
職

員
の

人
材

難
（
人

材
の

確
保

及
び

質
の

確
保

）
が

想
定

さ
れ

る
。

こ
れ

ら
に

対
応

す
る

も
の

と
し

て
、

公
民

連
携

P
P

P
や

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

（
民

間
ノ

ウ
ハ

ウ
の

有
効

か
つ

積
極

的
な

活
用

に
よ

る
効

果
的

な
事

業
展

開
等

）
の

活
用

に
関

す
る

記
載

は
必

要
不

可
欠

だ
と

思
う

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

議
会

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

は
議

会
と

十
分

に
協

議
を

行
い

、
議

会
で

検
討

中
で

あ
る

議
会

基
本

条
例

と
の

整
合

を
図

っ
た

う
え

で
自

治
基

本
条

例
案

を
作

成
す

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

33
1

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
健

全
な

財
政

運
営

に
つ

い
て

当
た

り
前

の
こ

と
を

あ
え

て
規

定
す

る
理

由
は

。
わ

ざ
わ

ざ
書

き
込

む
こ

と
に

よ
り

、
あ

れ
も

こ
れ

も
我

慢
せ

よ
と

い
う

こ
と

に
使

わ
れ

る
こ

と
を

危
惧

す
る

。

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
こ

の
条

例
を

、
自

治
を

体
系

的
に

表
す

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

的
な

存
在

と
し

て
位

置
付

け
る

た
め

に
、

法
律

に
書

か
れ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
も

敢
え

て
書

く
べ

き
だ

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
一

方
で

、
な

る
べ

く
分

か
り

や
す

く
シ

ン
プ

ル
な

も
の

で
あ

る
べ

き
と

い
う

意
見

も
出

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
「
こ

の
条

例
に

は
地

方
自

治
法

な
ど

の
法

律
に

規
定

さ
れ

て
い

な
い

事
項

を
中

心
に

書
く
こ

と
と

す
る

が
、

特
に

重
要

と
考

え
る

項
目

に
つ

い
て

は
記

載
す

る
」
と

い
う

整
理

に
な

っ
て

い
る

。

議
会

各
会

派
等

33
2

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
定

義
職

員
の

定
義

が
必

要
。

市
民

は
、

本
庁

職
員

だ
け

で
な

く
、

外
郭

団
体

の
担

う
業

務
も

ほ
と

ん
ど

市
と

等
し

く
受

け
止

め
て

お
り

、
外

郭
団

体
職

員
も

職
員

と
考

え
な

い
と

、
条

例
が

働
き

出
し

て
も

期
待

に
応

え
き

れ
な

い
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

33
3

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体

財
政

出
資

団
体

は
市

の
本

来
業

務
を

外
出

し
し

て
行

わ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

が
結

構
あ

る
と

思
う

。
こ

れ
は

本
来

市
の

職
員

の
責

務
を

代
行

し
て

い
る

わ
け

で
す

。
そ

れ
ら

の
職

員
の

位
置

づ
け

が
、

条
例

か
ら

排
除

さ
れ

て
お

り
、

市
長

の
も

と
で

適
切

な
指

導
監

督
を

受
け

れ
ば

い
い

と
い

う
こ

と
で

、
市

民
自

治
の

一
翼

を
担

う
よ

う
な

形
に

な
っ

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
不

安
を

す
ご

く
感

じ
ま

す
。

市
役

所
に

い
る

職
員

だ
け

で
な

く
、

財
政

出
資

団
体

な
ど

の
市

の
本

体
業

務
を

担
っ

て
い

る
団

体
、

職
員

に
つ

い
て

も
、

自
治

を
担

っ
て

い
る

と
い

う
ふ

う
に

し
て

い
た

だ
き

、
今

後
、

条
例

の
中

に
う

ま
く
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

市
民

意
見

交
換

会

33
4

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て

財
政

援
助

出
資

団
体

に
も

自
治

基
本

条
例

が
準

用
さ

れ
る

こ
と

を
明

確
に

し
て

欲
し

い
。

例
え

ば
自

主
三

原
則

に
よ

る
コ

ミ
セ

ン
活

動
の

正
当

性
は

、
そ

の
活

動
が

自
治

基
本

条
例

の
原

則
に

則
っ

て
い

る
こ

と
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

33
5

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
定

義
職

員
の

責
務

に
関

連
し

て
、

職
員

の
定

義
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

正
規

職
員

の
み

な
ら

ず
嘱

託
等

の
非

正
規

職
員

、
さ

ら
に

は
財

政
援

助
出

資
団

体
の

職
員

（
正

規
及

び
非

正
規

）
も

含
め

る
べ

き
で

あ
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

33
6

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体

市
か

ら
直

接
的

な
も

の
だ

け
で

は
な

く
て

、
第

三
セ

ク
タ

ー
で

あ
る

財
援

団
体

を
通

じ
て

、
い

ろ
ん

な
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

担
い

手
が

あ
る

と
思

う
の

で
、

援
助

団
体

に
対

し
て

も
、

自
治

基
本

条
例

の
精

神
が

き
ち

ん
と

遵
守

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

を
何

ら
か

の
形

で
、

こ
の

条
例

の
中

に
書

い
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

運
営

の
最

も
基

本
的

な
ル

ー
ル

が
こ

の
自

治
基

本
条

例
に

あ
る

ん
だ

と
い

う
こ

と
が

何
ら

か
の

形
で

触
れ

ら
れ

る
よ

う
に

、
そ

の
こ

と
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

た
い

で
す

。

市
民

意
見

交
換

会

33
7

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て
市

の
サ

ー
ビ

ス
が

多
く
の

財
政

援
助

出
資

団
体

や
委

託
に

よ
っ

て
担

わ
れ

て
い

る
実

態
が

あ
り

、
素

案
の

「
適

切
な

指
導

監
督

」
と

の
記

述
で

十
分

な
の

か
、

疑
問

で
す

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

33
8

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務

職
員

の
責

務
と

し
て

書
か

れ
て

い
る

内
容

を
本

当
に

職
員

が
果

た
せ

る
た

め
に

は
、

「
職

員
が

地
域

に
出

る
」
こ

と
を

担
保

す
る

条
文

が
必

要
で

あ
る

。
例

「
市

は
、

職
員

に
上

記
の

責
務

を
果

た
す

た
め

の
基

礎
的

な
感

覚
と

力
量

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

、
職

員
研

修
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

職
員

が
地

域
で

市
民

と
共

に
活

動
す

る
機

会
を

増
や

し
ま

す
。

」

本
条

例
は

自
治

の
推

進
に

あ
た

っ
て

必
要

と
な

る
基

本
的

な
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
で

、
本

条
例

に
記

載
さ

れ
た

内
容

を
担

保
す

る
た

め
の

制
度

や
手

法
な

ど
の

詳
細

に
つ

い
て

は
別

で
規

定
す

る
こ

と
と

な
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

33
9

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体

高
齢

者
の

分
野

、
障

害
の

分
野

、
子

ど
も

・
子

育
て

の
分

野
等

々
で

、
財

援
団

体
に

お
い

て
非

常
に

多
く
の

人
た

ち
が

、
実

際
に

自
治

体
の

担
う

べ
き

役
割

を
担

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

財
援

団
体

の
こ

と
が

書
か

れ
た

と
い

う
の

は
大

変
い

い
と

思
う

が
、

も
う

少
し

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

財
政

援
助

出
資

団
体

は
市

と
は

別
団

体
で

あ
り

、
団

体
の

自
主

的
な

経
営

を
促

進
す

る
観

点
か

ら
も

本
条

例
を

直
接

適
用

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
と

考
え

る
。

一
方

で
、

ご
意

見
の

中
に

も
あ

っ
た

よ
う

に
、

財
政

援
助

出
資

団
体

の
業

務
は

市
政

と
密

接
に

関
連

す
る

も
の

も
多

い
の

で
、

本
条

例
で

は
、

団
体

に
対

す
る

適
切

な
指

導
・
監

督
等

、
市

の
関

わ
り

に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

市
民

意
見

交
換

会

34
0

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
行

政
評

価
に

つ
い

て
政

策
評

価
及

び
事

務
事

業
評

価
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
定

量
的

な
評

価
は

難
し

く
て

も
、

原
則

す
べ

て
の

事
業

の
評

価
を

行
い

、
事

務
の

見
直

し
を

日
常

的
に

行
う

こ
と

を
目

指
し

て
も

良
い

と
思

う
。

職
員

意
見

34
1

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務

職
員

の
責

務
に

つ
い

て
一

通
り

の
サ

ー
ビ

ス
基

盤
が

で
き

て
以

降
長

い
間

、
職

員
は

市
民

の
声

を
聴

き
な

が
ら

忠
実

に
業

務
改

善
を

中
心

に
働

い
て

き
た

。
今

回
の

記
述

は
こ

の
延

長
線

上
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。

ハ
ー

ド
の

再
編

や
技

術
革

新
に

よ
っ

て
サ

ー
ビ

ス
基

盤
そ

の
も

の
が

大
き

な
変

革
期

に
入

っ
た

今
、

聴
く
こ

と
、

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
、

期
待

に
応

え
る

こ
と

の
先

の
力

が
必

要
だ

と
強

く
感

じ
る

。

職
員

意
見

財
政

援
助

出
資

団
体

は
市

と
は

別
団

体
で

あ
り

、
団

体
の

自
主

的
な

経
営

を
促

進
す

る
観

点
か

ら
も

本
条

例
を

直
接

適
用

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
と

考
え

る
。

一
方

で
、

ご
意

見
の

中
に

も
あ

っ
た

よ
う

に
、

財
政

援
助

出
資

団
体

の
業

務
は

市
政

と
密

接
に

関
連

す
る

も
の

も
多

い
の

で
、

本
条

例
で

は
、

団
体

に
対

す
る

適
切

な
指

導
・
監

督
等

、
市

の
関

わ
り

に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

本
条

例
は

自
治

の
推

進
に

あ
た

っ
て

必
要

と
な

る
基

本
的

な
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
で

、
本

条
例

に
記

載
さ

れ
た

内
容

を
担

保
す

る
た

め
の

制
度

や
手

法
な

ど
の

詳
細

に
つ

い
て

は
別

で
規

定
す

る
こ

と
と

な
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

34
2

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務
「
職

員
が

地
域

に
出

る
」
こ

と
を

担
保

す
る

条
文

が
必

要
。

職
員

が
地

域
に

出
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
地

域
の

課
題

の
、

ま
ず

事
実

確
認

、
次

に
状

況
把

握
、

裏
に

あ
る

事
情

が
飲

み
込

め
る

様
に

な
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

34
3

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
地

域
へ

の
参

加

市
役

所
職

員
は

も
っ

と
地

域
に

出
て

き
て

欲
し

い
。

地
域

の
人

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
活

動
し

て
い

る
中

、
市

役
所

職
員

は
休

日
な

ら
休

日
出

勤
、

代
休

も
取

れ
る

し
、

平
日

の
時

間
内

は
も

ち
ろ

ん
お

給
料

が
発

生
し

て
い

る
。

地
域

を
よ

り
よ

く
す

る
た

め
に

協
働

を
考

え
る

の
で

あ
る

な
ら

、
も

っ
と

行
政

は
活

発
に

地
域

に
出

て
き

て
く
れ

る
べ

き
だ

と
思

う
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

34
4

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
学

び
職

員
の

方
の

学
び

や
研

修
の

場
も

き
ち

ん
と

位
置

づ
け

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
条

例
で

も
、

市
民

と
行

政
職

員
の

方
の

学
び

の
支

援
と

い
う

こ
と

を
充

実
さ

せ
る

よ
う

な
言

葉
が

あ
る

と
、

あ
り

が
た

い
と

思
い

ま
す

。
市

民
意

見
交

換
会

34
5

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て
各

団
体

へ
の

指
導

監
督

等
、

団
体

へ
の

市
の

関
わ

り
に

つ
い

て
は

き
ち

ん
と

規
定

し
て

も
ら

い
た

い
。

財
政

援
助

出
資

団
体

を
設

立
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

公
益

的
な

事
業

を
行

っ
て

き
た

こ
と

は
本

市
の

特
徴

の
一

つ
で

あ
る

が
、

現
在

条
例

上
の

位
置

付
け

は
何

も
な

い
た

め
、

財
政

援
助

出
資

団
体

に
対

す
る

市
の

関
わ

り
と

し
て

、
第

５
章

の
中

で
規

定
す

る
方

向
で

骨
子

案
素

案
に

記
載

し
て

い
る

。

議
会

各
会

派
等

34
6

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て

財
政

援
助

出
資

団
体

の
存

在
は

武
蔵

野
市

の
特

徴
の

ひ
と

つ
で

す
が

、
そ

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
、

存
続

自
体

に
つ

い
て

も
、

見
直

し
続

け
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

（
民

業
圧

迫
、

経
営

方
針

の
束

縛
な

ど
悪

影
響

も
あ

る
。

）
そ

の
た

め
、

財
援

団
体

の
存

続
が

前
提

の
よ

う
な

記
載

に
は

疑
問

が
残

る
。

交
流

事
業

や
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て
は

政
策

的
な

面
も

あ
る

が
、

本
条

例
は

「
自

治
の

推
進

に
あ

た
っ

て
必

要
と

な
る

基
本

的
な

ル
ー

ル
」
に

つ
い

て
定

め
る

も
の

で
、

こ
れ

ら
の

項
目

に
つ

い
て

も
大

枠
の

部
分

の
み

を
記

載
し

て
い

る
。

な
お

、
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て
は

、
見

直
し

の
基

本
方

針
や

在
り

方
検

討
委

員
会

の
報

告
書

に
お

い
て

見
直

し
の

方
向

性
を

定
め

て
い

る
。

職
員

意
見

34
7

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て

市
長

や
議

会
の

考
え

方
が

変
わ

っ
た

時
に

、
そ

れ
を

計
画

や
政

策
に

反
映

で
き

る
よ

う
、

政
策

に
係

る
内

容
は

条
例

に
規

定
す

る
べ

き
で

は
な

い
と

考
え

ま
す

。
そ

の
点

か
ら

、
交

流
事

業
や

財
援

団
体

に
つ

い
て

は
、

市
の

特
徴

で
は

あ
る

も
の

の
、

規
定

す
べ

き
で

な
い

と
思

い
ま

す
。

交
流

事
業

や
財

政
援

助
出

資
団

体
に

つ
い

て
は

政
策

的
な

面
も

あ
る

が
、

本
条

例
は

「
自

治
の

推
進

に
あ

た
っ

て
必

要
と

な
る

基
本

的
な

ル
ー

ル
」
に

つ
い

て
定

め
る

も
の

で
、

こ
れ

ら
の

項
目

に
つ

い
て

も
大

枠
の

部
分

の
み

を
記

載
し

て
い

る
。

職
員

意
見

34
8

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
政

策
法

務
の

推
進

主
語

は
「
市

長
等

」
で

な
な

く
、

「
市

」
で

は
な

い
の

か
。

（
議

会
も

立
法

機
能

を
担

っ
て

い
る

。
）

本
章

は
「
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
」
と

い
う

こ
と

で
、

執
行

機
関

と
し

て
の

原
則

を
記

載
し

て
い

る
た

め
、

敢
え

て
主

語
を

「
市

長
等

」
と

し
て

い
た

が
、

議
会

が
法

律
の

定
め

に
よ

り
立

法
機

能
を

担
っ

て
い

る
こ

と
は

ご
指

摘
の

と
お

り
で

あ
る

の
で

、
ご

意
見

の
と

お
り

修
正

す
る

。

議
会

各
会

派
等

34
9

第
５

章
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
行

政
評

価
に

つ
い

て
行

政
評

価
に

つ
い

て
は

、
「
効

率
的

」
で

あ
る

こ
と

よ
り

も
、

「
適

正
」
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

現
段

階
で

外
部

評
価

を
一

概
に

否
定

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

本
条

例
は

自
治

の
推

進
に

あ
た

っ
て

必
要

と
な

る
基

本
的

な
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
で

、
本

条
例

に
記

載
さ

れ
た

内
容

を
担

保
す

る
た

め
の

制
度

や
手

法
な

ど
の

詳
細

に
つ

い
て

は
別

で
規

定
す

る
こ

と
と

な
る

。
外

部
評

価
に

関
し

て
も

、
懇

談
会

の
議

論
の

中
で

話
が

出
た

が
、

そ
の

手
法

を
本

骨
子

案
素

案
に

お
い

て
否

定
す

る
も

の
で

は
な

い
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

35
0

第
５

章
職

員
の

責
務

災
害

時
の

規
定

市
長

等
の

補
助

機
関

と
し

て
職

員
に

災
害

時
の

規
定

を
設

け
る

の
で

あ
れ

ば
、

市
長

の
責

務
に

も
災

害
に

関
し

て
の

事
項

を
入

れ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

市
長

等
の

責
務

の
項

目
の

１
番

目
の

「
市

政
全

体
の

総
合

的
な

調
整

」
に

含
ま

れ
る

と
解

し
て

い
る

。
議

会
各

会
派

等

35
1

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務
現

在
そ

し
て

未
来

の
職

員
の

働
き

や
す

さ
を

補
完

す
る

よ
う

な
内

容
で

あ
っ

て
ほ

し
い

。
市

長
と

の
責

務
の

中
に

、
「
職

員
が

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

環
境

を
整

え
、

仕
事

の
質

の
向

上
を

図
る

こ
と

」
を

記
載

し
て

い
る

。
職

員
意

見

35
2

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務
地

方
自

治
法

第
1
5
3
条

第
１

項
に

い
う

「
委

任
」
と

は
、

「
権

限
の

委
任

」
の

こ
と

を
指

し
、

日
常

会
話

で
の

「
委

任
」
と

は
別

の
意

味
で

使
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
「
職

員
の

責
務

」
「
用

語
の

説
明

」
欄

の
記

述
は

、
妥

当
で

な
い

と
思

わ
れ

る
。

文
言

に
つ

い
て

は
条

例
案

作
成

の
際

に
精

査
す

る
。

職
員

意
見

35
3

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務

職
員

の
責

務
と

し
て

、
「
災

害
等

の
緊

急
時

に
お

い
て

最
前

線
に

立
っ

て
」
と

い
き

な
り

、
こ

れ
ま

で
と

次
元

の
違

う
具

体
的

な
こ

と
が

う
た

わ
れ

て
お

り
違

和
感

を
感

じ
る

。
職

務
と

し
て

「
市

民
の

安
全

確
保

に
尽

力
」
す

る
が

、
災

害
時

の
職

員
の

責
務

を
強

調
し

す
ぎ

で
あ

る
と

感
じ

る
。

そ
れ

で
あ

れ
ば

、
災

害
時

に
こ

そ
市

民
と

の
「
協

働
」
を

う
た

う
べ

き
と

感
じ

る
。

（
そ

も
そ

も
自

治
基

本
条

例
に

「
災

害
時

」
の

こ
と

を
わ

ざ
わ

ざ
記

載
し

、
し

か
も

「
職

員
の

責
務

」
に

だ
け

う
た

う
こ

と
に

違
和

感
が

あ
る

）

懇
談

会
で

は
、

市
町

村
の

職
員

は
、

国
や

都
道

府
県

の
職

員
と

比
較

し
て

よ
り

身
近

な
と

こ
ろ

で
職

務
に

当
た

っ
て

お
り

、
そ

の
こ

と
が

特
徴

的
に

表
れ

る
の

が
災

害
時

と
い

う
議

論
が

な
さ

れ
た

。
そ

の
こ

と
を

受
け

、
骨

子
案

素
案

に
盛

り
込

ん
だ

が
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

表
現

に
つ

い
て

は
改

め
る

こ
と

と
す

る
。

職
員

意
見

本
条

例
は

自
治

の
推

進
に

あ
た

っ
て

必
要

と
な

る
基

本
的

な
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
で

、
本

条
例

に
記

載
さ

れ
た

内
容

を
担

保
す

る
た

め
の

制
度

や
手

法
な

ど
の

詳
細

に
つ

い
て

は
別

で
規

定
す

る
こ

と
と

な
る

。

59



章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

35
4

第
５

章
職

員
の

責
務

職
員

の
責

務
の

表
現

「
職

員
の

責
務

」
に

「
最

前
線

に
立

っ
て

」
と

あ
り

ま
す

。
心

意
気

は
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

、
文

言
が

強
す

ぎ
る

感
じ

が
し

ま
す

の
で

、
カ

ッ
ト

し
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

懇
談

会
で

は
、

市
町

村
の

職
員

は
、

国
や

都
道

府
県

の
職

員
と

比
較

し
て

よ
り

身
近

な
と

こ
ろ

で
職

務
に

当
た

っ
て

お
り

、
そ

の
こ

と
が

特
徴

的
に

表
れ

る
の

が
災

害
時

と
い

う
議

論
が

な
さ

れ
た

。
そ

の
こ

と
を

受
け

、
骨

子
案

素
案

に
盛

り
込

ん
だ

が
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

表
現

に
つ

い
て

は
改

め
る

こ
と

と
す

る
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

35
5

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
国

と
東

京
都

と
の

関
係

当
た

り
前

の
こ

と
を

あ
え

て
規

定
す

る
理

由
は

。
「
対

等
な

立
場

で
連

携
・
協

力
」
に

つ
い

て
は

、
市

民
の

利
益

を
守

る
立

場
で

推
進

す
べ

し
。

議
会

各
会

派
等

35
6

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
記

載
の

必
要

性
こ

の
条

例
で

は
地

方
自

治
法

に
規

定
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

中
心

に
定

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
の

な
ら

ば
、

記
載

す
る

必
要

は
あ

る
の

か
。

議
会

各
会

派
等

35
7

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
「
対

等
な

立
場

で
連

携
・
協

力
を

図
る

」
と

あ
る

の
で

、
本

条
例

を
根

拠
に

都
へ

市
民

意
見

を
聞

く
こ

と
を

要
望

し
て

い
け

る
の

か
。

国
と

東
京

都
と

の
関

係
に

つ
い

て
、

武
蔵

野
市

の
基

礎
自

治
体

と
し

て
の

自
主

性
の

確
立

や
自

治
権

の
拡

充
を

求
め

て
い

く
こ

と
と

、
今

ま
で

の
地

方
分

権
改

革
の

成
果

を
活

用
し

て
い

く
と

い
う

精
神

を
述

べ
る

意
味

で
、

現
在

第
６

章
に

記
載

し
た

内
容

に
な

っ
て

い
る

。

職
員

意
見

35
8

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
主

語
が

「
市

」
だ

け
で

あ
る

の
は

お
か

し
い

。
市

民
も

近
隣

自
治

体
と

の
連

携
を

意
識

し
た

自
治

を
考

え
る

べ
き

だ
と

思
う

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

職
員

意
見

35
9

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係

「
市

は
、

住
民

の
福

祉
の

向
上

の
た

め
（
中

略
）
活

用
し

て
い

く
も

の
と

し
ま

す
。

」
と

記
載

が
あ

る
が

、
「
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
」
の

項
目

に
記

載
し

た
意

図
が

分
か

り
に

く
い

。
現

状
の

文
章

だ
と

、
「
市

長
等

の
責

務
」
と

も
考

え
ら

れ
る

。
「
市

政
運

営
に

あ
た

っ
て

は
、

『
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
に

お
い

て
、

』
自

ら
の

責
任

に
お

い
て

主
体

的
に

判
断

し
」
な

ど
と

言
葉

を
補

っ
て

は
い

か
が

か
。

「
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
」
と

い
う

章
の

中
な

の
で

、
敢

え
て

そ
の

こ
と

は
本

文
中

に
は

記
載

し
て

い
な

い
が

、
条

文
案

作
成

の
際

に
検

討
す

る
。

職
員

意
見

36
0

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
国

策
や

都
策

に
反

対
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

も
あ

る
は

ず
で

す
。

市
長

や
議

会
が

、
市

民
の

権
利

を
守

る
た

め
に

、
国

や
東

京
都

に
意

見
を

提
出

す
る

こ
と

を
明

確
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

国
と

東
京

都
と

の
関

係
に

つ
い

て
、

武
蔵

野
市

の
基

礎
自

治
体

と
し

て
の

自
主

性
の

確
立

や
自

治
権

の
拡

充
を

求
め

て
い

く
こ

と
と

、
今

ま
で

の
地

方
分

権
改

革
の

成
果

を
活

用
し

て
い

く
と

い
う

精
神

を
述

べ
る

意
味

で
、

現
在

第
６

章
に

記
載

し
た

内
容

に
な

っ
て

い
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

36
1

第
６

章
国

及
び

東
京

都
と

の
関

係
用

語
の

定
義

骨
子

案
は

「
住

民
」
と

「
市

民
」
と

い
う

用
語

が
出

て
い

る
が

、
使

い
分

け
て

い
る

？
そ

の
違

い
は

？
こ

の
章

で
あ

っ
て

も
「
市

民
」
が

主
語

で
あ

っ
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
市

民
自

治
の

た
め

の
国

や
都

と
の

連
携

で
あ

る
と

思
う

。

「
武

蔵
野

市
の

住
民

」
の

意
味

で
骨

子
案

素
案

で
は

基
本

的
に

「
市

民
」
と

い
う

言
葉

を
使

用
し

て
い

る
が

、
第

６
章

の
「
住

民
の

福
祉

」
に

つ
い

て
は

、
地

方
自

治
法

（
第

２
条

）
に

お
け

る
表

現
を

そ
の

ま
ま

引
用

し
て

い
る

。
職

員
意

見

36
2

第
７

章
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
広

域
連

携
に

つ
い

て

今
後

は
フ

ル
セ

ッ
ト

型
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
見

直
し

、
施

設
利

用
や

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
周

辺
自

治
体

と
共

有
（
共

同
運

営
）
す

る
こ

と
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

の
は

素
案

の
と

お
り

だ
と

思
う

。
こ

れ
が

よ
り

実
効

的
に

な
る

よ
う

、
よ

り
踏

み
込

ん
だ

記
載

を
お

願
い

し
た

い
。

市
が

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
さ

ま
ざ

ま
な

市
民

参
加

な
ど

に
関

す
る

事
項

を
明

文
化

し
、

こ
の

条
例

を
つ

く
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
市

民
自

治
が

よ
り

一
層

進
展

し
て

い
く
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
職

員
意

見

36
3

第
７

章
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
国

際
社

会
と

の
か

か
わ

り

国
際

社
会

と
の

か
か

わ
り

で
は

、
「
国

際
社

会
に

お
け

る
地

方
自

治
に

関
す

る
す

す
ん

だ
取

り
組

み
を

学
び

、
積

極
的

に
取

り
入

れ
る

」
こ

と
が

、
こ

の
条

例
の

趣
旨

に
あ

っ
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

36
4

第
７

章
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
自

治
体

同
士

の
協

力
「
施

設
の

共
同

利
用

な
ど

、
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

・
向

上
に

向
け

た
自

治
体

同
士

の
協

力
」
に

つ
い

て
は

、
公

共
施

設
の

削
減

目
的

に
使

わ
れ

な
い

か
。

第
７

章
は

、
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
と

い
う

切
り

口
で

近
隣

自
治

体
と

の
協

力
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

る
。

そ
の

目
的

は
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

の
た

め
で

あ
り

、
公

共
施

設
の

削
減

が
目

的
で

は
な

い
。

議
会

各
会

派
等

36
5

第
７

章
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
多

文
化

共
生

社
会

に
つ

い
て

多
文

化
共

生
の

言
葉

を
軽

々
し

く
使

い
す

ぎ
で

は
な

い
か

と
思

う
。

武
蔵

野
市

と
し

て
ど

こ
ま

で
や

る
つ

も
り

な
の

か
全

く
見

え
な

い
中

で
、

言
葉

だ
け

が
一

人
歩

き
し

そ
う

で
不

安
で

あ
る

。
市

と
し

て
の

限
度

・
限

界
が

見
え

な
い

状
況

下
で

は
、

「
多

文
化

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

」
程

度
の

表
現

が
落

と
し

ど
こ

ろ
で

は
な

い
か

と
思

う
。

も
ち

ろ
ん

市
民

レ
ベ

ル
で

の
交

流
も

大
切

だ
が

、
懇

談
会

に
お

い
て

も
、

交
流

は
市

と
し

て
重

視
し

て
き

た
部

分
で

は
あ

る
の

で
市

の
姿

勢
を

条
例

の
中

で
見

せ
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

い
う

議
論

が
あ

り
、

現
在

の
表

現
と

な
っ

て
い

る
。

職
員

意
見

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
こ

の
条

例
を

自
治

を
体

系
的

に
表

す
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
的

な
存

在
と

し
て

位
置

付
け

る
た

め
に

、
法

律
に

書
か

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

も
敢

え
て

書
く
べ

き
だ

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
一

方
で

、
な

る
べ

く
分

か
り

や
す

く
シ

ン
プ

ル
な

も
の

で
あ

る
べ

き
と

い
う

意
見

も
出

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
「
こ

の
条

例
に

は
地

方
自

治
法

な
ど

の
法

律
に

規
定

さ
れ

て
い

な
い

事
項

を
中

心
に

書
く
こ

と
と

す
る

が
、

特
に

重
要

と
考

え
る

項
目

に
つ

い
て

は
記

載
す

る
」
と

い
う

整
理

に
な

っ
て

い
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

36
6

第
７

章
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
法

律
と

の
関

係
こ

の
条

例
で

は
地

方
自

治
法

に
規

定
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

中
心

に
定

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
の

な
ら

ば
、

記
載

す
る

必
要

は
あ

る
の

か
。

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
こ

の
条

例
を

、
自

治
を

体
系

的
に

表
す

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

的
な

存
在

と
し

て
位

置
付

け
る

た
め

に
、

法
律

に
書

か
れ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
も

敢
え

て
書

く
べ

き
だ

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
一

方
で

、
な

る
べ

く
分

か
り

や
す

く
シ

ン
プ

ル
な

も
の

で
あ

る
べ

き
と

い
う

意
見

も
出

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
「
こ

の
条

例
に

は
地

方
自

治
法

な
ど

の
法

律
に

規
定

さ
れ

て
い

な
い

事
項

を
中

心
に

書
く
こ

と
と

す
る

が
、

特
に

重
要

と
考

え
る

項
目

に
つ

い
て

は
記

載
す

る
」
と

い
う

整
理

に
な

っ
て

い
る

。

議
会

各
会

派
等

36
7

第
７

章
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
広

域
連

携
に

つ
い

て

相
互

発
展

、
市

民
サ

ー
ビ

ス
向

上
、

災
害

時
の

協
力

・
支

援
の

前
に

、
「
都

市
は

単
立

で
き

な
い

」
と

い
う

視
点

が
必

要
だ

と
思

う
。

人
、

食
糧

・
水

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

等
々

、
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

関
し

て
、

都
市

は
地

方
に

依
存

し
て

い
る

。
条

例
案

作
成

の
段

階
で

検
討

す
る

。
職

員
意

見

36
8

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係

前
文

に
市

民
と

市
が

と
も

に
「
恒

久
的

平
和

の
実

現
を

目
指

す
」
こ

と
を

入
れ

る
こ

と
に

違
和

感
は

な
い

が
、

条
文

と
し

て
入

れ
る

に
は

、
カ

テ
ゴ

リ
ー

が
大

き
す

ぎ
る

。
も

う
少

し
恒

久
的

平
和

を
目

指
す

た
め

に
、

武
蔵

野
市

は
ど

の
よ

う
な

方
向

性
を

示
す

の
か

、
具

体
的

に
し

て
ほ

し
い

。
②

③
と

も
に

主
語

を
き

ち
ん

と
入

れ
た

方
が

よ
い

。
誰

が
恒

久
的

平
和

の
実

現
を

目
指

し
た

活
動

を
展

開
す

る
の

か
。

誰
が

平
和

を
次

世
代

に
語

り
継

ぐ
の

か
。

主
語

は
「
市

民
」
と

「
市

」
の

両
方

が
よ

い
と

思
う

。

前
文

は
本

文
と

共
に

条
例

の
一

部
を

構
成

す
る

も
の

で
、

各
条

項
の

解
釈

の
基

準
を

示
す

意
義

・
効

力
を

有
す

る
が

、
具

体
的

な
規

定
に

は
当

た
ら

ず
、

前
文

の
内

容
か

ら
直

接
法

的
効

果
は

生
じ

な
い

と
い

う
一

般
的

な
解

釈
の

も
と

、
武

蔵
野

市
が

今
後

も
平

和
を

大
切

に
し

て
い

く
こ

と
に

効
力

を
持

た
せ

る
た

め
、

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
本

文
に

も
平

和
に

関
す

る
条

項
を

置
く
こ

と
と

し
た

。
条

文
の

主
語

に
つ

い
て

は
条

例
案

作
成

の
際

に
検

討
す

る
。

職
員

意
見

36
9

第
８

章
平

和
他

条
例

と
の

関
係

「
第

8
章

　
平

和
」
に

は
「
以

下
の

事
項

に
つ

い
て

規
定

し
ま

す
。

」
と

さ
れ

「
活

動
の

展
開

」
「
語

り
継

ぐ
」
「
相

互
理

解
の

推
進

」
等

の
事

項
が

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
一

方
で

は
本

条
例

は
「
他

の
条

例
の

解
釈

の
基

準
と

な
る

」
と

示
さ

れ
て

お
り

、
上

記
３

事
項

す
ら

も
「
他

の
条

例
の

解
釈

の
基

準
」
と

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

こ
と

に
大

き
な

違
和

感
が

あ
る

。

法
律

に
お

け
る

基
本

法
と

個
別

法
の

関
係

と
同

じ
よ

う
に

、
「
基

本
条

例
」
を

根
拠

に
「
そ

の
他

の
条

例
」
を

解
釈

す
る

と
い

う
趣

旨
を

入
れ

る
、

と
い

う
懇

談
会

で
の

議
論

を
経

て
、

「
他

の
条

例
の

解
釈

の
基

準
と

な
る

」
と

い
う

表
現

を
し

て
い

る
。

職
員

意
見

37
0

第
８

章
平

和
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
に

つ
い

て
の

記
述

 最
後

の
「
平

和
」
に

関
す

る
表

現
に

つ
い

て
も

、
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
と

の
関

連
を

 明
記

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
平

和
と

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

と
の

関
連

に
つ

い
て

の
議

論
は

こ
れ

ま
で

懇
談

会
で

は
行

っ
て

い
な

い
の

で
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

検
討

す
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

37
1

第
８

章
平

和
平

和
「
平

和
」
の

章
に

つ
い

て
は

、
全

て
の

こ
と

の
前

提
に

な
る

も
の

で
す

か
ら

、
「
総

則
」
の

後
で

あ
る

と
か

、
「
前

文
」
の

後
で

あ
る

と
か

、
前

の
ほ

う
に

持
っ

て
く
る

べ
き

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

市
民

意
見

交
換

会

37
2

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係
平

和
へ

の
理

念
的

な
こ

と
は

最
後

で
は

な
く
冒

頭
に

記
載

し
た

方
が

良
い

と
思

う
。

前
文

で
は

な
く

条
文

に
記

載
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
目

的
の

前
に

理
念

を
設

け
て

は
ど

う
か

。
職

員
意

見

37
3

第
８

章
平

和
平

和
平

和
は

も
う

少
し

、
「
市

民
自

治
」
と

か
か

わ
り

の
あ

る
と

こ
ろ

で
、

具
体

的
に

「
誰

が
」
「
ど

の
よ

う
に

」
恒

久
平

和
の

実
現

を
目

指
し

た
活

動
を

す
る

の
か

記
載

す
べ

き
と

感
じ

る
。

主
語

は
「
市

民
」
で

あ
る

べ
き

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

職
員

意
見

37
4

第
８

章
平

和
平

和
最

後
に

「
平

和
」
と

あ
る

と
落

ち
着

く
イ

メ
ー

ジ
が

あ
り

、
良

い
と

思
う

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

職
員

意
見

37
5

第
８

章
平

和
平

和

我
が

国
は

超
高

齢
化

社
会

を
迎

え
、

労
働

人
口

は
減

少
の

一
途

を
辿

る
。

さ
ら

に
T
P

P
条

約
の

履
行

等
に

よ
っ

て
大

量
の

外
国

人
労

働
者

が
流

入
す

る
。

も
は

や
「
単

一
民

族
国

家
」
を

自
称

す
る

こ
と

す
ら

困
難

に
な

る
可

能
性

も
あ

る
。

武
蔵

野
市

も
こ

の
よ

う
な

状
況

を
鑑

み
、

歴
史

的
経

緯
も

大
切

で
あ

る
が

、
平

和
に

関
し

て
は

「
反

戦
」
と

い
う

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
イ

メ
ー

ジ
を

前
面

に
出

さ
ず

、
優

先
順

位
を

「
国

際
相

互
理

解
」
を

１
番

目
に

配
置

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

37
6

第
８

章
平

和
平

和
唐

突
に

な
ら

な
い

よ
う

な
流

れ
で

書
け

る
と

良
い

と
思

う
。

平
和

で
な

け
れ

ば
自

治
が

語
れ

な
い

、
国

際
的

な
友

好
関

係
が

あ
る

か
ら

、
外

国
人

も
含

め
た

市
民

に
と

っ
て

開
か

れ
た

ま
ち

に
な

る
、

と
い

う
よ

う
な

。
ご

意
見

の
趣

旨
に

つ
い

て
は

、
第

8
章

に
加

筆
し

た
い

。
職

員
意

見

37
7

第
８

章
平

和
平

和
武

蔵
野

市
で

は
昭

和
4
6
年

に
ス

タ
ー

ト
し

た
最

初
の

長
期

計
画

に
「
平

和
な

緑
と

教
育

の
都

市
」
を

掲
げ

、
平

和
の

希
求

を
市

政
の

重
要

な
観

点
に

据
え

て
き

た
歴

史
が

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

37
8

第
８

章
平

和
平

和
の

定
義

づ
け

「
平

和
」
に

つ
い

て
の

条
文

を
最

後
に

置
く
こ

と
を

支
持

し
ま

す
が

、
そ

こ
に

何
を

盛
り

込
む

か
は

、
「
平

和
」
を

ど
の

よ
う

に
定

義
づ

け
る

か
に

よ
っ

て
、

変
わ

っ
て

き
ま

す
。

武
蔵

野
市

の
非

核
都

市
宣

言
や

平
和

の
日

条
例

の
意

義
と

課
題

を
、

今
一

度
見

直
す

作
業

が
大

切
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

懇
談

会
に

お
い

て
、

国
際

交
流

と
は

つ
ま

り
平

和
活

動
で

あ
る

と
い

う
話

が
出

た
の

で
、

そ
う

で
あ

れ
ば

広
域

的
な

連
携

及
び

協
力

の
章

と
平

和
の

章
は

隣
に

あ
っ

た
方

が
よ

い
と

い
う

結
論

か
ら

現
在

の
並

び
に

な
っ

て
い

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

37
9

第
８

章
平

和
章

立
て

と
し

て
の

平
和

「
平

和
」
に

つ
い

て
の

み
一

章
立

て
す

る
の

は
、

い
さ

さ
か

違
和

感
を

覚
え

る
。

そ
れ

だ
け

「
平

和
」
に

意
味

を
も

た
せ

る
の

で
あ

れ
ば

、
目

指
す

べ
き

方
向

性
の

市
民

自
治

、
人

権
に

つ
い

て
も

一
章

立
て

す
る

く
ら

い
の

意
味

が
あ

る
。

懇
談

会
の

議
論

の
中

で
、

前
文

だ
け

で
は

法
的

根
拠

を
も

た
な

い
か

の
よ

う
な

や
り

取
り

が
あ

っ
た

が
、

そ
れ

は
条

文
規

定
が

な
い

と
訴

訟
に

耐
え

ら
れ

な
い

と
い

う
極

め
て

即
物

的
な

理
由

も
あ

っ
た

と
記

憶
す

る
。

自
治

体
運

営
の

基
本

ル
ー

ル
と

し
て

、
「
平

和
」
を

章
立

て
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
相

当
な

覚
悟

と
信

念
を

も
っ

て
も

ら
い

た
い

。

議
会

各
会

派
等

38
0

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係

他
の

項
目

は
、

市
政

へ
の

参
加

の
仕

方
や

関
係

性
が

主
に

記
述

さ
れ

て
い

る
の

に
対

し
て

、
突

然
、

施
策

で
あ

る
「
平

和
」
が

唐
突

に
出

て
く
る

の
は

違
和

感
が

あ
る

。
施

策
を

記
載

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

平
和

以
外

に
も

環
境

や
福

祉
な

ど
、

市
政

運
営

に
必

要
な

ジ
ャ

ン
ル

や
視

点
は

多
々

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
平

和
に

関
す

る
部

分
の

記
載

は
前

文
の

み
に

留
め

、
当

該
項

目
は

全
文

カ
ッ

ト
し

た
ほ

う
が

全
体

の
構

成
と

し
て

す
っ

き
り

す
る

し
、

か
つ

前
述

の
よ

う
な

疑
問

の
余

地
が

な
い

と
思

う
。

職
員

意
見

38
1

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係
平

和
を

希
求

す
る

こ
と

は
当

然
の

こ
と

で
あ

り
、

殊
更

に
章

立
て

を
し

て
条

文
化

す
る

必
要

は
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
前

文
記

載
に

留
め

た
方

が
、

縛
り

が
な

く
な

り
、

却
っ

て
活

動
の

幅
を

広
げ

や
す

く
な

る
の

か
も

し
れ

な
い

。
職

員
意

見

38
2

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係
前

文
の

中
で

触
れ

る
な

ら
わ

か
る

が
、

自
治

と
の

関
係

が
薄

い
よ

う
に

思
え

、
唐

突
な

感
じ

は
ぬ

ぐ
え

な
い

。
条

例
と

し
て

定
め

る
の

で
あ

れ
ば

、
平

和
条

例
を

別
に

作
る

べ
き

と
思

う
。

職
員

意
見

38
3

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係

平
和

を
求

め
る

こ
と

は
、

最
高

規
範

た
る

自
治

基
本

条
例

以
前

の
も

の
で

あ
り

、
あ

え
て

規
定

す
る

必
要

は
あ

る
の

か
。

前
文

へ
の

記
載

は
よ

い
と

思
う

。
ま

た
、

例
え

ば
軍

隊
と

の
意

見
が

あ
る

自
衛

隊
の

扱
い

（
募

集
や

不
発

弾
処

理
な

ど
）
や

、
国

際
相

互
理

解
の

推
進

は
政

策
の

範
囲

で
あ

り
、

選
ば

れ
た

首
長

に
委

ね
ら

れ
た

も
の

で
は

な
い

か
。

８
章

の
章

立
て

に
疑

問
を

感
ず

る
。

高
邁

な
思

想
は

前
文

の
範

疇
と

考
え

る
。

職
員

意
見

38
4

第
８

章
平

和
平

和
平

和
の

日
条

例
も

あ
り

、
平

和
・
憲

法
手

帳
も

制
作

し
て

い
る

。
前

文
に

盛
り

込
む

こ
と

は
理

解
す

る
が

、
わ

ざ
わ

ざ
章

立
て

を
し

、
条

文
を

起
こ

す
必

要
は

な
い

の
で

は
な

い
か

。
議

会
各

会
派

等

38
5

第
８

章
平

和
平

和
条

文
化

せ
ず

前
文

へ
の

書
き

込
み

で
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

議
会

各
会

派
等

38
6

第
８

章
平

和
平

和

こ
こ

で
言

う
平

和
と

は
、

軍
事

的
な

意
味

で
の

平
和

（
＝

戦
争

の
な

い
状

態
）
を

指
す

と
思

わ
れ

る
が

、
こ

れ
は

「
子

ど
も

」
や

「
都

市
整

備
」
と

同
列

の
各

論
の

域
を

出
な

い
。

現
代

に
お

い
て

、
平

和
関

連
施

策
が

唯
一

特
記

す
べ

き
具

体
的

事
項

だ
と

は
思

え
な

い
（
外

交
・
安

全
保

障
を

担
う

国
な

ら
ま

だ
し

も
）
。

し
た

が
っ

て
、

章
を

削
除

す
る

か
、

平
和

の
意

味
を

「
軍

事
的

な
平

和
を

軸
と

し
て

、
市

民
生

活
全

般
が

平
穏

に
保

た
れ

て
い

る
状

態
」
と

拡
大

解
釈

し
た

ほ
う

が
よ

い
の

で
は

。

職
員

意
見

38
7

第
８

章
平

和
平

和
「
平

和
」
を

章
と

し
た

根
拠

が
不

明
瞭

。
職

員
意

見

38
8

第
８

章
平

和
平

和
「
平

和
」
に

つ
い

て
は

基
本

的
な

主
義

主
張

と
し

て
前

文
に

記
述

さ
れ

て
い

れ
ば

良
い

の
で

は
な

い
か

。
職

員
意

見

38
9

第
８

章
平

和
平

和
平

和
」
に

関
わ

る
事

項
等

に
つ

い
て

は
「
武

蔵
野

市
平

和
の

日
条

例
」
等

を
改

定
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

規
定

す
べ

き
で

あ
り

第
8
章

は
削

除
す

べ
き

と
考

え
る

。
職

員
意

見

39
0

第
８

章
平

和
前

文
と

の
関

係
平

和
を

独
立

し
た

章
立

て
に

し
た

こ
と

は
評

価
す

る
。

前
文

の
法

規
範

性
は

あ
る

の
か

。
前

文
は

本
文

と
共

に
条

例
の

一
部

を
構

成
す

る
も

の
で

、
各

条
項

の
解

釈
の

基
準

を
示

す
意

義
・
効

力
を

有
す

る
が

、
具

体
的

な
規

定
に

は
当

た
ら

ず
、

前
文

の
内

容
か

ら
直

接
法

的
効

果
は

生
じ

な
い

と
一

般
的

に
は

解
釈

さ
れ

て
い

る
。

議
会

各
会

派
等

39
1

第
８

章
平

和
平

和
の

項
目

の
位

置
付

け

「
平

和
」
に

反
対

す
る

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

「
平

和
」
の

項
目

の
み

が
特

別
に

立
て

ら
れ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

ま
す

。
憲

法
の

3
本

柱
の

中
、

「
主

権
在

民
」
は

「
自

治
」
に

直
結

す
る

と
思

い
ま

す
の

で
、

「
平

和
」
の

項
を

立
て

る
の

で
あ

れ
ば

、
「
基

本
的

人
権

の
尊

重
」
の

項
も

立
て

る
。

も
し

立
て

な
い

の
な

ら
、

前
文

に
丁

寧
に

書
き

込
む

。
と

い
う

よ
う

に
し

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

本
市

の
戦

争
の

惨
禍

と
平

和
に

関
す

る
活

動
な

ど
歴

史
的

な
経

緯
に

つ
い

て
は

前
文

に
盛

り
込

む
が

、
武

蔵
野

市
が

今
後

も
平

和
を

大
切

に
し

て
い

く
こ

と
に

効
力

を
持

た
せ

る
た

め
、

本
文

に
も

平
和

に
関

す
る

条
項

を
置

く
こ

と
と

し
た

。
人

権
の

尊
重

に
つ

い
て

は
、

条
例

制
定

に
伴

い
目

指
す

方
向

性
と

し
て

前
文

に
盛

り
込

む
予

定
で

あ
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

39
2

第
８

章
平

和
平

和

市
民

自
治

こ
そ

が
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

し
た

状
況

の
中

で
、

み
ず

か
ら

を
守

っ
て

い
く
「
平

和
」
に

つ
な

が
る

の
だ

と
思

う
。

な
ぜ

今
、

自
治

基
本

条
例

な
の

か
と

い
う

こ
と

を
、

前
文

ま
た

は
平

和
の

と
こ

ろ
に

も
う

少
し

詳
し

く
記

載
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

自
治

が
平

和
に

結
び

つ
く
の

か
と

い
う

話
で

議
論

し
て

い
た

だ
け

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

条
例

案
作

成
の

段
階

で
検

討
す

る
。

市
民

意
見

交
換

会

前
文

は
本

文
と

共
に

条
例

の
一

部
を

構
成

す
る

も
の

で
、

各
条

項
の

解
釈

の
基

準
を

示
す

意
義

・
効

力
を

有
す

る
が

、
具

体
的

な
規

定
に

は
当

た
ら

ず
、

前
文

の
内

容
か

ら
直

接
法

的
効

果
は

生
じ

な
い

と
い

う
一

般
的

な
解

釈
の

も
と

、
武

蔵
野

市
が

今
後

も
平

和
を

大
切

に
し

て
い

く
こ

と
に

効
力

を
持

た
せ

る
た

め
、

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
本

文
に

も
平

和
に

関
す

る
条

項
を

置
く
こ

と
と

し
た

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

39
3

そ
の

他
そ

の
他

オ
ン

ブ
ズ

マ
ン

制
度

市
民

の
声

を
正

し
く
反

映
し

て
い

る
か

ど
う

か
、

市
や

議
会

を
監

視
す

る
(オ

ン
ブ

ズ
マ

ン
)制

度
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

本
市

の
場

合
は

陳
情

を
非

常
に

丁
寧

に
取

り
扱

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
あ

え
て

今
回

オ
ン

ブ
ズ

マ
ン

制
度

を
入

れ
る

と
い

う
積

極
性

ま
で

は
な

い
と

い
う

結
論

に
至

っ
た

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

39
4

そ
の

他
そ

の
他

改
正

手
続

条
例

の
見

直
し

規
定

に
つ

い
て

は
、

議
論

の
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
議

会
各

会
派

等

39
5

そ
の

他
そ

の
他

改
正

手
続

条
例

の
実

効
性

を
担

保
す

る
た

め
に

も
、

ど
こ

か
に

見
直

し
規

定
を

設
け

る
、

４
年

に
１

回
設

け
る

と
か

、
あ

る
程

度
設

け
て

お
い

た
ほ

う
が

持
続

性
が

高
ま

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

議
会

各
会

派
等

39
6

そ
の

他
そ

の
他

改
正

手
続

将
来

、
自

治
基

本
条

例
を

改
正

す
る

論
議

が
出

た
と

き
、

改
正

の
手

続
き

や
ル

ー
ル

を
定

め
て

お
く

必
要

は
な

い
か

。
職

員
意

見

39
7

そ
の

他
そ

の
他

改
正

手
続

自
治

体
の

憲
法

と
の

位
置

づ
け

で
あ

れ
ば

、
安

易
に

改
正

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
べ

き
だ

と
考

え
ま

す
が

、
可

能
な

の
で

し
ょ

う
か

？
職

員
意

見

39
8

そ
の

他
そ

の
他

改
正

手
続

(憲
法

で
議

論
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
)条

例
の

改
定

手
続

等
に

つ
い

て
定

め
る

必
要

性
や

予
定

は
あ

る
か

？
職

員
意

見

39
9

そ
の

他
そ

の
他

景
観

に
関

す
る

こ
と

武
蔵

野
市

に
は

景
観

条
例

も
作

る
こ

と
が

急
務

だ
と

感
じ

て
い

る
。

市
は

景
観

に
つ

い
て

野
放

し
で

、
住

宅
地

の
み

な
ら

ず
商

業
地

の
は

み
だ

し
看

板
の

問
題

も
し

か
り

、
武

蔵
野

の
街

並
み

、
手

遅
れ

に
な

ら
な

い
よ

う
に

何
と

か
早

く
手

を
打

っ
て

ほ
し

い
。

そ
の

た
め

に
武

蔵
野

の
景

観
を

守
る

事
を

是
非

盛
り

込
ん

で
ほ

し
い

。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

40
0

そ
の

他
そ

の
他

検
討

経
過

こ
こ

ま
で

に
至

る
ま

で
の

検
討

経
緯

が
前

書
き

や
後

ろ
書

き
に

で
も

あ
る

と
条

例
の

理
解

の
促

進
に

役
立

つ
と

思
わ

れ
る

。

ご
意

見
の

と
お

り
で

、
今

後
条

例
案

の
制

定
の

際
に

も
市

民
へ

の
丁

寧
な

説
明

の
機

会
及

び
市

民
と

の
意

見
交

換
の

場
を

設
け

て
い

く
。

な
お

、
こ

れ
ま

で
の

検
討

の
経

過
に

つ
い

て
は

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

懇
談

会
の

会
議

録
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。
市

民
意

見
交

換
会

40
1

そ
の

他
そ

の
他

子
ど

も
の

権
利

に
つ

い
て

子
ど

も
の

権
利

を
保

障
す

る
取

組
み

は
、

市
に

お
け

る
す

べ
て

の
人

々
の

自
治

と
共

生
を

進
め

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
る

。
何

ら
か

の
記

載
を

お
願

い
し

た
い

。
す

べ
て

の
人

々
の

中
に

当
然

子
ど

も
も

含
ま

れ
る

と
考

え
て

い
る

が
、

ご
意

見
を

踏
ま

え
、

趣
旨

に
つ

い
て

は
前

文
及

び
用

語
の

定
義

の
中

に
記

載
す

る
こ

と
と

し
た

い
。

議
会

各
会

派
等

40
2

そ
の

他
そ

の
他

最
高

規
範

性
本

条
例

は
今

後
の

社
会

の
急

激
な

変
容

が
予

期
さ

れ
る

現
在

、
硬

直
性

の
あ

る
「
最

高
規

範
」
化

を
す

べ
き

で
は

な
く
、

可
塑

的
・
遷

移
性

の
あ

る
も

の
と

し
て

定
立

す
べ

き
で

あ
る

。

「
最

高
規

範
」
と

い
う

言
葉

は
使

わ
な

い
が

、
法

律
に

お
け

る
基

本
法

と
個

別
法

の
関

係
と

同
じ

よ
う

に
、

「
基

本
条

例
」
を

根
拠

に
「
そ

の
他

の
条

例
」
を

解
釈

す
る

と
い

う
趣

旨
を

入
れ

る
、

と
い

う
懇

談
会

で
の

話
し

合
い

を
経

て
現

在
の

表
現

と
な

っ
て

い
る

。
な

お
、

改
正

の
要

件
に

つ
い

て
は

特
に

厳
し

く
し

な
い

と
い

う
結

論
に

至
っ

た
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

40
3

そ
の

他
そ

の
他

在
住

市
民

と
通

勤
通

学
者

と
の

区
別

住
民

と
、

通
勤

・
通

学
者

と
の

比
重

が
同

じ
と

い
う

の
は

違
う

よ
う

に
思

う
。

固
定

資
産

税
を

払
い

、
ず

っ
と

こ
の

市
に

住
み

続
け

る
覚

悟
の

人
と

、
1
～

2
年

で
転

勤
し

て
い

な
く
な

る
の

が
最

初
か

ら
決

ま
っ

て
い

る
人

も
い

れ
ば

、
市

に
関

心
は

な
い

が
学

校
や

職
場

が
あ

る
か

ら
来

て
い

る
だ

け
の

人
も

い
る

。
た

ま
た

ま
気

に
な

っ
た

関
心

の
あ

る
こ

と
に

だ
け

に
意

見
や

決
定

権
を

持
ち

、
特

に
責

任
も

な
く
居

な
く
な

る
、

と
い

う
の

は
そ

れ
は

な
い

と
思

う
。

意
見

は
求

め
て

も
、

重
要

案
件

に
つ

い
て

は
、

在
住

の
市

民
が

決
定

権
を

持
つ

等
差

別
化

が
あ

っ
て

良
い

と
思

う
。

用
語

の
定

義
に

お
い

て
、

、
本

条
例

の
対

象
と

な
る

市
民

の
範

囲
を

限
定

的
に

捉
え

る
必

要
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
居

住
者

に
限

ら
ず

、
在

勤
・
在

学
者

等
も

市
民

の
定

義
に

含
ん

で
い

る
が

、
住

民
投

票
等

個
別

の
案

件
に

お
け

る
対

象
者

は
別

途
定

義
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

40
4

そ
の

他
そ

の
他

市
民

意
見

の
反

映

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
的

な
、

市
民

の
意

見
を

で
き

る
だ

け
聞

い
て

、
そ

れ
ら

を
反

映
し

た
の

で
は

な
く
て

、
こ

れ
か

ら
市

民
の

意
見

を
聞

い
て

い
く
の

だ
と

思
う

が
、

こ
れ

か
ら

市
民

意
見

を
聞

い
て

い
く
過

程
で

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

を
ど

の
よ

う
に

行
い

、
ど

う
反

映
し

て
、

最
終

的
に

決
め

る
の

か
プ

ロ
セ

ス
を

是
非

お
話

し
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
実

施
し

た
結

果
に

つ
い

て
は

公
表

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

骨
子

案
素

案
に

対
す

る
意

見
は

今
回

こ
の

よ
う

な
形

で
一

覧
化

し
、

懇
談

会
に

お
い

て
反

映
に

つ
い

て
議

論
す

る
。

こ
の

一
覧

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
公

表
す

る
。

今
後

の
条

例
案

作
成

の
過

程
に

お
い

て
も

、
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
の

説
明

や
結

果
の

公
表

を
行

っ
て

い
く
。

市
民

意
見

交
換

会

40
5

そ
の

他
そ

の
他

市
民

の
権

利

骨
子

案
は

、
「
市

が
」
つ

と
め

て
様

々
な

こ
と

を
図

っ
て

い
く
と

い
う

記
載

が
多

い
。

も
っ

と
「
基

本
原

則
」
も

「
情

報
共

有
」
も

「
市

民
参

加
」
も

「
住

民
投

票
」
も

「
協

働
」
も

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
も

「
広

域
的

な
連

携
及

び
協

力
」
も

、
市

民
の

権
利

と
し

て
記

載
し

、
そ

の
た

め
に

市
が

や
る

べ
き

こ
と

を
他

の
条

例
や

規
則

等
で

定
め

て
い

く
方

が
「
自

治
基

本
条

例
ら

し
い

」
気

が
す

る
。

市
民

の
権

利
と

市
の

責
務

は
表

裏
一

体
で

あ
り

、
（
例

え
ば

情
報

公
開

に
お

け
る

市
民

の
知

る
権

利
と

、
市

側
の

説
明

責
任

の
よ

う
に

）
そ

の
両

者
を

本
条

例
に

規
定

す
る

こ
と

が
自

治
の

ル
ー

ル
を

定
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。

職
員

意
見

懇
談

会
の

議
論

で
は

、
重

要
な

条
例

の
制

定
・
改

廃
に

つ
い

て
は

、
原

則
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

及
び

意
見

交
換

会
を

実
施

す
る

な
ど

市
民

参
加

に
よ

り
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

、
こ

う
し

た
機

会
を

き
ち

ん
と

確
保

す
る

べ
き

だ
が

、
改

正
の

要
件

は
他

の
条

例
と

同
じ

で
良

い
と

い
う

結
論

に
至

っ
て

い
る

。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

40
6

そ
の

他
そ

の
他

条
例

策
定

に
つ

い
て

自
治

基
本

条
例

と
議

会
基

本
条

例
の

一
体

的
策

定
の

可
能

性
と

意
義

を
懇

談
会

構
成

員
と

議
会

全
体

で
意

見
交

換
を

行
う

こ
と

を
求

め
た

い
。

議
会

各
会

派
等

40
7

そ
の

他
そ

の
他

議
員

意
見

の
聴

取
方

法

自
治

基
本

条
例

の
骨

子
案

素
案

に
つ

い
て

考
え

る
う

え
で

、
議

会
基

本
条

例
と

の
整

合
性

を
持

た
せ

る
こ

と
は

当
然

で
あ

る
が

、
そ

も
そ

も
議

会
自

体
が

、
市

民
の

多
様

な
意

見
の

反
映

の
場

で
あ

る
の

で
、

会
派

・
議

員
一

人
ひ

と
り

の
意

見
を

尊
重

し
、

議
会

内
の

少
数

意
見

に
留

意
す

る
。

そ
の

プ
ロ

セ
ス

を
踏

ん
で

ほ
し

い
。

議
会

各
会

派
等

40
8

そ
の

他
そ

の
他

議
会

と
の

意
見

交
換

懇
談

会
で

の
議

論
を

重
ね

た
結

果
、

骨
子

案
素

案
と

い
う

形
で

一
定

の
方

向
性

が
出

さ
れ

た
の

で
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
議

会
基

本
条

例
と

の
整

合
を

図
る

上
で

、
市

長
へ

骨
子

案
を

答
申

（
報

告
）
す

る
前

に
、

議
会

と
懇

談
会

と
の

意
見

交
換

の
場

が
も

た
れ

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
そ

の
過

程
を

踏
ま

ず
に

骨
子

案
の

報
告

を
経

て
条

例
案

の
作

成
に

う
つ

る
の

は
、

策
定

過
程

に
大

き
な

瑕
疵

が
あ

る
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。
議

会
の

会
派

、
議

員
に

一
方

的
に

意
見

を
「
聴

取
」
す

る
の

と
、

双
方

向
で

意
見

を
「
交

換
」
す

る
の

と
で

は
、

ま
っ

た
く
意

味
が

異
な

る
。

議
会

各
会

派
等

40
9

そ
の

他
そ

の
他

条
例

策
定

の
前

提

自
治

基
本

条
例

を
つ

く
ら

な
く
て

は
な

ら
な

い
背

景
が

見
え

な
い

。
市

民
参

加
の

根
拠

と
し

て
つ

く
る

と
い

う
こ

と
だ

が
、

武
蔵

野
市

の
場

合
は

市
民

参
加

は
ず

っ
と

や
っ

て
き

て
い

る
こ

と
だ

し
、

や
り

方
に

関
し

て
も

か
な

り
多

方
面

に
、

逆
に

自
治

基
本

条
例

を
持

っ
て

い
る

自
治

体
よ

り
も

は
る

か
に

進
ん

で
や

っ
て

い
る

こ
と

を
考

え
る

と
、

そ
れ

以
上

自
治

基
本

条
例

で
何

を
制

定
す

る
の

か
が

見
え

て
こ

な
い

。

目
的

の
項

目
に

あ
る

と
お

り
、

市
が

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
さ

ま
ざ

ま
な

市
民

参
加

な
ど

に
関

す
る

事
項

を
明

文
化

す
る

こ
と

で
、

良
き

伝
統

を
今

後
も

継
続

し
、

「
市

民
自

治
の

ま
ち

武
蔵

野
」
を

さ
ら

に
推

進
し

て
い

く
た

め
に

自
治

基
本

条
例

の
制

定
を

目
指

し
て

い
る

。

議
会

各
会

派
等

41
0

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
意

義

全
体

と
し

て
、

「
何

を
目

指
す

の
か

」
そ

の
た

め
に

ど
の

よ
う

に
す

る
の

か
、

が
あ

い
ま

い
な

感
じ

が
す

る
。

点
々

と
記

載
は

あ
る

が
、

つ
な

が
っ

て
お

ら
ず

、
わ

か
り

に
く
い

。
途

中
で

、
レ

ベ
ル

感
の

違
う

記
載

も
出

て
く
る

（
「
議

会
と

市
長

の
関

係
」
と

か
「
職

員
の

責
務

」
の

あ
た

り
）
。

「
市

民
自

治
」
や

「
市

民
主

体
」
を

目
指

す
と

す
る

な
ら

、
そ

の
た

め
に

は
も

っ
と

強
い

市
民

の
権

利
と

責
務

（
義

務
）
を

入
れ

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
る

。

目
指

す
べ

き
と

こ
ろ

は
目

的
規

定
に

あ
る

と
お

り
、

自
治

及
び

市
政

運
営

に
関

す
る

基
本

的
な

事
項

を
定

め
る

と
と

も
に

、
市

民
、

市
議

会
、

市
長

等
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

確
に

し
、

市
民

自
治

の
さ

ら
な

る
推

進
を

図
る

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
ル

ー
ル

を
そ

の
他

の
章

に
記

載
し

て
い

る
。

懇
談

会
の

議
論

で
は

、
市

民
に

「
責

務
」
と

い
う

強
い

縛
り

を
か

け
る

こ
と

に
は

違
和

感
が

あ
る

と
し

て
「
役

割
」
と

い
う

表
現

に
な

っ
て

い
る

。
市

民
の

権
利

に
つ

い
て

は
章

立
て

は
し

て
い

な
い

が
、

各
章

に
散

り
ば

め
て

い
る

。

職
員

意
見

41
1

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
意

義

こ
れ

か
ら

の
武

蔵
野

市
の

あ
り

方
は

、
市

民
に

よ
っ

て
方

向
性

が
決

め
ら

れ
、

市
民

か
ら

信
託

を
受

け
た

市
長

と
議

会
が

そ
れ

を
担

う
。

市
長

や
議

会
は

市
民

が
決

め
た

方
向

性
か

ら
逸

れ
な

い
よ

う
、

そ
の

仕
組

み
を

こ
の

条
例

に
盛

り
込

む
。

ま
た

、
強

い
権

利
を

持
っ

て
市

の
方

向
性

を
決

め
た

市
民

に
は

、
武

蔵
野

市
の

将
来

に
対

し
て

（
自

分
の

行
使

し
た

権
利

に
対

し
て

）
責

任
が

あ
る

、
と

思
う

。
現

在
、

市
民

が
、

そ
の

よ
う

な
権

利
も

責
任

も
い

ら
な

い
、

市
と

議
会

が
い

い
よ

う
に

や
っ

て
ほ

し
い

、
と

思
う

気
持

ち
が

大
勢

で
あ

る
な

ら
、

「
市

民
自

治
」
を

掲
げ

た
自

治
基

本
条

例
は

必
要

な
い

と
思

う
。

他
自

治
体

で
は

市
民

の
責

務
を

規
定

し
て

い
る

自
治

基
本

条
例

も
存

在
す

る
が

、
懇

談
会

の
議

論
に

お
い

て
は

、
自

治
基

本
条

例
は

行
政

を
縛

る
も

の
で

あ
り

、
市

民
に

対
し

て
「
責

務
」
と

い
う

形
で

何
ら

か
の

責
任

を
課

す
こ

と
が

必
ず

し
も

市
民

自
治

の
推

進
に

は
つ

な
が

ら
な

い
と

思
わ

れ
る

、
と

い
う

話
で

ま
と

ま
っ

た
た

め
、

「
市

民
の

役
割

」
の

ま
ま

と
し

て
い

る
。

職
員

意
見

41
2

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
効

果
市

民
が

、
こ

の
条

例
を

い
い

よ
う

に
盾

に
し

て
裁

判
で

争
う

等
、

事
業

の
進

捗
に

支
障

が
出

な
い

か
懸

念
さ

れ
る

。

自
治

基
本

条
例

の
制

定
は

最
大

の
行

政
改

革
で

あ
り

、
市

長
も

、
市

職
員

も
条

例
の

規
定

に
縛

ら
れ

る
こ

と
に

な
る

。
市

民
の

主
張

が
条

例
に

基
づ

く
正

当
な

手
続

な
の

で
あ

れ
ば

そ
れ

を
尊

重
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
考

え
る

。

職
員

意
見

41
3

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
効

果

都
心

の
大

変
化

、
企

業
の

技
術

革
新

の
凄

さ
を

見
る

に
つ

け
、

職
員

は
デ

ザ
イ

ン
す

る
力

や
提

案
す

る
力

、
ア

イ
デ

ア
を

つ
な

げ
て

発
展

さ
せ

る
力

を
つ

け
て

発
揮

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
強

く
感

じ
る

。
そ

の
た

め
に

は
考

え
る

時
間

、
意

見
を

交
換

し
合

う
時

間
が

必
要

だ
が

、
今

は
昔

に
比

べ
て

そ
の

時
間

が
大

き
く
減

少
し

て
お

り
、

作
業

の
占

め
る

時
間

が
大

半
で

あ
る

。
本

条
例

の
制

定
が

、
職

員
に

と
っ

て
も

、
力

を
つ

け
て

市
政

に
貢

献
で

き
る

こ
と

に
つ

な
が

る
よ

う
、

そ
の

逆
と

は
な

ら
な

い
こ

と
を

願
う

。

職
員

の
責

務
と

し
て

「
自

ら
が

自
治

の
担

い
手

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
、

市
民

の
信

頼
に

応
え

、
公

共
感

覚
と

協
働

の
視

点
を

持
っ

て
職

務
を

遂
行

す
る

よ
う

努
め

る
」
こ

と
を

骨
子

案
素

案
に

盛
り

込
ん

で
い

ま
す

。
加

え
て

市
長

の
責

務
と

し
て

　
職

員
の

人
材

育
成

や
、

職
員

が
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
を

入
れ

て
い

る
。

職
員

意
見

41
4

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
効

果

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
充

実
さ

せ
る

（
新

た
な

取
り

組
み

を
実

施
す

る
）
た

め
に

は
、

行
政

事
務

の
効

率
化

だ
け

で
な

く
、

市
民

等
の

負
担

増
が

必
要

な
場

合
も

あ
る

。
何

か
新

た
な

事
業

を
行

う
た

め
に

は
、

そ
の

両
方

の
議

論
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

に
言

及
し

て
も

良
い

と
思

う
。

ご
意

見
と

し
て

承
る

。
職

員
意

見

条
例

案
の

作
成

に
向

け
、

議
会

と
の

調
整

方
法

に
つ

い
て

は
今

後
協

議
し

て
い

く
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

41
5

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て

自
治

基
本

条
例

は
、

市
の

中
の

条
例

で
最

高
法

規
の

位
置

づ
け

と
の

こ
と

だ
が

、
現

段
階

で
も

懇
談

会
で

様
々

な
意

見
が

出
た

り
、

検
討

す
べ

き
事

項
が

多
数

あ
る

と
の

こ
と

だ
っ

た
の

で
、

2
0
1
9
年

度
中

に
条

例
案

を
上

程
と

い
う

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

と
い

う
こ

と
で

な
く
、

諸
課

題
が

解
決

し
た

時
期

で
の

制
定

の
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

市
役

所
の

業
務

執
行

の
根

幹
に

関
わ

る
条

例
だ

と
思

う
の

で
、

こ
れ

か
ら

も
職

員
向

け
に

も
、

よ
り

丁
寧

な
説

明
会

を
続

け
て

ほ
し

い
。

条
例

案
上

程
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

は
あ

く
ま

で
目

標
で

あ
り

、
今

後
の

議
会

と
の

調
整

や
検

討
の

進
捗

に
よ

り
変

わ
る

可
能

性
は

あ
る

。
職

員
向

け
に

も
引

き
続

き
し

っ
か

り
と

説
明

を
行

っ
て

い
く
。

職
員

意
見

41
6

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
プ

ロ
セ

ス
住

民
投

票
を

規
定

す
る

自
治

基
本

条
例

こ
そ

、
そ

の
是

非
を

住
民

投
票

に
か

け
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

議
会

各
会

派
等

41
7

そ
の

他
そ

の
他

条
例

改
正

の
方

法
条

例
の

改
正

の
方

法
を

条
例

内
に

入
れ

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

41
8

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

全
体

を
通

じ
て

言
葉

、
文

章
が

練
れ

て
い

な
い

。
ま

た
、

性
善

説
に

立
ち

す
ぎ

て
い

て
、

当
該

条
例

制
定

に
潜

む
思

惑
や

悪
用

さ
れ

る
リ

ス
ク

を
全

く
考

慮
し

て
い

な
い

こ
と

が
と

て
も

恐
ろ

し
い

。
１

度
作

っ
た

ら
、

廃
止

や
改

正
が

極
め

て
困

難
な

市
の

「
憲

法
」
を

作
ろ

う
と

し
て

い
る

の
で

す
か

ら
、

言
葉

の
持

つ
意

味
、

可
能

性
、

リ
ス

ク
を

徹
底

的
に

精
査

す
べ

き
と

思
う

。
市

職
員

の
一

人
と

し
て

、
当

該
条

例
制

定
後

、
市

政
運

営
の

将
来

に
一

ミ
リ

の
支

障
も

発
生

し
な

い
と

は
現

状
で

は
と

て
も

言
え

な
い

。
あ

と
3
0
年

く
ら

い
議

論
し

て
、

市
制

施
行

1
0
0
周

年
施

行
の

目
玉

条
例

に
し

て
み

て
は

い
か

が
か

。

文
言

に
つ

い
て

は
条

例
案

作
成

の
際

に
精

査
す

る
。

職
員

意
見

41
9

そ
の

他
そ

の
他

条
例

の
必

要
性

何
故

こ
の

時
期

に
市

民
自

治
（
条

例
）
が

必
要

に
な

っ
た

か
が

理
解

で
き

な
い

。

地
方

分
権

の
進

展
に

伴
い

、
地

方
自

治
法

の
改

正
を

は
じ

め
制

度
の

選
択

制
が

広
が

っ
て

き
て

お
り

、
自

治
体

と
し

て
ど

う
し

て
い

く
か

が
求

め
ら

れ
て

い
る

中
、

本
市

で
は

、
数

年
前

か
ら

議
会

に
関

す
る

項
目

も
含

め
た

「
総

合
型

」
の

条
例

制
定

を
目

指
し

て
、

議
会

側
と

断
続

的
に

話
し

合
い

を
行

っ
て

き
た

こ
と

、
議

会
に

お
い

て
も

議
会

基
本

条
例

制
定

の
機

運
が

高
ま

っ
て

き
た

こ
と

な
ど

も
あ

り
、

条
例

の
骨

子
案

の
作

成
に

向
け

た
検

討
が

ス
タ

ー
ト

し
た

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

42
0

そ
の

他
そ

の
他

条
例

を
運

用
す

る
主

体
に

つ
い

て

（
情

報
共

有
）
（
市

民
参

加
）
書

き
方

の
問

題
だ

と
は

思
う

が
、

骨
子

案
は

ほ
と

ん
ど

「
市

」
が

主
語

と
な

っ
て

お
り

、
行

政
だ

け
で

作
っ

た
条

例
だ

な
、

と
感

じ
る

。
も

っ
と

「
市

民
」
を

主
語

に
し

て
、

市
民

の
権

利
と

し
て

書
く
べ

き
。

市
民

目
線

で
。

職
員

意
見

42
1

そ
の

他
そ

の
他

記
載

方
法

一
般

の
人

が
読

ま
れ

た
と

き
の

印
象

と
し

て
、

ち
ょ

っ
と

か
た

い
と

い
う

感
じ

が
し

ま
す

。
市

民
意

見
交

換
会

42
2

そ
の

他
そ

の
他

職
員

の
参

加

職
員

の
方

に
、

地
域

に
も

っ
と

出
て

き
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

思
い

ま
す

。
地

域
っ

て
ど

う
い

う
も

の
な

の
か

、
ど

う
い

う
人

た
ち

が
い

て
、

ど
う

い
う

意
見

が
あ

る
の

か
、

そ
れ

か
ら

、
協

働
で

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

得
ら

れ
る

学
び

と
い

う
か

、
お

互
い

の
学

び
に

も
な

る
と

思
い

ま
す

し
、

ぜ
ひ

そ
う

い
う

機
会

を
増

や
す

な
ど

し
て

い
た

だ
き

た
い

な
と

思
い

ま
す

。
も

っ
と

地
域

で
市

民
が

本
当

に
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う

に
、

職
員

の
方

と
も

お
互

い
に

協
働

し
て

い
き

た
い

な
と

思
い

ま
す

。

市
民

意
見

交
換

会

42
3

そ
の

他
そ

の
他

各
章

の
見

出
し

前
文

か
ら

第
８

章
ま

で
、

各
章

の
目

的
と

定
義

が
曖

昧
な

章
は

、
は

っ
き

り
書

い
た

方
が

良
い

か
も

し
れ

な
い

。
職

員
意

見

42
4

そ
の

他
そ

の
他

こ
ど

も
を

意
識

し
た

条
例

二
つ

の
点

で
、

子
ど

も
に

焦
点

を
あ

て
る

必
要

が
あ

る
。

一
つ

は
、

子
ど

も
が

読
ん

で
も

わ
か

る
よ

う
な

表
現

に
す

る
と

か
、

子
ど

も
版

を
つ

く
る

な
ど

、
「
読

み
手

」
と

し
て

の
子

ど
も

。
二

つ
は

、
子

ど
も

も
市

民
と

考
え

、
大

人
と

子
ど

も
が

一
緒

に
市

政
や

地
域

づ
く
り

に
参

加
し

貢
献

し
て

い
く
と

い
う

「
担

い
手

」
と

し
て

の
子

ど
も

で
あ

る
。

こ
れ

ら
二

つ
の

点
で

、
子

ど
も

を
意

識
し

た
条

例
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

42
5

そ
の

他
そ

の
他

実
効

性
の

担
保

い
か

に
す

ば
ら

し
い

文
書

が
書

か
れ

て
い

て
も

、
そ

れ
が

実
行

さ
れ

な
け

れ
ば

何
も

な
り

ま
せ

ん
。

そ
れ

を
担

保
さ

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

ま
で

を
組

み
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
市

民
意

見
交

換
会

42
6

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他
国

会
の

憲
法

改
正

に
伴

う
「
憲

法
審

査
会

」
に

お
い

て
「
地

方
自

治
の

本
旨

を
明

確
に

す
べ

き
」
と

議
論

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

「
地

方
自

治
の

本
旨

」
を

共
通

理
解

と
し

た
う

え
で

の
条

例
制

定
に

臨
む

べ
き

。

日
本

国
憲

法
そ

し
て

地
方

自
治

法
に

よ
り

定
め

ら
れ

る
地

方
自

治
の

本
旨

と
整

合
を

図
る

こ
と

は
勿

論
で

あ
る

が
、

国
の

今
後

の
動

き
を

待
つ

ば
か

り
で

は
な

く
、

市
と

し
て

の
ル

ー
ル

の
検

討
は

行
っ

て
い

く
べ

き
と

考
え

る
。

議
会

各
会

派
等

42
7

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他
各

論
に

異
議

は
な

い
。

議
員

の
活

動
を

今
回

の
条

例
で

規
定

す
る

こ
と

に
つ

い
て

説
明

い
た

だ
き

、
違

和
感

が
解

消
さ

れ
た

。
ご

意
見

と
し

て
承

る
。

職
員

意
見

重
要

な
条

例
の

制
定

・
改

廃
に

つ
い

て
は

、
原

則
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

及
び

意
見

交
換

会
を

実
施

す
る

な
ど

、
市

民
参

加
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

こ
う

し
た

機
会

を
き

ち
ん

と
確

保
し

た
上

で
、

制
定

や
改

正
の

手
続

は
他

の
条

例
と

同
じ

よ
う

に
行

う
べ

き
、

と
い

う
議

論
が

な
さ

れ
た

。

条
例

案
作

成
の

段
階

で
検

討
す

る
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

42
8

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他
武

蔵
野

市
ら

し
さ

が
随

所
に

盛
り

込
ま

れ
た

自
治

基
本

条
例

だ
と

思
う

。
今

後
、

本
市

に
ど

う
い

う
影

響
が

あ
る

の
か

に
つ

い
て

、
ど

れ
だ

け
多

く
の

職
員

に
周

知
で

き
る

か
が

ポ
イ

ン
ト

だ
と

考
え

る
。

条
例

の
内

容
は

、
職

員
の

日
々

の
業

務
に

お
い

て
も

各
種

影
響

が
あ

る
た

め
、

今
後

職
員

に
対

す
る

説
明

も
丁

寧
に

行
っ

て
い

く
。

職
員

意
見

42
9

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他
条

例
案

決
定

ま
で

の
経

緯
が

含
ま

れ
て

お
り

わ
か

り
や

す
い

。
制

定
し

た
際

も
市

民
に

対
し

同
等

に
公

開
を

行
っ

て
ほ

し
い

。
職

員
意

見

43
0

そ
の

他
そ

の
他

解
釈

必
ず

、
解

説
つ

き
の

「
子

ど
も

版
」
を

つ
く
る

。
子

ど
も

も
市

民
で

あ
り

、
自

分
た

ち
も

地
域

人
と

し
て

、
行

政
に

も
地

域
に

も
そ

れ
な

り
の

要
望

を
寄

せ
、

発
言

の
権

利
が

あ
る

事
を

自
覚

し
て

も
ら

え
る

様
に

す
べ

き
だ

と
思

う
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

43
1

そ
の

他
そ

の
他

地
方

自
治

法
と

の
関

係

全
般

的
に

、
地

方
自

治
法

に
定

め
が

置
か

れ
て

い
る

内
容

を
、

条
例

で
改

め
て

規
定

を
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

で
き

る
限

り
避

け
る

べ
き

だ
と

思
わ

れ
る

。
　

な
ぜ

な
ら

、
ど

ち
ら

に
し

て
も

、
地

方
自

治
法

に
定

め
が

優
先

し
、

条
例

に
改

め
て

規
定

を
す

る
意

味
が

あ
ま

り
な

い
こ

と
の

ほ
か

、
地

方
自

治
法

は
、

頻
繁

に
改

正
さ

れ
る

た
め

、
そ

の
改

正
の

た
び

に
、

矛
盾

抵
触

が
生

じ
て

い
な

い
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

事
務

だ
け

単
純

に
増

え
て

し
ま

う
こ

と
に

な
る

と
思

わ
れ

る
か

ら
で

あ
る

。

職
員

意
見

43
2

そ
の

他
そ

の
他

法
律

と
の

関
係

国
の

法
律

な
ど

で
決

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
こ

の
条

例
に

は
書

か
な

い
と

い
う

こ
と

を
は

じ
め

に
書

い
て

欲
し

い
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

43
3

そ
の

他
そ

の
他

長
期

計
画

等
と

の
整

合
性

本
来

な
ら

ば
自

治
基

本
条

例
を

策
定

し
た

後
、

そ
の

自
治

基
本

条
例

に
従

っ
て

長
期

計
画

を
つ

く
ら

な
く
て

は
い

け
な

い
は

ず
だ

が
、

今
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

だ
と

同
時

進
行

に
な

っ
て

い
る

。
そ

う
し

た
場

合
、

長
期

計
画

は
一

体
ど

こ
に

根
拠

を
持

っ
て

い
く
の

か
と

い
う

の
が

よ
く
わ

か
ら

な
い

。
ま

た
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

や
健

康
福

祉
総

合
計

画
等

個
別

計
画

と
の

整
合

性
は

ど
う

し
て

い
く
の

か
。

長
期

計
画

の
策

定
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
な

本
市

が
伝

統
的

に
培

っ
て

き
た

市
民

参
加

の
手

続
を

将
来

に
わ

た
り

担
保

し
、

ル
ー

ル
化

す
る

こ
と

は
自

治
基

本
条

例
制

定
の

目
的

の
一

つ
で

あ
る

が
、

長
期

計
画

の
根

拠
は

既
に

長
期

計
画

条
例

に
お

い
て

規
定

さ
れ

て
い

る
の

で
、

自
治

基
本

条
例

の
制

定
に

向
け

た
検

討
と

、
長

期
計

画
の

策
定

作
業

の
時

期
が

重
な

る
こ

と
に

特
に

問
題

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

他
の

個
別

計
画

に
つ

い
て

も
同

様
で

あ
る

。

議
会

各
会

派
等

43
4

そ
の

他
そ

の
他

緑
環

境
に

つ
い

て
の

記
載

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
平

和
に

つ
い

て
各

章
を

設
け

て
い

る
よ

う
に

、
緑

、
環

境
に

つ
い

て
も

各
章

を
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

43
5

そ
の

他
そ

の
他

次
代

に
伝

え
て

い
く
も

の
の

記
載

平
和

に
限

定
せ

ず
、

「
次

代
に

伝
え

て
い

く
も

の
」
と

し
て

「
平

和
」
「
緑

」
な

ど
を

定
め

た
ほ

う
が

良
い

と
思

う
。

職
員

意
見

43
6

そ
の

他
そ

の
他

緑
の

保
全

武
蔵

野
市

の
緑

の
保

全
は

書
か

れ
な

い
の

か
。

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

43
7

そ
の

他
そ

の
他

武
蔵

野
市

の
位

置
づ

け

ど
の

よ
う

な
違

い
が

あ
り

、
ど

こ
に

力
点

が
あ

る
か

を
知

る
た

め
に

、
他

自
治

体
と

比
較

し
た

資
料

を
ま

と
め

て
も

ら
い

た
い

。
他

自
治

体
と

の
比

較
に

よ
り

、
武

蔵
野

市
の

位
置

づ
け

が
ど

こ
ら

へ
ん

か
確

認
で

き
る

こ
と

に
よ

っ
て

自
己

認
識

と
誇

り
に

な
る

と
思

う
し

、
我

々
が

ほ
か

の
方

々
と

武
蔵

野
市

に
住

ん
で

い
る

こ
と

を
自

慢
で

き
る

よ
う

な
資

料
に

ま
と

め
て

い
た

だ
け

る
と

良
い

と
思

う
。

市
は

、
最

上
位

計
画

で
あ

る
長

期
計

画
・
調

整
計

画
策

定
の

際
に

、
「
地

域
生

活
環

境
指

標
」
を

作
成

し
て

お
り

、
そ

の
中

に
は

近
隣

市
と

の
比

較
デ

ー
タ

も
含

ま
れ

る
。

骨
子

案
素

案
の

第
５

章
の

「
行

政
の

政
策

活
動

の
原

則
」
に

お
い

て
「
市

長
は

、
長

期
計

画
の

策
定

又
は

見
直

し
の

過
程

に
お

い
て

、
市

政
に

関
す

る
基

礎
情

報
な

ど
、

検
討

に
必

要
な

情
報

を
分

か
り

や
す

く
整

理
し

て
公

開
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
し

ま
す

」
と

い
う

文
言

は
地

域
生

活
環

境
指

標
の

作
成

を
担

保
す

る
意

味
で

入
っ

て
い

る
。

市
民

意
見

交
換

会

43
8

そ
の

他
そ

の
他

今
後

の
条

例
制

定
に

向
け

て
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

何
よ

り
も

、
原

案
が

作
成

さ
れ

た
段

階
で

、
再

び
、

素
案

と
同

様
の

、
市

民
か

 ら
の

意
見

聴
取

お
よ

び
意

見
交

換
の

場
を

、
し

っ
か

り
と

設
定

し
て

い
た

だ
き

た
 い

と
存

じ
ま

す
。

そ
の

際
、

議
会

基
本

条
例

作
成

の
経

過
報

告
を

、
市

民
に

分
か

り
や

す
い

形
で

 示
す

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

43
9

そ
の

他
そ

の
他

意
見

交
換

会
・
W

S
の

実
施

方
法

市
民

参
加

を
進

め
る

た
め

に
は

プ
ロ

セ
ス

が
す

ご
く
大

事
だ

と
思

う
。

こ
の

懇
談

会
の

意
見

交
換

会
は

こ
こ

１
カ

所
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
が

、
大

事
な

条
例

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
で

す
か

ら
、

で
き

れ
ば

３
駅

圏
で

実
施

し
て

い
た

だ
き

た
か

っ
た

な
と

思
う

。
ま

た
、

無
作

為
抽

出
で

は
な

く
て

、
意

見
交

換
会

に
参

加
し

た
意

欲
の

高
い

人
た

ち
も

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
で

き
る

よ
う

考
え

て
い

た
だ

け
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

市
民

意
見

交
換

会

44
0

そ
の

他
そ

の
他

意
見

交
換

会
・
W

S
の

実
施

方
法

意
見

交
換

会
を

各
地

域
で

開
催

し
た

ら
、

本
当

に
す

ば
ら

し
か

っ
た

な
と

思
い

ま
す

。
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
勉

強
に

も
な

り
ま

す
し

、
み

ん
な

で
共

有
す

る
こ

と
が

身
に

な
っ

て
い

っ
て

、
ま

ち
の

力
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

市
民

意
見

交
換

会

懇
談

会
に

お
い

て
は

、
こ

の
条

例
を

、
自

治
を

体
系

的
に

表
す

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

的
な

存
在

と
し

て
位

置
付

け
る

た
め

に
、

法
律

に
書

か
れ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
も

敢
え

て
書

く
べ

き
だ

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
一

方
で

、
な

る
べ

く
分

か
り

や
す

く
シ

ン
プ

ル
な

も
の

で
あ

る
べ

き
と

い
う

意
見

も
出

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
「
こ

の
条

例
に

は
地

方
自

治
法

な
ど

の
法

律
に

規
定

さ
れ

て
い

な
い

事
項

を
中

心
に

書
く
こ

と
と

す
る

が
、

特
に

重
要

と
考

え
る

項
目

に
つ

い
て

は
記

載
す

る
」
と

い
う

整
理

に
な

っ
て

い
る

。

緑
の

保
全

は
、

武
蔵

野
市

が
大

切
に

し
て

き
た

大
き

な
特

徴
の

ひ
と

つ
で

あ
る

こ
と

は
間

違
い

な
い

が
、

こ
の

条
例

の
目

的
で

あ
る

自
治

の
推

進
に

向
け

た
ル

ー
ル

づ
く
り

と
い

う
観

点
か

ら
は

、
条

例
に

盛
り

込
む

べ
き

論
点

と
し

て
は

挙
が

ら
な

か
っ

た
。

ご
意

見
の

と
お

り
で

、
今

後
条

例
案

の
制

定
の

際
に

も
市

民
へ

の
丁

寧
な

説
明

の
機

会
及

び
市

民
と

の
意

見
交

換
の

場
を

設
け

て
い

く
。

ご
意

見
の

と
お

り
で

、
条

例
制

定
後

の
周

知
も

し
っ

か
り

と
行

っ
て

い
く
。
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章
項

目
テ

ー
マ

意
見

の
要

約
懇

談
会

と
し

て
の

対
応

種
別

44
1

第
８

章
平

和
平

和
自

治
と

平
和

と
の

関
連

性

第
8
章

に
“
平

和
”
が

置
か

れ
て

い
る

が
（
第

6
章

　
国

お
よ

び
東

京
都

と
の

関
係

、
第

7
章

　
広

域
的

連
携

お
よ

び
協

力
の

結
び

と
し

て
(世

界
)平

和
が

来
る

の
は

ム
サ

シ
ノ

市
ら

し
く
ユ

ニ
ー

ク
で

良
い

と
考

え
る

が
、

　
(地

域
)自

治
が

な
ぜ

（
世

界
)平

和
に

つ
な

が
る

の
か

。
戦

争
の

参
禍

を
受

け
た

こ
と

、
平

和
運

動
が

続
け

ら
れ

て
来

た
こ

と
を

挙
げ

る
だ

け
で

は
納

得
ゆ

く
説

明
に

な
っ

て
い

な
い

と
思

い
ま

す
。

先
に

挙
げ

た
グ

ロ
ー

バ
ル

化
や

世
界

の
持

続
可

能
性

の
問

題
が

地
域

の
自

律
・
自

立
と

深
く
結

び
つ

い
て

い
る

こ
と

、
地

域
の

自
立

は
一

方
で

は
、

広
域

の
自

治
の

連
携

ひ
い

て
は

都
道

府
県

、
国

、
更

に
は

世
界

の
あ

り
方

と
そ

れ
の

対
応

(,
対

処
)の

仕
方

に
深

く
結

び
つ

い
て

い
る

こ
と

が
、

市
民

に
十

分
に

理
解

さ
れ

る
よ

う
に

（
自

治
条

例
の

）
意

義
が

表
明

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

44
2

そ
の

他
そ

の
他

骨
子

案
の

難
易

度
全

体
的

に
骨

子
案

が
曖

昧
す

ぎ
る

。
中

学
生

が
理

解
で

き
る

よ
う

な
内

容
に

す
べ

き
だ

。
市

民
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

44
3

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

に
向

け
て

立
案

の
過

程
か

ら
一

般
の

市
民

参
加

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

で
す

。
市

民
が

自
治

の
主

体
と

な
っ

て
、

民
主

主
義

の
担

い
手

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
て

行
動

す
る

」
と

い
う

前
提

が
な

け
れ

ば
、

形
骸

化
す

る
危

険
性

を
含

ん
で

い
ま

す
。

懇
談

会
で

作
ら

れ
た

素
案

に
つ

い
て

限
ら

れ
た

参
加

者
が

意
見

を
述

べ
る

だ
け

の
方

式
で

は
、

市
民

参
加

の
真

髄
は

十
分

に
発

揚
さ

れ
ま

せ
ん

。
そ

の
方

策
と

し
て

、
市

内
の

コ
ミ

セ
ン

を
通

じ
て

、
市

民
に

も
っ

と
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
働

き
か

け
る

。
１

回
だ

け
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
、

ワ
ー

 ク
シ

ョ
ッ

プ
に

終
わ

る
の

で
は

な
く
、

主
催

者
側

が
イ

ニ
シ

ャ
テ

ィ
ブ

を
と

っ
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

創
意

工
夫

に
よ

り
広

く
多

様
な

参
加

者
の

意
見

を
引

き
出

す
集

会
を

持
つ

。
そ

し
て

そ
こ

に
市

の
職

員
が

一
緒

に
参

加
す

る
こ

と
で

す
。

市
民

と
行

政
が

一
緒

に
議

論
し

、
 学

ぶ
こ

と
に

よ
っ

て
両

者
の

理
解

が
進

み
、

協
働

が
円

滑
に

行
く
よ

う
に

な
る

で
し

ょ
う

。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

44
4

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

に
向

け
て

市
長

等
と

懇
談

会
・
委

員
会

及
び

市
民

の
合

同
の

相
互

の
意

見
交

換
会

を
持

っ
て

、
丁

寧
に

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

時
間

的
余

裕
を

も
っ

て
、

項
目

毎
に

分
け

て
開

催
す

る
な

ど
し

て
、

十
分

な
意

見
交

換
と

議
論

が
出

来
る

塲
を

も
っ

て
い

た
だ

く
様

要
望

し
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

44
5

そ
の

他
そ

の
他

条
例

制
定

の
進

め
方

全
市

民
、

全
職

員
が

市
民

自
治

の
当

事
者

な
の

で
す

。
時

間
を

か
け

て
多

様
な

当
事

者
の

意
見

を
吸

い
上

げ
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
過

程
で

、
出

来
る

だ
け

大
勢

の
多

様
な

当
事

者
た

ち
が

、
自

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
ふ

り
返

り
に

参
加

し
、

情
報

を
共

有
し

な
が

ら
前

進
し

た
い

も
の

で
す

。
よ

り
多

く
の

人
た

ち
が

「
自

分
・
自

分
た

ち
の

」
こ

と
だ

と
受

け
止

め
、

今
後

に
も

活
か

せ
る

よ
う

、
時

間
と

手
間

を
か

け
て

す
す

め
て

く
だ

さ
る

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

44
6

そ
の

他
そ

の
他

策
定

方
法

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
と

か
、

今
ま

で
も

あ
っ

た
が

、
参

加
者

が
本

当
に

少
な

か
っ

た
り

、
発

言
者

が
決

ま
っ

て
い

た
り

と
す

る
。

し
か

し
、

そ
れ

ら
の

フ
ォ

ロ
ー

も
な

く
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
し

ま
う

。
そ

れ
で

は
本

当
の

市
民

参
加

は
望

め
な

い
と

思
う

。
非

常
に

難
し

い
と

思
う

が
、

本
当

に
市

民
の

も
の

に
し

て
い

く
た

め
に

は
、

た
く
さ

ん
の

市
民

に
参

加
し

て
も

ら
う

た
め

に
も

、
例

え
ば

コ
ミ

セ
ン

な
ど

で
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
を

立
て

る
な

ど
し

て
、

み
ん

な
で

話
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

な
ど

工
夫

が
で

き
る

と
思

う
。

市
民

意
見

交
換

会

44
7

そ
の

他
そ

の
他

策
定

方
法

市
民

の
意

見
を

も
っ

と
も

っ
と

吸
い

上
げ

て
、

そ
し

て
市

民
に

も
自

覚
を

持
っ

て
も

ら
う

。
そ

れ
は

こ
の

基
本

条
例

を
制

定
す

る
上

で
一

番
大

事
な

こ
と

じ
ゃ

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
余

り
急

が
れ

な
い

で
、

ゆ
っ

く
り

で
い

い
で

す
か

ら
、

市
民

が
誇

れ
る

私
た

ち
の

自
治

条
例

だ
と

い
う

気
持

ち
が

持
て

る
も

の
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

市
民

意
見

交
換

会

44
8

そ
の

他
そ

の
他

市
民

意
見

の
聴

取
方

法
ア

ン
ケ

ー
ト

や
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

募
集

に
と

ど
ま

ら
ず

、
骨

子
案

が
で

き
た

段
階

で
、

市
民

と
の

意
見

交
換

会
を

各
地

域
、

各
層

向
け

に
丁

寧
に

実
施

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
議

会
各

会
派

等

44
9

そ
の

他
そ

の
他

人
権

侵
害

や
差

別
に

対
す

る
苦

情
処

理
・
勧

告
の

で
き

る
第

三
者

機
関

の
設

置

市
民

へ
の

差
別

や
人

権
侵

害
に

対
し

て
、

市
民

か
ら

の
訴

え
を

受
け

止
め

、
事

情
を

調
査

し
、

是
正

措
置

を
勧

告
で

き
る

第
三

者
機

関
の

設
置

を
こ

の
条

例
で

規
定

す
べ

き
で

あ
る

。
（
男

女
平

等
推

進
条

例
に

お
い

て
も

、
男

女
平

等
に

関
す

る
苦

情
処

理
に

対
応

す
る

た
め

の
機

関
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

公
平

委
員

会
は

職
員

の
身

分
や

待
遇

等
に

関
す

る
苦

情
処

理
機

関
な

の
で

、
性

質
が

異
な

る
。

）

懇
談

会
で

の
議

論
で

は
「
人

権
の

尊
重

は
大

前
提

で
あ

る
た

め
、

個
別

の
条

文
を

置
く

の
で

は
な

く
、

前
文

に
規

定
す

る
」
と

い
う

整
理

を
し

て
お

り
、

そ
れ

に
付

随
す

る
制

度
に

つ
い

て
も

こ
の

条
例

を
根

拠
に

設
け

る
こ

と
は

想
定

し
て

い
な

い
。

な
お

、
人

権
侵

害
に

対
す

る
救

済
措

置
に

つ
い

て
は

国
が

法
務

省
を

所
管

と
し

て
制

度
を

構
築

し
て

い
る

。

議
会

各
会

派
等

ご
意

見
の

と
お

り
で

、
今

後
条

例
案

の
制

定
の

際
に

も
市

民
へ

の
丁

寧
な

説
明

の
機

会
及

び
市

民
と

の
意

見
交

換
の

場
を

設
け

て
い

く
。
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